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本報告書 は、 日本 自転 車振興 会 か ら競輪収益 の一部 であ る機会工業振 興資金

の補助 を受 けて作成 した もので あ る。
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1
序

データベー スは、わが国の情 報化 の進展上 、重要な役割を果たす もの と期待 されてい る。 今後、

データベー スの普 及によ り、わが国において健全 な高度情報化社会の形成が期待 され る。 さ らに海

外 に対 して提 供可能 なデータベー スの整備は、国際的な情報化への貢献 および自由な情報流 通の確

保 の観点か らも必要 である。 しか しなが ら、現在わが国で流 通 してい るデー タベー スの中 でわが国

独 自の ものは1/3に す ぎないのが現状 であ り、わが 国デー タベー スサー ビスひいてはバ ランスあ

る情報産業 の健全 な発展を図 るため には、わが国独 自のデー タベー スの構築およびデータベー ス関

連技 術の研究開発 を強力 に促進 し、データベー スの拡充を図 る必要 がある。

この ような要請 に応 えるた め、(財)デ ー タベー ス振興セ ンターでは日本 自転車振興会か ら機会工

業振興 資金 の交付 を受 けて、 デー タベースの構築 および技術開発 について民 間企業 、団体等 に対 し

て委託事業 を実 施 してい る。委託事業 の内容 は、社会的、経済的 、国際的に重要で 、また地域 およ

び産業 の発展の促進に寄与す ると考 え られてい るデー タベー スの構築 とデータベー ス作成 の効率化 、

流通 の促進、利 用の円滑化 ・容易化な どに関係 したソフ トウ ェア技術 ・ハー ドウェア技術 であ る。

本事業の推進 に当 って、当 財団に学識経験者 の方々で構成 され るデータベース構築 ・技術開発促

進委員会(委 員長 山梨学院 大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 して いる。

この 「異分野研究 のための知的オ リエンテー ション ・デー タベー スシステムの構 築可能性調査」

は平成3年 度 のデータベー スの構築促進および技術開発促進 事業 と して、 当財団が株式 会社 けいは

んな に対 して委託実施 した課題 の一つであ る。 この成果がデー タベー スに興味をお持ちの方 々や諸

分野の皆様方の お役 に立てば幸 いで ある。

なお、平成3年 度 デー タベ ースの構築促進 および技術開発 促進事業で実施 した課題 は次表 の とお

りであ る。

平成4年3月

財団 法 人 デ ー タ ベー ス振 興 セ ン ター



平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学 的 コメ ン トを含む病理 データベー スのプロ ト ㈱ エ ス ・ ピ ー ・ オ ー

タイプシステム作成

2交 通事故調査データベースのプロトタイプの作成 (財)日 本自動車研究所

3シ ルバーエイジの医療 と福祉情報の実際的な活用を 美崎高齢者福祉互助会美崎生活

目的 と したデータベー ス構築 館

社 会 4気 候情報データベースの構築 ㈱ エムテー エス雪氷研究所

5地 下水情報 データベー ス システムの構築のための調 ㈱ パ スコ

査研究

6フ ァジィに関す る文献 デー タベース システムの開発 (財)日 本情報処理開発協会

7大 学におけるデータベース利用教育 システムに関す 日外 アソ シエーツ㈱

る調査研究

8マ ルチメデ ィア型社会科用 データベースの開 発 ㈱ 新学社

9異 分野研究のための知的 オ リエンテー ション ・デー ㈱ けいはんな

タベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築 ㈱ 中国新聞社

11記 事データベー スア クセ ス用パ イロ ッ トシステム構 ㈱ 河北新報社

中小企業振興 築

地 域活 性化 12商 業調整支援データベースの構築 ㈱ 日本統計センター

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す (社)日 本 ボ ラ ン タ リー ・チ ェ

る研究 一 ン協会

14情 報源検索データベー スの プロ トタイプ作成 セ ン トラル開麹 ㈱

情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書のMT変 換ソフ ト開発と英訳辞書 コ ム ラ イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ㈱

16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの整備 日本電子計算㈱

17ア ジア太平洋交流 データベースの研究一プロ トタイ ㈱ 西日本新聞社
海 外

プ作成一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱

一ス化の調査研究

19書 誌 デ ー タ ベ ー ス用 ダ イ ナ ミ ッ ク シ ソー ラ ス ・エ ン ㈱ 紀伊國屋書店

ジンの構築と自然言語検索 システムへの応用

技 術 20知 的ハイパー メデ ィアによるデー タベース構築 の革 ㈱ 新世代 システムセ ンター

新

21CD-ROMに よる光学材料 データベー スの構築 ㈱ リア ライズ社



:

「異分野研究 のた めの知 的オ リエンテー シ ョン ・デー タベー スシステム

構築可能性 調査研究委員会」委員名簿(順 不同)

委 員 長 朴

副 委 員 長

委 員

事 務 局

柄 植 大阪大学 工学部電気工事科助教授

西 田 豊 明 京都大学 工学部情報工学科助教授

寺 村 謙 一 丸善株式会社 取締役情報サー ビス事業部長
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薬

松

大

芝

信

介

昭

明

行

宏

泰

輝

英

敏

大阪大学 基礎工学部情報工学科助教授

丸善株式会社MASIS関 西センター所長

松下電器産業株式会社 中央研究所企画室主任研究員

松下電器産業株式会社 技術統括室推進部副参事

住友金属工業株式会社 システム事業推進部次長

住友金属工業株式会社 システム事業推進部参事

関西電力株式会社 総合技術研究所主任研究員

関西電力株式会社 研究開発部課長

株式会社CSKシ ステム技術部課長

株式会社CSKシ ステム技術部技術 リーダー

㈱国際電気通信基礎技術研究所 企画部主幹研究員

大阪ガス株式会社R&D企 画部次長

東洋紡績株式会社 総合研究所主席部員

株式会社 けいはん な

株式会社 けいはん な

株式会社 けいはん な

株式会社 けいはん な

株式会社 けいはん な

取 締役 リエ ゾンオフ ィサ ー室長

建 設部次長

リエ ゾンオフ ィサー室課 長

建設部課長

リエ ゾンオフ ィサー室主 幹

研究協力者 小 田 孝 和 大阪大学 工学部電気工学科学生
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第1章 は じめ に

■.■ 研 究 の 目 的

産 業技術 の急 速 な発展 な どによ り、企業 の異分野進 出 のニー ズは益 々高 ま って いる。 こ

の ため、 これ まで の 自分 の専門分野 以外 の分 野 について学習 、勉学 あ るい は研究 す る(以

下、単 に学 習 あ るい は研究 す るとい う)必 要 性 の生 じた人 々が急速 に増加 して い る。 そ こ

で、 まず異 分野 学習 の ため に必 要 とな る様 々 な知識 ・情報 をデー タベ ー ス化 したデー タベ

ー スを構築 す る。 そ して、 この デー タベー スを基 に、異分野 の学習 を効率 的 に行 うことが

出来 るよ うに、 知識工 学 的手法 を活 用 して、適切 な オ リエ ンテー シ ョンや ガ イダ ンスの出

来 る知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー ス システ ムを構築 で き ると、異 分野 の学 習効率

が向上 し、 人材 の活用 や人材 の配置 ・転換 の効率 化が促進 され、企業 活動 や 産業 の振 興 に

役 立 っ こ とに な る。 しか も、 この よ うな システムは これ までに類例 の ない新 しいデー タベ

ー ス システ ム とな る。

本研究 の 目的 は、 この よ うな異 分野 研究 のた めの知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー

ス システ ムの構築 の フ ィー ジ ビリテ ィに関 して調査 ・研 究 を行 い、 その可 能性 、有用 性 お

よび市場 性 を明 らか にす る ことであ る。

■.2研 究 の 必 要 性

産 業技 術 の急速 な発達 や企業 の異分野進 出 の ニー ズの増 大 によ り、研 究者 ・技術者 の重

要性 は益 々高 ま って い る ものの、 必要十分 なだ けの質 と量 の人材 を企業 が雇 用 す ることは

現在 、困 難 とな って い る。 特 に、 成長 の著 しい情報や エ レク トロニク スな どの分野 で は人

材 の不足 は著 しく、 社会 的 に も問 題 とな って い る。 このため、 これ まで以上 に新 旧を問 わ

ず 人材 の配 置 転換 や活用 化が重要 とな り、 自分 の専門分野 以外 の分 野 に進 出す る機会 の生

じた人 の数 は益 々増 加 しっっ あ る。 産業技 術 の変革、専 門分野 の特 化 や学 際化 の急速 な進

展 は この増 加 の傾 向 に拍 車 をか けて いる。

しか しなが ら、人 材育成 の指導 者層 は企業活動 の複雑化 、高度化 、高 付加 価 値化 な どに

よ り、優秀 な人 ほ ど忙 しく、後進 を個別 に教育 す る時間 がな く、指 導者 層 が不 足 してい る

の が実 状 であ ろ う。一 方、 教育 を受 ける側 か らみ ると、 あ る分 野 で はた とえ第一 人者 で あ

って も自己の専 門以外 の分野 で は勝 手が分 か らず 、何が必 要な素養 で あ るか も分 か らな い
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の で 、 学 習 の 仕 方 が 分 か らず 貴 重 な 時 間 を 無 駄 に費 や して しま う こ と が 多 い。

この よ うな 場 合 、 各 分 野 で の 専 門 家 、 第 一 人 者 か ら、 そ の分 野 に お い て は 基 礎 的 あ る い

は重 要 な テ キ ス ト、 解 説 書 、 論 文 な どの 人 材 教 育 の 為 に 必 要 とな る知 識 、 情 報 を 入 手 して 、

これ を デ ー タ ベ ー ス化 した イ ン テ リジ ェ ン トな デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム が 構 築 され て い る と、

これ に よ り、 適 切 な オ リエ ン テー シ ョ ンや ガ イ ダ ン スを 受 け る こ とが 出来 る の で 、 極 め て

効 率 的 に異 分 野 の こ とを 勉 学 で き る こ と に な り、 そ の 効 果 は非 常 に大 き な もの に な る と期

待 さ れ る。

した が っ て、 人 材 教 育 の ノ ウ ハ ウ的 な情 報 を デ ー タ ベ ー ス化 し、 シ ス テ ム化 、 一 般 化 し

た 異 分 野 研 究 の 為 の オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム の 構 築 の ニ ー ズ は極 め

て 高 い もの とな って い る と い え よ う。

■.3知 的 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 機 能 ・ 特 徴

知 的オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベー ス システ ムに要 求 され る機能 や特徴 およ び本 デ ー

タベー スシス テムによ り得 られ る効用 は以下 の とお りとなろ う。

(1)シ ステ ム利用 の対象者

大 学学 部卒業 レベルの学力 を持つ 人で、 自分 の専門 以外 の分野 に関係す る必 要が生

じた人

(2)シ ステ ムの持 つ べ き機能

a.各 分 野 の体系 をガ イダ ンスを して くれ る。

b.各 分 野 の基礎的履 修案 内を して くれ る(必 修 科 目名、科 目内容 の紹介)。

c.各 分 野 を 勉 学 す る の に必 要 な テキ ス トを紹 介 して くれ る。

d.各 分 野 の 解 説 書 、 論 文 を 紹 介 して くれ る。

e.シ ス テ ム の利 用 が 容 易 で 、 オ ン ラ イ ンの 利 用 に 違 和 感 が な い。

f.ユ ー ザ ー の ニー ズを 情 報 提 供 者 に 適 切 な 形 で フ ィー ドバ ックで き る。

前 記 の 機 能 ・特 徴 を持 つ異 分 野 研 究 の た め の オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ

ステ ム 構 築 の フ ィー ジ ビ リテ ィに 関 す る調 査 研 究 を 行 うに 当 た って 特 に留 意 す べ き点

は次 の 点 で あ る。 す な わ ち、 これ は本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 性 格 よ り生 ず る必 要 性

で あ る が、 本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は利 用 の対 象 と な る 人 は極 め て 多 くな る と予 想

され る も の の 、 特 別 な 場 合 を 除 く と利 用 の 頻 度 は一 人 一 人 に と って は比 較 的 少 な く、
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しか も シ ス テ ム 利 用 者 が 直 接 本 シス テ ムを 利 用 す る必 要 が あ る『と考 え られ る。 こ の た

め 、 本 シ ス テ ム は、 これ ま で の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム と異 な り、 デ ー タ ベ ー ス検 索 シ

ス テ ム を 利 用 した こ と も な い よ うな初 め て の利 用 者 が 、 何 の違 和 感 も感 じ る こ と な く

本 シス テ ム のす べ て の 機 能 を ス マ ー トに 使 い こな す こ とが で き る よ う に構 築 され る 必

要 が あ る こ とで あ る。 した が って、 本 シス テ ム は 情 報 検 索 の ノ ウハ ウ を シ ス テ ム 自 身

に知 識 ベ ー ス と して 持 た せ た イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・シ ス テ ム と な って い な け れ ば な ら な

い こ と に な る。

こ の必 要 性 は 、 別 の 観 点 か ら次 の よ うに言 うこ と もで き る。 す な わ ち 、 人 材 育 成 、

異 分 野 学 習 の オ リエ ン テ ー シ ョ ンや ガ イ ダ ン スの サ ー ビ スそ の もの が 、 非 定 型 、 ダ イ

ナ ミ ック な ノ ウ ハ ウ的 な情 報 の提 供 を 必 要 とす る た め 、 この 機 能 実 現 の 必 要 性 か ら も、

本 オ リエ ン テー シ ョ ン ・シ ス テ ムの 実 現 の た め に は、 知 識 工 学 的 手 法 を 活 用 した 画 期

的 な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 開 発 を 行 う必 要 性 が あ る とい う こ とで あ る。

そ こで 、 本 課 題 で は 、 この よ うな イ ンテ リ ジェ ン トな デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 仕 様

につ い て 十 分 検 討 し、 ハ ー ドと ソ フ トの 技 術 レベ ル を 考 慮 しな が らサ ー ビ ス内 容 を 具

体 的 に 検 討 ・決 定 す る こ とが 主 要 な研 究 課 題 とな る。

(3)シ ス テ ム 利 用 の 効 用

本 シス テ ムの 支 援 に よ り、 あ る専 門 分 野 に於 いて 必 要 と さ れ る基 礎 的 素 養 な らび に

現 在 の 発 展 レベ ル を 把 握 す る こ とが で き、 各 自の 業 務 遂 行 に 必 要 な情 報 を記 載 して あ

る内 外 の基 本 的 、 正 統 的 、 重 要 な教 科 書 、 解 説 書 、 専 門 書 、 論 文 を 知 る こ とが 出 来 、

そ れ らを理 解 す る の に適 した 勉 学 法 を 教 え て くれ る。

オ リエ ンテー シ ョ ンに従 って 勉学 す れ ば 、 専 門 分 野 に於 け る 最 先 端 の 論 文 を独 力 で

読 解 で き る よ うに な る。

■.4デ ー タ ベ ー ス ・ シ ス テ ム 構 築 の 原 則

知 的 オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベー ス ・シ ス テ ム構 築 に あ た って の原 則 を 述 べ る と以

下 の と お り とな ろ う。

(1)ニ ー ズの 高 い 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 を 行 う。

(2)デ ー タ ベ ー スの 利 用 の方 法 は 出 来 る だ け簡 単 とな る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム とす る 。

(3)デ ー タ ベ ー ス化 す る情 報 は 出 来 る だ け そ の ま ま の 形 で フ ァイ ル化 す る。

(4)既 存 の デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビス は 出 来 る だ け活 用 す る もの と し、 本 デ 一 夕 ベ ー ス シ
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ステ ムは独 自の特徴 ある情 報 サー ビス提 供を行 う もの とす る。

(5)提 供 す る情報 につ いて は、 出典 お よび その入 手年 月 を明 らか にす る もの とす る。

(1)は デ ー タ ベ ー ス構 築 の 大 前 提 で 特 に 説 明す る ま で もな い。 本 研 究 で は どの よ うな

情 報 の ニー ズが 高 い か に つ い て 検 討 を行 う。

(2)の た め に、 最 近 の ハ ー ドお よ び ソ フ トの技 術 を利 用 し、 イ ンテ リ ジ ェ ン トで ユ ー

ザ フ レ ン ド リー な デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム を 構 築 す る こ とを 目指 す 。

(3)は 大 量 の 情 報 の デ ー タ ベ ー ス化 を 行 う た め に 必 須 で あ る。(3)の 目的 の た め に、

デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム構 築 者 が 生 デ ー タ の デ ー タ フ ァ イ ル の 加 工 を 行 う もの とす る。

(4)は 本 シ ス テ ム で は異 分 野 の オ リエ ンテ ー シ ョ ンや 交 流 の た め の情 報 の 提 供 を 第1

の 目 的 と して い るの で 、 既 存 の文 献 検 索 サ ー ビ スな ど、 既 存 の シ ス テ ム で まか な う こ と の

出 来 るサ ー ビ スは そ の シ ス テ ム を 利 用 して も ら うこ と とす る。 す な わ ち、 本 デ ー タ ベ ー ス

シ ス テ ムは 既 存 の デ ー タ ベ ー スで は サ ー ビス 出 来 な い情 報 を 出 来 る だ け提 供 で き るよ う に

努 め る もの とす る。

(5)は 、 特 に説 明 す る ま で もな い こ とで あ る。

■.5研 究 遂 行 の 手 順

従来 のデー タベー スにお ける コマ ン ドや キー ワー ドに よ るデ ー タの検索 は検 索 の効 率 は

高 い ものの、初心 者 には必 ず しも便利 とは言 えない側面 を持 って い る。 本 システムで は、

デー タベー スの性 格上 ユーザ は利 用 が始 めて でデー タベー ス システ ム利用法 を知 らな い場

合が 多い と予想 され る。 このため、本 研究 で は本 シス テムの初 めて の利用者 で も本 システ

ム の機能 を十分 に使 い こなせ るよ うに、知 識工学 的手法 を適 用 して、 システ ム利用 に関 す

るノ ウハ ウ的知 識の デー タベー ス化 を図 った ユーザ フ レン ドリー な シ ステ ムを実現 す る こ

とに関 し研究す ることにす る。 この よ うな観点 か ら、 本研 究で は メ ニュー方 式 に よるデ ー

タ ベー ス利用 に よ り、初 めての人 で も必 要 とす るデー タを容易 に検索 で きる システム とす

るための種 々の創意工夫 を こらす こと とす る。 また 、完全 情報 で は な く、部分情 報 に基 づ

いて も十分検索 可能 とな る システムを構 築す るこ とにす る。

以上 に述べ たデー タベー スシステ ムは これ まで に前 例 の ないデ ー タベー ス システム とな

る。 そ こで、必 要デ ー タの入手 可能 性、 入手 デー タの デー タベー ス化 お よび システム構 築

の可能 性 を考慮 しなが ら、次 の よ うな各 種案 内 サー ビス システムの サー ビスイ メー ジを第
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2章 および第3章 で具 体 的に明 らか にす る こ とにす る。

(a)大 学 構成 学部 名 や学 科名、学 科定 員数 な どを紹介す る大学 ・学 部 ・学 科案 内 サー ビス

(b)大 学 、学 科 な どを指定す ると、 その学科 に於 ける授 業科 目名 、必要単 位 数、授 業内 容

の概要 な どを紹介 す る科 目履修 案内 サー ビス

(c)大 学 の各授業 に於 いて利用 されて いる教 科書 の紹介 を行 うこ とので きる講義 テ キ ス ト

案 内 サー ビス

(d)各 大学 の講座 の研 究 ろタ ップ、 研究分 野 および現 在進 行中 の研究 テーマ につい て紹 介

す るだ けでな く、研究 テー マ にっ いての キー ワー ドに よる講 座 の逆検索 も行 うことが

出来 るよ うな大学 の講座 案 内サ ー ビス

(e)第 一 線 で研 究 して い る大 学 の助手 を含 む研 究者、学者 の所 属 、地位 、研究 テー マ な ど

の紹 介 を行 うことので きるよ うな研 究者案 内サー ビス

(f)著 者 名、学 位論 文 名 およびそ の 目次 に使 われて い る術 語 を全 て キー ワー ドの対 象 とす

る こ とが出来 るよ うな学位論 文案 内サ ー ビス

(g)各 研 究者 によ る各 自の専門 分野 にお ける発表論文群 な どの紹 介 を行 うことので き る専

門分 野案 内(文 献 案内)サ ー ビス

な お、本 研究 で は、 研究 期間 も限 られ てい る こと、 また本 研究 の 目的 は これ まで に前 例

の な いデー タベー ス システ ムの構築 のフ ィー ジ ビリテ ィを明 らか にす る ことが主 目的で あ

るので、 デー タベー ス化 す る分野 の知識 ・情報 のデー タ と して はす べ ての分野 を始 めか ら

す べて網 羅す る必 要 は ない。

そ こで、本研 究で は発達 の著 しい分野 の例 と して情報工 学 を取 り上 げ、 また最 近注 目を

浴 び てお り学 際的分野 で あ って 、 いわば誰 に とって も異分 野 の側面 を持 つ分野 の例 と して

地 球環境 工学 を選 び、 これ らの中か ら更 に一 つずっ のサ ブ分野 を取 り上 げ て、知 的 オ リエ

ンテー シ ョン ・デー タベー スシステ ムの構築 の可能性 に関す る調 査研 究を行 うこととす る。

第4章 で は、第2章 お よび第3章 で明 らか にされた各種案 内 サー ビスの イメー ジが イ メ

ー ジに と どま らず 、実際 にハー ド的 に実現可 能 であ るこ とを実 証 す るた め、講座 案内 を例

と して、 ワー ク ステー シ ョン上 に この デー タサ ー ビス機能 を実現 し、 本研究 で 明 らか に し

たサ ー ビスの イ メー ジが現在 の技術 を用 いて十分実現 可能 で あ るこ とを実証 す る ことにす

る。

第5章 で は、本 システムの実現 化、事業 化 を考慮 にと った上 で本 システ ムの役割 を果 た

す の に十分 と考 え られ るデー タの収 集範 囲を具体的 に決定 す る と ともに、 今後 に残 され た
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課題 にっいて検 討す る。

第6章 は、本 研究 で得 られ た成 果 をま とめた もので あ る。
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第2章 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

に よ る 対 話 型 検 索 の イ メ ー ジ1

2.■ メ イ ン メ ニ ュ ー

図2-1は 本 シ ス テ ム の メ イ ン メ ニ ュー を示 す 。

現 在 の イ ンテ リジ ェ ン ト ・オ リエ ン テ ー シ ョン ・デ ー タベ ー ス ・シス テ ム の サ ー

ビス 内容は次の通 りです 。

大学案 内(U)

学部案 内(F)

3学 科案内(D)

欄 案内

番 号を選んで リター ンキー を押 して下 さい!

大学院案 内(GU)

12大 学院研究科 案内'(GF)

13大 学院専攻案 内(GD)

科 目履 修案 内(S)

講義 テキス ト案 内(T)

講座案 内(L)

研究者案 内(R)

学位論文案 内(DT)

20専 門分野案 内(文 献案 内)

終 了

大学院科目履修案内(GS)

図2-1メ イ ン メ ニ ュ ー

こ の メ ニ ュ ー よ り 、 以 下 の2.

る こ と が で き る 。

2節 か ら3.6節 に示 す よ うな各 種 の 案 内 サ ー ビ スを 受 け
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2.2大 学 案 内

メ イ ン メ ニ ュー に お い て1を 選 択 す る と図2-2の 大 学 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー に な り、

こ れ よ り各 大 学 案 内 の サ ー ビ ス(U-1)か ら(U-4)ま で を 選 択 す る こ とが で き る。

こ こで 、U-1は メ ニ ューー一画 面Uに お い て1番 目の メ ニ ュー を意 味 す る(以 下 、 同 様)。

学案 内サ ー ビスメニ ュー(U)

在の大学 案 内のサー ビス 内容 は次 の通 りです 。 番 号 を選んで リター ンキー を

して下 さ い1

指定 大学の住所の アウ トプ1ソト

2国 公私立別大学名の リス トア ップ

3府 県別 あるいは市町村別 の大 学名 の リス トアップ

全大 学デー タの一覧表 の リス トア ップ

m(M)メ イ ンメ ニ ュー へ

終 了

図2-2大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー に お い て1番 を選 択 した と きの対 話 例 を 以 下 の 図2-2-1か

ら図2-2-leま で に示 す 。1

大学案 内サー ビスメニ ュー(U-1)

:大 学 を指定 して住所 を知 る

大学名の入 力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

大学名 リス トの表示画面 よ りメ ニ ュー方式で入 力す る

2一 部 の文 字列 を入力 して 、大学名 候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方 式で

入 力す る

3接 学名 を入 る

図2-2-1サ ー ビ ス メ ニ ュー(U-1)

図2-2-1に お い て1が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 次 の 図 に示 す 。

番号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

大阪大学

京都大学

図2-2-1a全 大 学 名 リ ス トよ り選 択 の 例

図2-2-1に お い て2が 選 ば れ た と き の対 話 例 を次 の 図 に示 す 。
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部分文 字列 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

該 当番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい!

京都大 学

東京大 学

3

図2-2-1b部 分 文字列 を入力 して大学名 リス トを選 択 す る例

図2-2-1に おいて3が 選 ばれ た ときの対話 例を次 の図 に示 す。

名前を入力して下さい

=

図2-2-1c直 接大 学 名を入力す る例

なお、対 話 画面 において、 入力 を促 す プ ロンプ ト文 の後 の文字列 にお いて下線 が引 かれ た

文字 列 は ユーザ が入力 した文字列 を示 す(以 下、 同様)。

大学 名 の入 力後、以下 の よ うに入 力 内容 の確認 が行 われ る。

入力 内容 の確認

大学 を指定 して住 所 を知 る

指定大学:大 阪大学

よろ しいですか?イ エス(y あ るい は ノー(n)を 入 力 して 下 さ い

図2-2-ld確 認画面 の例

入力 内容 を確認 した のち誤 りが なけれ ばデー タの出力 を行 う。

大 学案 内サー ビスメニ ュー(U-1)

:指 定大 学の住所の アウ トプ ット

大 学名:大 阪大学(国 立)

住所 〒565大 阪 府吹 田市 山田丘1-1

TelO6-877-5111

出典 全国大学一覧

出版年月:1991年7月

図2-2-le出 力 例

大 学 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に お い て2番 を選 択 した と き の対 話 例 を 以 下 の 図2-2-2か

ら図2-2-2bま で に 示 す 。
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大学案 内サー ビスメニ ュ'一'(U-2)

国公 私立別大学 名の リス トア ップ

番号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

国立大学名 の リス トア ップ

2公 立大学名の リス トア ップ

3私 立大学名の リス トア ップ

図2-2-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-2)

図2-2-2に お い て1が 選 ば れ た と き

入力 内容の確認

国立大学名の りス トア ップ

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

M

図2-2-2a確 認 画 面 の 例

図2-2-2bは この と き の 出 力 例 を 示 す 。

大学 案 内サー ビスメニ ュー(U-2)

:国 立大学名 の リス トア ップ

大 阪大学,京 都大学,

出典:全 国大学一覧

出版 年月:1991年7月

図2-2-2b出 力 例

図2-2-2に お い て2、3が 選 ば れ た 時 も同 様 な の で 対 話 画 面 例 は省 略 す る。

大 学 案 内 サ ー ビ ス メニ ュ ー に お い て3番 を 選 択 した と き の対 話 例 を以 下 の 図2-2-3か

ら図2-2-3fま で に示 す 。

大学案 内サービスメ ニ ュー(U-3)

:府 県別 あ るいは市町村別の大学名の リス トア ップ

番号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

府 県別 人学名の リス トア ップ

市 町村 別人学名の リス トアップ

図2-2-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(U-3)
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図2-2-3に お い て1が 選 ば れ た と き

府県名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

府 県名 リス トの 表 示画 面 よ りメ ニ ュー方式 で入 力す る

2一 部の 文 字列 を入 力 して 、府県名 候補 リス トの表 示画 面 よ りメニ ュー方 式 で

入 力す る

3直 接府 県名 を入 力 す る

図2-2-3a府 県 名 の 入 力 メ ニ ュ ー一

図2-2-3aで1を 選 択 し た と き

該 当番号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

北海道

青森県

3

図2-2-3b全 府 県 名 リス トよ り選 択 す る 例

図2-2-3aで2を 選 択 した と き

部分文字 列 を入力 して 下 さい

番号 を選 ん で リター ンキー を押 して 下 さい

大阪 府

大分 県

図2-2-3c部 分文字列 を入 力 して府県 名 を選択 す る例

図2-2-3aで3を 選択 した場合

名前を入力して下 さい

大阪府

図2-2-3d直 接 府県 名を入 力す る例

図2-2-3bか ら図2-2-3dの いず れか の方 法 で府県名 を入力 した場 合、 次 の よ う

な入力 内容 の確認 画面 が表 れ る。

入 力内容 の確認

府 県別大学 名の リス トア ップ

府県名:大 阪府

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図2-2-3e確 認 画 面 の 例
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出 力 例 を 図2-2-3fに 示 す 。

大学案 内サー ビスメニ ュー(U-3)

:府 県別大学名の リス トア ップ

府 県名:大 阪府

大 学 名:大 阪 大 学(国 立)

住 所:〒565大 阪 府 吹 田市 山 田丘1-1

Tel:06-877-5111

大学名:大 阪市立大学(公 立)

出典:全 国大学一覧

出版年 月:1991年7月

図2-2-3f出 力例

図2-2-3で2番 の市 町村別 大 学 名の リス トア ップを選択 した場 合 につ いて は府県別大

学名 の リス トア ップの場合 と同様 な ので対 話例 は省略 す る。

大 学 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー で4番 を 選 択 した と き、 す ぐに確 認 画 面 に入 る。

入 力内容の確認

全大 学デー タの〒覧表の リス トア ップ

出力量が膨大 とな ります 。よろ しいで すか?

イエス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図2-2-4a確 認 画 面

図2-2-4bは 、 この と きの 出 力 例 を 示 す。

大 学 案 内サ ー ビスメ ニ ュー(U-4)

:全 大学の 一覧表 の リス トア ップ

大学 名,国 公 私立別,郵 便番 号,府 県 名,市 町 村名,住 所情報,電 話 番号

大 阪 大 学,国 立,565,大 阪 府,吹 田市,山 田 丘2-1,06-877-5111

京 都 大 学,国 立,606,京 都 府,京 都 市,左 京 区 吉 田 本 町,075-751-2111
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出典:全 国 大学 一覧

出版年 月:1991年7月

図2-2-4b出 力 例

以 上 の対話 例 か らわ か るよ うに、本 システ ムで は部分 文字列入 力 によ って も検索 が可能

なので、 あ い まいな情報 に基 づい て も情報検索 がで きる。 また、漢字 入 力す ら出 来な い人

で も利用 で きるよ うに構 成 され るこ とが理解 で きよ う。

メイ ンメニ ューに おいて、"11大 学院案 内(GU)"を 選 択 した ときの対話 例 は"

1大 学 案 内(U)"を 選択 した時 と同様 なので対話例 の説 明 は省略 す る。
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2.3学 部 案 内

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て2を 選 択 す る と図2-3の 学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に な り、

こ れ よ り各 学 部 案 内 の サ ー ビ ス(F-1)か ら(F-7)ま で を 選 択 す る こ とが で き る。

学部案 内サー ビスメニ ュー(F)

現在の学部案 内のサ ー ビス 内容は次 の通 りです 。 番号 を選 んで リター ンキー を

押 して下 さい!

大学名 を与 えて大学構成学部名 を知 る

2学 部名 を与 えて 、その学部 を持つ大学 名 を知 る

3あ る数以上(以 下)の 学部 を持つ大学 名 を知 る

大学,学 部名 を与 えて連絡先(住 所 、電話番号)を 知 る

大学,学 部名 を与 えて本 シス テムにおけ る登録学部 コー ド名(FNC)を

知 る

「参考 」

6全 学部名の一覧 表の リス トア ップ

7全 学部の住所 、電話番号の リス トア ップ

m(M)メ イ ンメニ ューへ

0終 了

図2-3学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー

学 部 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に お い て1番(F-1)を 選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 の 図2

-3-1aか ら図2-3-1bま で に示 す 。

メ ニ ューF-1が 選 ば れ た と き、 大 学 名 の 入 力 の 仕 方 はU-1の 場 合 と同 様 な の で省 略 す

る。

入 力内容 の確認

大学 名 を与 えて大学構 成学部名 を知 る

大学 名:大 阪大学

*う しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

亙

図2-3-la確 認 画 面 の 例

図2-3-1bに こ の と き の 出 力 例 を 示 す 。

学部案 内サー ビスメニ ュー(F・-1)

:大 学名 を与 えて大学 構成学部名 を知 る

大学 名:大 阪大学

構 成学 部数:13
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学部 名:文 学部 、人 間科学部 、法学部 、… 、言 語文化部 、健康 体育部

出典:全 国大学一 覧

出版 年月:1991年7月

図2-3-1b出 力 例

メ ニューF-2が 選 ばれた ときの対 話例 を以 下 に示す 。

学部 名 の入力 の仕方 は大学名 の入 力 の場合 と同様 なので省略 す る◎

学部 名 を与 えて 、その学部 を持つ大 学名 を知 る

学部 名:工 学部

よろ しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー

芝

n)を 入 力 して下 さい

図2-3-2a確 認 画 面 の 例

F-2の 出 力 例 を 図2-3-2bに 示 す 。

学 部 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(F--2)

:学 部名 を与 えて

学部名:工 学部

大学名:大 阪大学 、東京大学 、

出典:全 国大学一 覧

出版年 月:1991年7月

、その学部 を持つ大学名 を知 る

●●●

図2-3-2b出 力 例

F-3が 選 ばれ た と きの対 話例 を以下 に示す。

学部 案 内サー ビスメニ ュー(F-3)

:あ る数以上(以 下)の 学部 を持つ大学名 を知 る

ある数 以上 の学部 を持つ大学名 を知 る

2あ る数以エ の学 部 を持つ大学名 を知 る

図2-3-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(F-3)

図2-3-3に お い て1が 選 ば れ た と き

ある数以 上の学部 を持つ大学名 を知 る

数 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい
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一
図2-3-3a数 の 入 力 例

入力 内容の確認

ある数以上 の学部 を持つ大学名 を知 る

学部数:10

よろ しいです か?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図2-3-3b1確 認 画 面 の 例

F-3の 出 力 例 を 図2-3-3cに 示 す 。

学部案 内サ ー ビスメニ ュー(F-3)

:あ る数以上 の学部 を持つ大 学名 を知 る

学 部数:10

大学名:大 阪大学 、東 京大学 、…

出典:全 国大学一覧

出版年月:1991年7月

図2-3-3c出 力 例

図2-3-3に お いて2が 選 ば れ た と き も1の 場 合 と同 様 な の で 省 略 す る。

メニ ュ'-F-4が 選 ばれ た ときの大学 お よ び学部 名 の入 力 の仕方 は先 に述 べ た場 合 と同様

な ので省略 す る。 入力後 の確認 画面 を図2-3-4aに 示 す。

入力 内容の確認

大学,学 部名 を与 えて連絡先(住 所 、電話番号)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

よろ しいです か?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図2-3-4a確 認 画 面 の例

F-4の 出力 例 を 図2-3-4bに 示 す 。

学部案内サ ー ビスメ ニ ュー(F-4)

:大 学,学 部名 を与 えて連絡先(住 所 、電話 番号)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

住所:〒565大 阪府吹 田市 山田丘2-1
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Te1:06-877-5111

出典:金 田 大 学 一 覧

出版 年 月:1991年7月

図2-3-4b出 力 例

メ ニ ュー'F-5が 選 ば れ た と きの 大 学 お よ び学 部 名 の 入 力 の仕 方 は先 に述 べ た 場 合 と 同 様

な の で省 略 す る。 入 力 後 の確 認 画 面 を 図2-3-5-aに 示 す 。

入 力内容 の確 認

大学,学 部 名 を与 えて本 システム にお ける登録学部 コー ド名(FNC)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学 部

よろ しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

エ

図2-3-5a確 認 画 面 の例

F-5の 出 力 例 を 図2-3-5bに 示 す 。

学部案内サー ビスメニ ュー(F-5)

:大 学,学 部 名 を与 えて本 システムにおけ る登録学部 コー ド(F

NC)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学 部 コー ド(FNC):faOOI312

図2-3-5b出 力 例

メ ニ ューF-6、F-7が 選 ば れ た と きは入 力 内 容 の 確 認 の 後 、 直 ち に 学 部 デ ー タ あ る

い は学 部 住 所 デ ー タ が リ ス トア ップ され る の で 、 この 対 話 例 の 説 明 は 省 略 す る。

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て 、"12大 学 院 研 究 科 案 内(GF)"が 選 ば れ た と き の 対 話

例 は"2学 部 案 内(F)"が 選 ば れ た と き と同 様 な の で 省略 す る。
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2.4学 科 案 内

メ イ ンメ ニ ュ ー に お い て3を 選 択 す る と 図2-4の 学 科 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に な り
、

これ よ り各 学 科 案 内 の サ ー ビス(D-1)か ら(D-7)ま で を選 択 す る こ とが で き る
。

学科案 内サー ビスメニ ュー(D)

現在 の学科 案内のサー ビス内容 は次の通 りです 。 番号 を選んで リター ンキー を

押 して下 さい

大学 名 、学 部名を指定 して 、構成学科 名お よび定 員数 を知 る

学科 名 を与 えて、その学 科 を持つ大学学 部名 を知 る

3学 科名 を与 え、ある数以上(以 下)の 定 員数 を持つ大学 学部名 を知 る

ある数以上(以 下)の 学科 を持つ大学学 部名 を知 る

大学,学 部 、学科名 を与 えて本 システム における登録学 科 コー ド名(DN

C)を 知 る

学部 コー ド(FNC)を 与 えて所 属学科 の本 システム におけ る登 録学科 コ

ー ド名(DNC)を 知 る

「参考 」

全大学,全 学部の全学科名 の一覧 表の リス トア ップ

m(M)メ インメニ ューへ

終了

図2-4学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー一で1番(b-1)を 選 択 した と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す。

学 科案 内サー ビス メニュー(D-1)

:大 学名 、学部名 を指定 して 、構成学科名 お よび定員数 を知 る

大 学名の入力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

大学名 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方式 で入力す る

一部の文字列 を入力 して 、大学 名候補 リス トの表示画面 よ りメ ニ ュー方式 で

入 力す る

3直 接大学名 を入力す る

図2-4-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-1)

大 学 名 の入 力後、学 部名 の入力 を行 う。 その入 力の仕方 は先 に説 明 した場 合 と同様 なので

省 略 す る。 大学、学 部名 入力後 の確 認 画面 を図2-4-1aに 示 す。一 ー
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大学名 、学部名 を指定 して 、構成学科名お よび定員数 を知 る

大学名:大 阪大 学

学部 名:工 学部

よろ しいですか?イ エス(y

ヱ

あ るい は ノー(n)を 入 力 して 下 さ い

図2-4-1a確 認 画 面 の 例

D-1の 出 力 例 を 図2-4-1bに 示 す 。

学科案 内サー ビス メニ ュー(D-1)

:大 学名 、学部名 を指定 して 、構成学科名 お よび定員数 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

構成学科数:16

学科名 と定 員:機 械 工学科(45)、 応用化学科(45)、 応用精密化学科(45)、 … 、

情報 システム工学科(45)

出典:全 国大学 一覧

年1991

図2-4-1b出 力 例

メ ニ ューD-2が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。

学科案 内サ ー ビス メニ ュー(D・-2)

:学 科 名 を与 えて 、その学 科 を持つ大 学学部名 を知 る

学科名の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

学科名 リス トの表示画 面 よ りメニ ュー方式で入 力す る

一部の文 字列 を入 力 して
、学科名候補 リス トの表 示画面 よ りメニ ュー方式 で

入力す る

3

図2-4-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-2)

学 科 名 の入 力 の 仕 方 は 先 に 説 明 した の と同 様 な の で省 略 す る。

入 力 後 の 確 認 画 面 を 図2-4-2aに 示 す 。

入力内容の確認

学科名を与えて、その学科を持つ大学学部名を知る
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学科 名:情 報工学科

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図2-4-2a確 認 画 面 の例

D-2の 出 力 例 を 図2-4-2bに 示 す 。

学科案 内サー ビスメニュー(D-2)

:学 科名 を与 えて 、その学科 を持つ大学学 部名 を知 る

学 科名:情 報工学科

大 学名:大 阪大学基礎工学部 、東 京大学工学 部 、…

出典:全 国大学一覧

出版年月:1991年7月

図2-4-2b出 力 例

メ ニ ューD-3が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 以 下 に示 す 。

学科案 内サー ビスメニ ュー(D-3)

:学 科名 を与 え 、あ る数以上(以 下)の 定 員数 を持つ 大学学 部名

を知 る

学科名 の入 力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

学 科名 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方 式で入力す る

一 部の文字 列 を入力 して
、学科名候補 リス トの表示画 面 よ りメニ ュー方 式で

入 力す る

3直 接学科 名 を入力す る

図2-4-3サ ー ビスメニ ュー(D-3)

学 科 名の入力 の仕方 は先 に説明 した の と同 様 なので省略 す る。 学 科名 の入 力 がすむ と、図

2-4-3aの メニ ュー に移 る。

番号を選んで リターンキーを押 して下さい!

ある数以上の定員数を持つ学科の大学学部名を知る

ある数以エの定員数を持つ学科の大学学部名を知る

図2-4-3a以 上 ま た は以 下 の 選 択 メ ニ ュー
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図2-4-3aに お い て1ま た は2を 選 択 した 後 、 数 の 入 力 を 行 う。

1が 選 ば れ た と き

あ る数以上の 定員数 を持つ学 科の大学学部名 を知 る

数 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

43

図2-4-3b数 の 入 力 例

学 科 名 、 数 を 入 力 した 後 の確 認 画 面 を 図2-4-3cに 示 す 。

入 力内容の確認

学科 名 を与 え、あ る数以上 の定 員数 を持つ大学学部名 を知 る

学科 名:情 報 工学科

数:43

よろ しいです か?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図2-4-3c確 認 画 面 の例

D-3の 出 力 例 を図2-4-3dに 示 す 。

学 科案 内サー ビスメニ ュー(D・-3)

:学 科名 を与 え 、あ る数以 上の定員数 を持つ大学学部 名 を知 る

学科 名:情 報 工学科

定 員数:43

大学 学部名:大 阪大学基礎工学部 、東京大学工学部 、…

出典:全 国大 学一覧

1991

図2-4-3d出 力 例

図2-4-3aで2が 選 ば れ た と き は1が 選 ば れ た場 合 と同 様 な の で 省 略 す る。

メ ニ ュー一－D-4が 選 ば れ た と きの対 話 例 を 以 下 に示 す 。 数 の 入 力 の 仕 方 はD-3の 場 合 と

同 様 な の で 省 略 す る。 入 力 後 の 確 認 画 面 を 図2-4-4aに 示 す 。

入力内容の確認

ある数以上の学科を持つ大学学部名を知 る
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数:10

.よ ろ しいで す か?イ エ ス(y)あ る いは ノー(n)を 入 力 して 下 さい

エ

図2-4-4a確 認 画 面 の 例

D-4の 出 力 例 を 図2-4-4bに 示 す 。

学科案 内サー ビスメニ ュー(D・ 一一4)

:あ る数以上 の学科 を持つ大学 学部名 を知 る

学科数:10

大学学部名:大 阪大学 工学 部 、東京大学工学部 、…

出典:全 国大学 一覧

出版年 月:1991年7月

図2-4-4b出 力 例

メーニ ュー-D-5が 選 ば れ た と き の、 大 学 、 学 部 、 学 科 名 の 入 力 の仕 方 は先 に説 明 した の で

省 略 す る。 入 力 後 の確 認 画 面 を 図2-4-5aに 示 す 。

入力 内容の確認

大学,学 部,学 科 名 を与 えて本 システムにお ける登録学科 コー ド名(DNC)を

知 る

大学名:大 阪大 学

学部名:基 礎 工学部

学科名:情 報工学科

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図2-4-5a確 認 画 面 の 例

D-5の 出 力 例 を 図2-4-5bに 示 す 。

学 科 案 内サ ー ビス メ ニ ュー(D-5)

,:大 学,学 部,学 科 名 を与 えて 本 シス テ ム に お け る登 録 学 科 コ ー

ド名(DNC)を 知 る

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:基 礎 工 学 部

学 科 名:情 報 工 学 科

学 科 コー ド(DNC):dnOO1314

図2-4-5b出 力 例
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メ ニ ュ ーD-6が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

学 科 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(D-6)

:学 部 コー ド(FNC)を 与 えて 所 属 学 科 の 本 シス テ ム にお け る

登 録 学 科 コー ド名(DNC)を 知 る

学 部 コー ド(FNC)を 入 力 して 下 さ い

faOO1412

図2-4-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(D-6)お よ び 学 部 コ ー ド入 力 の 例

図2-4T6に お い て 学 部 コー ド入 力 後 の確 認 画 面 を 図2-4-6aに 示 す 。

入力 内容 の確認

学部 コー ド(FNC)を 与 えて所属学科の本 システム におけ る登録学科コー ド名

(DNC)を 知 る

学部 コー ド(FNC):faOO1412

大学名:大 阪大学

学部名:基 礎工学部

よろ しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図2-4-6a確 認 画 面 の例

D-6の 出 力 例 を図2-4-6bに 示 す。

学 科案 内サ ー ビス メニ ュー(D-6)

:学 部 コー ド 〈FNC)を 与 えて所 属学 科の 本 システム にお け る

登録 学科 コー ド名(DNC)を 知 る

学部 コーード(FNC):faOO1412

大学 名:大 阪大学

学部 名:基 礎工 学部

学科 名 と登 録学 科 コー ド名(DNC):機 械工学 科;dnOO13』1

応 用化学 科;dnOO13-02

情 報工 学科;dnOOI3_08

図2-4-6b出 力 例
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メ ニ ューD-7が 選 ば れ た と きは 入 力 内 容 の 確 認 後 、 直 ち に 全 大 学 、 全 学 部 の 全 学 科 名

の デ ー タが リス トア ッ プ され る の で 、 こ の対 話 例 は 省 略 す る。

メ イ ン メ ニ ュー で"13大 学 院 専 攻 案 内(GD)"を 選 択 した と きの対 話 例 は"3

学 科 案 内(D)"と 同 様 な の で 省 略 す る。
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第3章 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム

に よ る 対 話 型 検 索 の イ メ ー ジll

3.■ 科 目 履 修 案 内

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て4を 選 択 す る と図3-1の 科 目履 修 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に な

り、 これ よ り各 科 目履 修 案 内 の サ ー ビス(S-1)か ら(S-8)ま で を 選 択 す る こ と が

で き る。

科 目履 修案 内サ ー ビスメ ニ ュー(S)

現 在の 科 目履修案 内のサ ー ビス内容 は次の 通 りです 。 番 号で 選ん で リター ンキ

ー を押 して 下 さい!

1[大 学 、学部 、学 科】あ るいは 学科 コー ドDNCを 指 定 して 、科 目履 修案 内

情報(科 目名 、必 修選択 の別 、単位数 、対象年 次 、授 業 学期)を 知 る

2[大 学 、学部 、
、学 科]あ るいは学 科 コー ドDNCを 指定 して 、必 修科 目(あ

るいは第n選 択 、nニ1～3)の 科 目名 、単位数 、対 象年 次 、授 業学 期 を

知 る

3科 目名 を与 えて 、 どの大学,学 部,学 科で どの よ うに教 え られ て い るか を

知 る

4[大 学 、学部 、学 科]お よび 科 目名 あるいは学科 コー ドDNCを 与 えて 講義

要 目情報(科 目名 、担 当教官名 、講義 概要)を 知 る

5教 官名 を与 えて 担 当科 目名 お よび 講義 要 目情報(科 目名 、担 当教官 名 、講

義 概要)を 知 る

6講 義 概要 に関す るキー ワー ドを与 えて 、該 当す る講義 要 目情 報(科 目名 、

担 当教 官名 、講 義概 要)を 知 る

「参考 」

7科 目履 修案 内情 報の 一覧表 の リス トア ップ

8講 義要 目情 報の 一覧 表の リス トア ップ

m(M)メ イ ンメ ニ ュ ー へ

0終 了

図3-1科 目履 修 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ'一
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科 目履 修 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に お い て1番(S-1)を 選 択 した と き の対 話 例 を以 下 に

示 す 。

科 目履修案 内サー ビスメニ ュー(S-1)

:[大 学 、学部 、学科]あ るいは学科 コー ドDNCを 指定 し

て 、科 目履修案 内情報(科 目名 、必修選択の別 、単位数 、

対 象年次 、授業学期)を 知 る

番号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

[大 学 、学部 、学科]名 の入力

学科 コー ドDNCの 入 力

図3-1-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S-1)

大 学、学部 、学科 名や学 科 コー ドDNCの 入 力 の仕 方 は先 に説 明 したの と同様 なので省 略

す る 。

図3-1-1で1を 選 択 して入 力 した と きの 確 認 画 面 を 図3-1-laに 示 す 。

入力内容の確認

[大 学 、学 部 、学 科]名 を指定 して 、科 目履修 案 内情 報(科 目名 、必 修 選 択の

別 、単位数 、対 象年次 、授業学期)を 知 る

大学名:大 阪大 学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-1-1a確 認 画 面 の例

S-1の 出 力 例 を 図3-1-1bに 示 す 。

科 目履修案 内サー ビスメニ ュー(S-1)

:[大 学 、学部 、学科]あ るいは学科 コー ドDNCを 指定 し

て 、科 目履修 案内情報(科 目名 、必修選択の別 、単位数 、

対象 年次 、授 業学期)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

科 目名 、 必修選択の別 、単 位数 、対象年次 、授業学期:

電気工学実 験第1部 、 必修 、2、3年 次 、1学 期
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電気 工学 実験第2部 、 必修 、

電気工学 実験第3部 、 必修 、

特 別研究 、 必修 、

数学解析1、 第1選 択 、

2、

2、

10、

2、

3年 次 、2学 期

4年 次 、1学 期

4年 次 、1学 期 、2学 期

2年 次 、1学 期

出典:大 阪大学工 学部履修 要覧

出版年 月:1991年 度

図3-1-lb出 力 例

メ ニ ューS-2が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を以 下 に示 す 。

科 目履修案 内サ ー ビス メニ ュー(S-2)

:[大 学 、学部 、学科]あ るいは学 科 コ一一ドDNCを 指定 し

て 、必 修科 目(あ るいは第n選 択 、n=1～3)の 科 目

名 、単位数 、対象年次 、授業学期 を知 る

番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

[大 学 、学部 、学科]名 の入力

学科 コー ドDNCの 入 力

図3-1-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S-2)

大 学、学 部、学 科名 や学 科 コー ドDNCの 入 力の仕方 は先 に説 明 した の と同様 なので省 略

す る。次 に必 修 ・選 択 の別 を入 力 す る。

必 修選択(あ るいは第n選 択 、n=1～3)の 別の入 力

番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

0必 修

1第1選 択

2第2選 択

3第3選 択

4上 記以外

図3-1-2a必 修 ・選 択 の 別 入 力

大 学、学 部、学 科名 や学 科 コー ドお よび必修 ・選択 の別 を入力 した後 の確 認 画面 を図3一

1-2bに 示 す 。

入力 内容の確認

[大 学 、学部 、学 科]あ るいは学 科 コー ドDNCを 指定 して 、必 修科 目(あ る い
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は第n選 択 、n=1～3)の 科 目名 、単位数 、対象年次 、授業学 期 を知 る

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工学科

必 修選択の別:第1選 択

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-1-2b確 認 画 面 の 例

S-2の 出 力 例 を 図3-1-2cに 示 す 。

科 目履修案 内サー ビスメニ ュー(S-2)

:[大 学 、学部 、学 科]あ るいは学科 コー ドDNCを 指定 し

て 、必 修科 目(あ るいは第n選 択 、n=1～3)の 科 目

名 、単位数 、対象年次 、授業学期 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科:電 気工学科

必修選択 の別:第1選 択

科 目名 、 単 位数 、対 象年次 、授 業学期:

数学 解析1

数学 解析ll、

数学 解析 皿、

数学 解析演習 、

電磁理論1

2年 次 、

2年 次 、

3年 次 、

3年 次 、

2年 次 、

出 典:大 阪大学工学部履修要覧

出版年月:1991年 度

1学 期

2学 期

1学 期

1学 期

1学 期

図3-1-2c出 力 例

メ ニ ュ一-S-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

科 目履修案 内サ ー ビスメニ ュー(S-3)

:科 目名 を与 えて 、どの大学,学 部,学 科で どの よ うに教 え

られ て いるか を知 る

科 目名 の入 力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

科 目名 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方 式で入力す る。
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一部の文 字列 を入力 して
、科 目名候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方式 で

入力す る。

直接科 目名 を入 力す る。

図3-1-3サ ー ビス メ ニ ュ ー(S-3)

図3-1-3で1を 選 択 した と き の対 話 例 を次 の 図 に示 す 。

番号 を選んで リター ンキー を押 して 下 さい

数 学解析1

数学 解析 ∬

3数 学 解析 皿

電磁 理論1

図3-1-3a全 科 目名 リス トよ り選 択 す る例

図3-1-3で2を 選 択 した と きの 対 話 例 を 次 の 図 に 示 す 。

部分文字列 を入 力 して くだ さい

回路

番 号 を選ん で リター ンキー を押 して 下 さい

回路理論1

回路理論ll

3回 路理論 皿

回路 理論演 習

電子 回路1

図3-1-3b部 分文 字列 を入 力 して科 目名 を選 択す る例

図3-1-3で3を 選 択 した と きの 対 話 例 を次 の 図 に示 す 。

図3-1-3c直 接 科 目 名 を 入 力 す る例

図3-1-3aか ら図3-1-3cの い ず れ か の方 法 で 科 目名 を 入 力 した 場 合 、 次 の よ う

な入 力 内 容 の 確 認 画 面 が 表 れ る。
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入 力 内容 の 確認

科 目名 を与 えて 、 どの大学,学 部,学 科 で どの よ うに教 えちれ て い るか を知 る

科 目名:回 路理論演 習

よろ しいで すか?イ エ ス(y)あ るいは ノー 〈n)を 入 力 して下 さい

y

図3-1-3d確 認 画 面 の例

S-3の 出 力 例 を 図3-1-3e示 す 。

科 目履修案 内サ ー ビス メニ ュー(S-3)

:科 目名 を与 えて 、 どの大学,学 部,学 科で どの よ うに教 え

られ てい るか を知 る

科 目名:回 路理 論演 習

大学名 、学部名 、学 科 、 必 修選択 の 別 、単位数 、対 象年次 、授業学 期:

大阪大学 、工学 部 、電気工学 科 、第1選 択 、2年 次 、2学 期

出典:大 阪大学 工学 部履 修要 覧

出版年 月:1991年 度

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 けます か

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい

工

科 目名:回 路理論 演習

大 学名 、 学 部名 、 学科 、必 修 選択 の別 、単 位数 、対象年 次 、授業学 期:

大 阪大学 、基礎 工学 部 、電気 工学 科 、第1選 択 、3年 次 、1学 期

出典:大 阪大学 基礎 工学部履 修要 覧

出版年 月:1991年 度

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 け ますか

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して 下 さい

n

図3-1-3e出 力 例

メ ニ ューS-4が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

科 目履修案 内サー ビスメ ニ ュー(S-4)

:[大 学 、学部 、学 科]あ るいは学 科 コー ドDNCお よび科 目

名 を与 えて講義要 目情報(科 目名 、担 当教 官名 、講義概要

)を 知 る

番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい
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1[大 学 、学 部 、学科]名 の入力

2学 科 コー ドDNCの 入力

図3-1-4サ ー ビ ス メ ニ ュ'一(S-4)

大学、学 部 、学 科名 や学科 コー ドDNCお よび科 目名 の入 力の仕方 は先 に説 明 したの と同

様 なので省 略 す る。大 学、 学部、学 科名 や学 科 コー ドDNCお よび科 目名 を入 力 した後 の

確 認画面 を図3-1-4aに 示す。

入 力内容の 確認

大学 、学部 、学 科お よび科 目名 を与 えて講義要 目情報(科 目名 、担 当教官名 、講

義概要)を 知 る

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学 部

学科:電 気工 学科

科 目名:電 磁 理論1

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

エ

図3-1-4a確 認 画 面 の例

S-4の 出 力 例 を図3-1-4bに 示 す 。

科 目履修案 内サー ビスメニ ュー(S-4)

:[大 学 、学 部 、学科]あ るいは学科 コー ドDNCお よび科 目

名 を与 えて講義要 目情報(科 目名 、担 当教官名 、講 義概

要 〉を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科:電 気工学科

科 目名:電 磁理論1

担 当教官 名:塩 沢俊 之 、藤岡弘

講 義概要:2単 位 、2年 次 、1学 期

1.ベ ク トル 解析2.巨 視的電磁理論の 基礎

3.マ クス ウ ェルの方程式 とその 一般的性質

出典:大 阪大 学工学部履 修要覧

出版 年月:1991年 度

図3-1-4b出 力 例
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メ ニ ューS-5が 選 ば れ た と きの対 話 例 を 以 下 に示 す 。

科 目履修案 内サ ー ビスメニ ュー(S-5)

:教 官名 を与 えて担 当科 目名お よび講義 要 目情 報(科 目名 、

担 当教 官名 、講義概 要)を 知 る

教官名 の入力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

一部 の文字列 を入 力 して
、教官名 候補 リス トの表示画 面 よ りメ ニ ュー方 式で

入力す る。

直接教 官名 を入 す る

図3-1-5サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S-5)

図3-1-5で1を 選 択 し た と き

部分文字列 を入力 して下 さい

朴

番号 を選ん で リター ンキー を押 して 下 さい

朴柄植

朴 鐘震

3

図3-1-5a部 分文字 列 を入力 して教 官名 を選択 す る例

図3-1-5で2を 選択 した とき

名前 を入力 して下さい

辞柄植

図3-1-5b直 接教 官名 を入力 す る例

教官 名 を入 力 した後 の確 認画面 を図3-1-5eに 示す。

入力 内容の 確認

教官 名 を与 えて 担 当科 目名 お よび 講 義 要 目情 報(科 目名 、担 当教 官名 、講義 概

要)を 知 る

教官 名:朴 柄 植

よろ しいで すか?イ 土 ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して 下 さ い

工

図3-1-5c確 認 画 面 の 例
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S-5の 出 力 例 を 図3-1-5eに 示 す 。

科 目履 修案 内サー ビス メ ニ ュー(S-5)

教 官 名 を与 えて担 当科 目名 お よび 講義要 目情 報(科 目名 、担

当教 官名 、講義概要)を 知 る

教 官名:朴 柄植

担 当科 目:決 定 理論

教 官名:朴 柄植

講 義概要:2単 位 、3年 次 、2学 期

1.意 志決 定理 論の 概要

2.分 析 と予測

3.代 替案 の評 価手 法

4.不 確 実性の も とで の意志 決定

出典:大 阪大学 工学 部 履修 要覧

出版年 月:1991年 度

まだ デー タが あ ります 。出 力 を続 け ますか

イエ ス 〈y)か ノー(n)を 入力 して下 さい

工

担 当科 目:回 路 理論 演 習

教 官名:河 崎善 一郎 、馬場 口登 、楢原敏明 、朴柄 植

講 義概要:1単 位 、2年 次 、2学 期

1.直 流 回路

2.交 流 回路

3.回 路方程式

4.各 種 の定理

5.イ ンピー ダ ンス ・マ トリ ックス

6.'回 路網合成

7.4端 子 回路 網

8.多 端子 回路 網

9.ラ プ ラス変 換

10.共 振 回路

出典:大 阪 大学工 学 部履 修要 覧

出版 年月:1991年 度

まだ デー タがあ ります 。出力 を続 けますか

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい

n

図3-1-5d出 力 例
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メ ニ ューS-6が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

科 目履 修 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(S-6)

:講 義 概 要 に 関 す るキ ー ワ ー ドを与 えて 、該 当す る講 義 要 目

情 報(科 目名 、担 当教官 名 、 講 義 概 要)を 知 る

キ ー ワ ー ド(KWD)の 入 力:キ ー ワー ドは複 数 個 入 力 で き ます 。 同時 に 含 む と

き は(*)を 、 どれ か 一 方 の み で 良 け れ ば(+)を 用 い て 下 さ い 。 カ ッ コ

)で く くった 複 雑 な 演 算 もで き ます 。

入 力 例

1.KWD1*KWD2

2.KWD1十KWD2

3.(KWD1*KWD2)十KWD3

4.(KWDl+KWD2)*KWD3な ど

キ ー ワー ドを入 力 して 下 さ い

ア ナ リ シス*

図3-1-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(S-6)

図3-1-6で キ ー ワ ー ドを入 力 後 、 そ の キ ー ワー ドに 同 義 語 が あ れ ば 図3-1-6a、

な け れ ば これ を とば して 図3-1-6bの 確 認 画 面 に移 る。

アナ リシスの同義語 として

1.分 析.

が登録 され ています 。 これ もキー ワー ドと して採用 しますか 。

採用す る場合 はその番号 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい(複 数可 、複数

入力の 時はコンマで 区切 って入力 して下 さい)

採用 しな い場合 はその ま まリター ンキー を押 して下 さい!

方法の 同義語 として

1.手 法

2.仕 方

が登録 され ています 。これ もキー ワー ドと して採用 しますか 。

採用す る場合は その番号 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい(複 数可 、複数

入力の 時は コンマで 区切 って入力 して下 さい)

採用 しな い場合は その まま リター ンキー を押 して下 さい!

図3-1-6a同 義 語 の 登 録 例

キ ー ワー ドの 入 力 ま た は同 義 語 を登 録 した 後 の確 認 画 面 を 図3-1-6bに 示 す 。
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入 力内容の確認

講義概要 に関す るキー ワー ドを与 えて 、該 当す る講義要 目情報(科 目名 、担 当教

官名 、講 義概要)を 知 る

キー ワー ド:ア ナ リシス*方 法

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

エ

図3-1-6b確 認 画 面 の例

S-6の 出 力 例 を図3-1-6cに 示 す 。

科 目履 修案 内サ ー ビス メニ ュー(S-6)

:講 義概要 に関 す るキー ワー ドを与 えて 、該 当す る講義 要 目

情 報(科 目名 、担 当教官名 、講 義概 要)を 知 る

キ ー ワー ド:ア ナ リシス*方 法

担 当科 目:決 定理 論

教官 名:朴 柄 植

講 義概 要:2単 位 、3年 次 、2学 期

1.意 志決 定理 論の概 要

2.分 析 と予測

3.代 替案 の評 価手法

4.不 確実 性の もとでの意志 決定

出典:大 阪大学 工学 部履 修要覧

出版年 月:1991年 度

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 け ます か

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さい1

n

図3-1-6c出 力 例

上記 の対 話 例か らわか るよ うに、 本 システムでは論 理式 の入 力が 簡単 で あ る。 システ ム

自体 に シソー ラス(同 義語辞書)を 備 え るこ ととしたの で、検索 もれ を大 幅 に防 ぐこ とが

で き る、 と い う特 徴 を 持 つ 。

メ ニ ュ ーS-7、S-8が 選 ば れ た と き は入 力内 容 の 確 認 の後 、 直 ち に該 当 デ ー タ が リ

ス トア ップ さ れ る の で 、 この対 話 例 は省 略 す る。
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3.2 講 義 テ キ ス ト案 内

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て5を 選 択 す る と図3-2の 講 義 テ キ ス ト案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

に な り、 これ よ り各 講 義 テ キ ス ト案 内 の サ ー ビス(T-1)か ら(T-5)ま で を 選 択 す

る こ とが で き る。

講 義テキス ト案 内サー ビス メニ ュー(T)

現 在の講義 テキス ト案 内のサ ー ビス 内容は次の通 りです 。 番号 を選んで リター

ンキー を押 して下 さい!

[大 学,学 部,学 科]名 または学 科 コー ド(DNC)と[学 年,学 期,必 修 ・

選択の別,単 位数]を 与 えて 、講義科 目名 、担 当教官名 、テキス ト名 を知 る

2大 学名 と講義科 目名 を与 えて 、テキス ト情 報 を知 る

3テ キス ト名 を与 えて 、そのテキス トを用 いて いる大学 、学部 、学科 、学 年

と、講義名な ちび にその講義の必修 ・選択 の別や単位数 につ いて知 る

教官名 を与 えて 、その教官の採用 して いるテキス ト名や その講義科 目名等 を

知 る

「参考 」

テキス トデー タの一 覧表の リス トア ップ

m(M)メ イ ン メ ニ ュー へ

0終 了

図3-2講 義 テ キ ス ト案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー

講 義 テ キ ス ト案 内 サ ー ビス メニ ュ ー にお い て1番(T-1)を 選 択 した と き の 対 話 例 を 以

下 に示す。

講 義 テ キ ス ト案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(T-1)

:[大 学,学 部,学 科]名 ま た は 学 科 コー ド(DNC)と

[学 年,学 期,必 修 ・選 択 の 別,単 位 数]を 与 えて 、講 義

科 目名 、担 当教 官 名 、 テ キ ス ト名 を知 る

番 号 を選 ん で リタ ー ンキ ー を押 して 下 さ い

[大 学 、学 部 、学 科]名 の 入 力

2学 科 コー ドDNCの 入 力

図3-2-1サ ー ビス メ ニ ュ ー(T-1)

大学 、学 部、学 科名 や学科 コー ドDNCの 入力 の仕方 は先 に説 明 したの と同 様 な ので省略

す る。 次 に学 年、学 期、必 修 ・選 択 の別 、単 位数 を入力 す る。 この例を次 の図 に示す 。
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学年の 入力:数 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい。指定 しな い場合 は何 も

入 力せず に リター ンキー を押 して下 さい

3

学期の 入力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

前期(1学 期)

後期(2学 期)

3・ …(3学 期)

指定 しな い

必 修 ・選 択の別の入力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して 下 さい

必修

選 択

3第1選 択

第2選 択

指 定 しな い

3

単位数 の入力:数 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい 。指定 しな い場 合は 何

も入 力せず に リター ンキー を押 して下 さい

図3-2-1a[学 年 、 学 期 、 必 修 ・選 択 の 別 、 単 位 数]の 入 力

入 力 が 終 わ る と、 以 下 の 確 認 画 面{こ 移 る。

入 力内容の確認

[大 学,学 部,学 科]名 または学 科 コー ド(DNC)と[学 年,学 期,必 修 ・選択

の 別,単 位数]を 与 えて 、講義科 目名 、担 当教官 名 、テキ ス ト名 を知 る

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学科名:電 気工学科

学年:3

学期:前 期(1学 期)

必修 ・選択の別:第1選 択

単位数:指 定な し

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

エ

確 認 画 面 の例
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T-1の 出 力 例 を図3-2-1cに 示 す 。

講義 テキス ト案 内サー ビスメニ ュー(T-1)

:[大 学,学 部,学 科]名 また は学 科 コー ド(DNC)と

[学 年,学 期,必 修 ・選 択の別,単 位数]を 与 えて 、講義

科 目名 、担 当教官名 、テキ ス ト名 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学 部

学科名:電 気 工学科

学年:3

学期:前 期(1学 期)

必修 ・選択の 別:第1選 択

出典名:大 阪大学 工 学部 履修要 覧1

出版年月:平 成3年 度

お よび

出典名:大 阪大学 生 協吹田店書籍 店1991年 前期教科書 一覧表

出版年月:1991年4月

講義科 目名:数 学解析 皿,担 当教 官:山 本稔,単 位:2

テ キス ト名:微 分方程式 とフー リエ解析,出 版 社名:学 術 図書 出版社

講義科 目名:数 学解析演習,担 当教官:伊 藤利 道,単 位:1

テ キス ト名:な し

講義科 目名:計 算機 ソフ トウエ アH(A),担 当教官:馬 場 口登,単 位:2

テキス ト名:コ ンパ イラの理論 と実現,出 版社 名:共 立 出版株式会社

テ キス ト名2:オ ペ レーテ ィング システム論,出 版 社名:コ ロナ社

講義科 目名:計 算機 ソフ トウエ ア 皿(B),担 当教官:石 浦 菜岐佐,単 位:2

テ キ ス ト 名:・ ・・…

■

●

図3-2-1c出 力 例

メ ニ ューT-2が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

講 義 テキス ト案 内サー ビス メニ ュー(T-2)

:大 学 名 と講 義科 目名 を与 えて 、テキ ス ト情報 を知 る

大 学名 の入 力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

1大 学名 リス トの表示 画 面 よ りメ ニ ュー 方式 で入 力す る

2一 部の 文字 列 を入 力 して 、大学 名候補 リス トの 表示画 面 よ りメ ニ ュー方式 で
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入力する

3直 接大学名 を入力する

図3-2-2サ ー ビ ス メ ニ ュ'一(T-2)

大学 お よび科 目名の入 力 の仕方 は先 に説明 した の と同様 なので省略す る。大 学 名、科 目名

を入 力 した後 の確認 画 面 の例を以下 に示す。

入 力内容の確認

大学名 と講 義科 目名 を与 えて 、テキス ト情報 を知 る

大学 名:大 阪大学

講義科 目名:電 気 工学通論

よろ しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-2-2a確 認 画 面 の例

T-2の 出 力 例 を 図3-2-2bに 示 す。

講義 テ キス ト案 内サPtピ ス メ ニ ュー(T-2)

大 学名 と講義科 目名 を与 えて 、テキ ス ト情 報 を知 る

大 学名:大 阪大学

講 義科 目名:電 気 工学 通論

学 部名:工 学部

出典名:大 阪大 学 工学 部 履修要 覧

出版年 月:平 成2年 度

お よび.

出典名:大 阪大学 生 協 吹 田店書籍 店1991年 後期 教科 書一 覧表

出版 年 月:1991年10月

学 科名:応 用 科学 科

教 官名:辻 毅一 郎,朴 柄植

必 修 ・選択 の別:選 択

単 位:4

対象 学年 学期:2年 後 期～3年 前期

テキス ト名:電 気工 学通論

出版社 名:電 気学 会
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学 科 名:… ◆◆◆

教 官 名:・ ◆・…

学部名:i基 礎工学部

出典名:大 阪大学 基礎工学部 履修要覧

出版年月:平 成2年 度

および

出典名:大 阪大学 生協豊 中店書籍店1991年 後期教科書一覧表

出版年月:1991年10月

学 科 名:・ ・ ◆◆・・

教 官 名:・ ◆ ◆◆・・

図3-2-2b出 力 例

メ ニ ューT-3が 選 ば れ た と きの対 話 例 を以 下 に示 す 。

講義テキス ト案内サー ビスメニ ュー(T-3)

:テ キス ト名 を与 えて 、その テキス トを用 いてい る大学 、

学部 、学科 、学年 と、講義名 な らび にその講義の必修 ・

選択の別や 単位数 につ いて知 る

テキス ト名 の入力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

一部の文 字列 を入力 して 、テキ ス ト名候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方

式で入 力す る

直接テ キス ト名 を入力す る

図3-2-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(T-3)

図3-2-3で1を 選 択 した と き の 対 話 例 を 以 下 の図 に示 す。

部分文字列 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

電

番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

電子 回路の基礎

2電 気機器学

3電 気工学通論
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図3-2-3a部 分文 字列 を入 力 して テキ ス ト名 を選 択す る例

図3-2-3で2を 選 択 した と きの 対 話 例 を 以 下 の 図 に示 す 。

テキス ト名 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

… 一工

図3-2-3b直 接 テ キ ス ト名 を 選 択 す る例

テ キ ス ト名 の入 力が終 わ る と、入 力内容 の確認画面 が表 れ る。

入 力内容の確認

テキス ト名 を与 えて 、その テキス トを用 いて いる大学 、学部 、学科 、学年 と、講

義 名な らび にその講 義の必修 ・選択の別や単位数 につ いて知 る

テキス ト名:電 気工 学通論

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

エ

図3-2-3c確 認 画 面 の 例

T-3の 出 力 例 を図3-2-3dに 示 す 。

講義 テキス ト案 内サー ビスメニ ュー(T-3)

:テ キス ト名 を与 えて 、そのテキ ス トを用 いて いる大 学 、

学 部 、学科 、学年 と、講義名な らび にその講義の必 修 ・

選択 の別や単位数 につ いて知 る

テ キス ト名:電 気工学通論

出版社 名:電 気学会

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:応 用科学科

講義科 目名:電 気工学通論

教 官名:辻 毅一郎,朴 柄植

必修 ・選 択の別:選 択
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単位:4

対象 学年学期:2年 後期AL3年 前期

出典名:大 阪大学 工学部 履修要覧

出版年月:平 成2年 度

お よび

出典名:大 阪大学 生協吹田店書籍店

出版年月:1991年10月

1991年 後期 教科書一覧表

まだデー タがあ ります 。出力 を続 けます か?

イエ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

皇

図3-2-3d出 力 例

メ ニ ューT-4が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。

講義 テキス ト案 内サー ビス メニ ュー(T-4)

:教 官 名 を与 えて 、その教 官の採 用 して い るテ キス ト名 や

その 講義科 目名等 を知 る

教官 名の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一部の文 字列 を入 力 して
、教官 名 候補 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー 方式 で

入力す る

図3-2-4サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(T-4)

教 官 名の入力 の仕方 は先 に説 明 した の と同様 なの で省 略す る。 教官 名 を入 力 した後 の確 認

画 面 の例 を図3-2-4aに 示す。

力 内容の確認

教 官名:朴 柄植

よろ しいですか? イエ ス(y)あ る いは ノ ー(n)を 入 力 して 下 さ い

図3-2-4a確 認 画 面 の例

T-4の 出 力 例 を 図3-2-4bに 示 す 。
ノ

講義 テキ ス ト案 内サ ービスメ ニ ュー(T-4)

:教 官 名 を与 えて 、その教 官 の採用 して い るテキス ト名 や

その講 義科 目名等 を知 る
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教官 名:朴 柄植

テ キス ト名:電 気工学 通論

出版 社 名:電 気 学会

大学 名:大 阪 大学

学部 名:工 学 部

学科 名:応 用科学 科

講義 科 目名:電 気工学 通論

教 官名:辻 毅一郎,朴 柄植

必修 ・選択 の別:選 択

単 位:4

対象 学年学 期:2年 後期～3年 前期

出典名:大 阪大学 工学部 履修要覧

出版 年 月:平 成2年 度

お よび

出典 名:大 阪 大学 生 協吹 田店書 籍店1991年 後期教科書一 覧表

出版 年月:1991年10月

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 け ますか?

イエ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して 下 さい

n

図3-2-4b出 力 例

メ ニ ュ'-T-5が 選 ば れ た と き は入 力 内 容 の 確 認 の後 、 直 ち に 該 当 デ ー タ が リス トア ッ

プ さ れ る の で 、 こ の対 話 例 は省 略 す る。
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3.3 講 座 案 内

メ イ ンメ ニ ュ ー に お い て6を 選 択 す る と図3-3の 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に な り、

これ よ り各 講 座 案 内 の サ ー ビス(L-1)か ら(L-12)ま で を選 択 す る こ と が で き る。

講座案 内サー ビス メニ ュー(L)

現在の講座案 内のサ ー ビス 内容は次の通 りです 。 番号 で選んで リター ンキー を

押 して下 さい!

1[大 学 、学部 、学科]名 あるいは学科 コー ドDNCを 指定 して 、指定学科 の

構成講座名 を知 る

9
一

〇
」

4
ユ

5

6

7

8

9

講座名 を与 えて 、その講座名 を持 つ大学学部学 科名 を知 る

ある数以上(以 下)の 講座 を持つ 大学学部学科 名 と講座名 を知 る

[大 学,学 部 、学 科 、講座]名 を与 えて本 シス テムにおけ る登録講座 コー ド

名(LNC)を 知 る

学科 コー ドDNCを 与 えて所 属講座の本 システム におけ る登録講 座 コー ド

名(LNC)を 知 る

[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あ るいは講座 コー ドLNCを 与 えて講 座の教

官数 、教官者名 リス ト、講 座設立の 目的説 明 を知 る

研究者名 を与 えて 、所属の講 座情報(大 学,学 部,学 科,講 座名 、講座 コ

ー ド、教官者名 リス ト、講座設立 の 目的説 明)を 知 る

[大 学 、学部 、学科 、講座]名 あるいは講座 コー ドLNCを 与 えて講座の研

究テ ーマ を知 る

研究 テーマのキー ワー ドを与 えて研究講座名 を知 る

「参考 」

10全 大 学,全 学部,全 学科,全 講 座の一 覧表の リス トア ップ

ll講 座 内容情報(講 座 コー ド、講 座名 、教官数 、教官者 名 リス ト、講座設立

の 目的説明)の 一 覧表 の リス トア ップ

12全 講座の全研究 テーマの一 覧表の リス トア ップ

m(M)メ イ ンメ ニ ュー へ

0終 了

図3-3講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に お い て1番(L-1)選 択 した と き の 対 話 例 を以 下 に 示 す 。

講座案 内サー ビスメニ ュー(L-1)

:[大 学 、学部 、学科]名 あるいは学科 コー ドDNCを 指 定 して 、

指定学 科の構成講座名 を知 る

番号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

[大 学 、学 部 、学科]名 の指定

学 科 コー ドDNCの 指定

図3-3-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-1)
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大学 、学 部 、学科 名や学 科 コー ドDNCの 入 力 の仕方 は先 に説 明 した の と同様 な ので省略

す る。L-1の メニ ュー において大 学、学部 、学科 名を入 力 した ときのの確認 画面 の例 を

図3-3-laに 示 す。

入力 内容の確認

[大 学 、学部 、学科]名 を指 定 して 、指定学科の構成講座 名 を知 る

大 学名:大 阪大 学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工 学科

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

図3-3-la確 認 画 面 の 例1

L-1の メ ニ ュ ー に お い て 学 科 コ ー ドを入 力 した と きの 確 認 画 面 の 例 を 図3-3-1bに

示 す 。

入力 内容の確認

学科 コー ド(DNC)を 指定 して 、指定学科の構成講 座名 を知 る

学科 コー ド(DNC):dnOO1223

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学科 名:電 気 工学科

よろ しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-3-lb確 認 画 面 の 例2

L-1の 出 力 例 を 図3-3-lcに 示 す 。

講 座案 内サ ー ビスメニ ュー(L・-1)

:[大 学 、学部 、学科]名 あるいは学科 コー ドDNCを 指定 して 、

指定学 科の構成講座名 を知 る

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工学科

構 成講 座名:電 力工学 講座,制 御工学講座,電 気工学 基礎論講 座,電 気材 料工

学講座,電 気物性工学講座,組 織工学講 座.一 般電気工学講 座,
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超伝導エレクト・ニク研 究センター レーザー核融合研究セン

ター

出典:大 阪大学 大学院工学研究科 履修案内

出版年月:1991年 度

図3-3-1c出 力 例

メ ニ ューL-2が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。

講 座案 内サー ビス メニュー(L-2)

:講 座名 を与 えて 、その講座名 を持 つ大学学部 学科名 を知 る

号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

講座名 リス トの表示画 面 よ りメ ニ ュー方式 で入力す る

2一 部の文字列 を入 力 して 、講座名候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方式 で

入力す る

3直 接講座名 を入力す る

図3-3-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-2)

講座 名の入 力の仕方 は大学 名 の入 力 と同様 なの で省 略す る。 講座 名 を入 力 した後 の確認 画

面 の例 を図3-3-2aに 示す。

入 力内容の確認

講 座名 を与 えて 、その講 座名 を持つ 大学学部学科名 を知 る

講 座名:電 力工学講 座

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

図3-3-2a確 認 画 面 の 例

L-2の 出 力 例 を 図3-3-2bに 示 す 。

講座案 内サー ビスメ ニ ュー(L-2)

:講 座名 を与 えて 、その講座 名 を持つ大学 学部学 科名 を知 る

講 座名:電 力工学講 座

大学 学部学科名:(大 阪大学 、工学部 、電 気工学科)

出典:大 阪大学 大 学院工学 研究科 履 修案 内

出版年月:1991年 度
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まだデー タがあ ります 。出力 を続 け ますか?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい

旦

図3-3-2b出 力 例

メ ニ ュ ーL-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

図3-3-3にL-3の メ ニ ュ ー お よ び入 力 例 を示 す 。

講座案 内サー ビス メニ ュー(L-3)

:あ る数以上(以 下)の 講座 を持つ大学学部学 科名 と講座 名 を知

る

番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

あ る数 以上の講座 を持つ大学学部学科 名 とその講座名 を知 る

あ る数 以下の講座 を持つ大学学部学科 名 とその講座名 を知 る

あ る数 以上 の講座 を持つ大 学学部学科名 とその講座 名 を知 る

数 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい

図3-3-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-3)お よ び 数 の 入 力 例

数 を入力 した後 の確 認 画面 の例 を図3-3-3aに 示す。

入力 内容 の確認

ある数以上 の講座 を持つ大学学部学科 名 とその講座名 を知 る

講座数:5

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-3-3a確 認 画 面 の例

L-3の 出 力 例 を 図3-3-3bに 示 す 。

講 座案 内サー ビス メニ ュー(L-3)

:あ る数以上 の講 座 を持つ大学学部学科 名 と講座 名 を知 る
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講 座数:5

大 学名:大 阪大 学

学 部名:工 学部

学科名:電 気工学科

構成講座名:電 力工学講座,制 御工学講 座,電 気工学 基礎論講 座,電 気材料 工

学 講座,電 気 物性工学講 座,組 織工学講 座,一 般電 気工学講座,

超 伝導エ レク トロニ クス研 究セ ンター,レ ーザー核 融合研究 セン

ター

出典:大 阪大 学 大学院工 学研究科 履 修案 内

出版 年月:1991年 度

まだ デー タがあ ります 。出力 を続 けますか?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さい

エ

大 学 名:京 都 大 学

学 部 名:理 学 部

学 科 名:…

講 座 名:…,…,…,…'…,…

出 典:京 都 大 学 理 学 部 履 修 要 覧

出 版 年 月:19 .91年 度

まだ デー タがあ ります 。出力 を続 けます か?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さい

旦

図3-3-3b出 力 例

メ ニ ューL-4が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 以 下 に示 す 。

菖座案 内サ ービスメニ ュー(L-4)

:[大 学,学 部 、学科 、講座]名 を与 えて本 システム におけ る登 録

講座 コー ド名(LNC)を 知 る

図3-3-4サ ー ビス メ ニ ュ'一(L-4)

大 学 、 学 部 、 学 科 、 講 座 名 の入 力 の 仕 方 は先 に 説 明 した の と同 様 な の で 省 略 す る。 入 力 後

の 確 認 画面 例 を 図3-3-4a^に 示 す 。

力 内容の確認

[大 学,学 部 、学 科 、講 座]名 を与 えて 本 シス テ ム にお け る登 録 講 座 コー ド名
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(LNC)を 知 る

大学 名:大 阪大 学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学 科

講座名:組 織工学講 座

よろ しいですか?イ エ ス(y あ る いは ノ ー(、n)を 入 力 して 下 さ い

図3-3-4a確 認 画 面 の例

L-4の 出 力 例 を図3-3-4bに 示 す 。

講 座 案 内サ ー ビ ス メ ニ ュー(L・ 一一4)

:[大 学,学 部 、学 科 、講 座]名 を与 えて 本 シス テ ム にお け る登 録

講 座 コー ド名(LNC)を 知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学 科

講座名:組 織工学 講座

講座 コー ド名(LNC)

図3-3-4b出 力 例

メ ニ ュ ーL-5が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

図3-3-5にL-5の メ ニ ュ ー お よ び学 科 コー ドの 入 力 例 を 示 す 。

講座案 内サ ー ビスメニ ュー(L-5)

:学 科 コー ドDNCを 与 えて所属講座の本 システム にお け る登録

講座 コー ド名(LNC)を 知 る

学科 コー ドを入 力 して下 さい

dnOO2312

図3-3-5サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-5)お よ び学 科 コー ドの 入 力 例

学 科 コー ドを 入 力 した 後 の 確 認 画 面 例 を 図3-3-5aに 示 す 。

入 力内容の確 認

学 科 コー ド:dnOO23_12

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工学科
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よろ しいで すか?

芝

イエス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-3-5a確 認 画 面 の 例

L-5の 出 力 例 を図3-3-5bに 示 す 。

講 座 案 内サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-5)

:学 科 コー ドDNCを 与 えて 所 属 講 座 の本 シス テ ム にお け る登 録

講 座 コー ド名(LNC)を 知 る

学 科 コー ド:dnOO23」2

大 学 名:大 阪 大 学

学 部 名:工 学 部

学 科 名:電 気 工 学 科

講 座 名 と登 録 講 座 コー ド名(LNC):電 力 工 学 講 座;lnOO12 -Ol

制 御 工 学 講 座;1nOO12_02

電 気 工 学 基礎 論 講 座;lnOO12-03

電 気 材 料 工 学 講 座;1nOO12-04

電 気 物 性 工学 講 座;1nOO12-05

組 織 工 学 講 座;1nOO12_06

一 般 電 気 工 学 講 座;1nOO12』7

超 伝 導 エ レ ク トロニ クス 研 究 セ ン ター

;lnOOI2_08

レー ザ ー 核 融 合 研 究 セ ン タ ー

;1nOOI2_09

出 典:大 阪 大 学 大 学 院工 学 研 究 科 履 修 案 内

出 版 年 月:1991年 度

図3-3-5b出 力 例

メ ニ ュー-L-6が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

講座案 内サ ー ビスメニ ュー(L-6)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あるいは講 座 コー ドLNCを 与 え

て講座の教官数 、教官者 名 リス ト、講 座設 立の 目的説 明 を知 る

番号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

[大 学,学 部,学 科,講 座]名 を与 え講 座の教官数 、教官者 名 リス ト、講 座設

立の 目的説明 を知 る

講座 コー ドLNCを 与 え講 座の教官 数 、教官者 名 リス ト、講座設 立の 目的説

明 を知 る

図3-3-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-6)
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大学 、学 部ぐ 学科、 講座 名 や講座 コー ドLNCの 入力 の仕 方 は先 に説 明 したの と同様 な の

で省 略す る。

大学 、学 部、学 科 お よび講座名 を入 力 した どきの確認画面 例 を図3-3-6aに 示す。 ま

た、 講座 コー ドLNCを 入力 した と きの確認 画面例 を図3-3-6bに 示 す。

入 力内容の確認

[大 学,学 部,学 科,講 座]名 を与 えて講 座の教官数 、教 官 者名 リス ト、講座 設

立の 目的説明 を知 る

大学名:大 阪大学

学部 名:工 学部

学科 名:電 気工学科

講 座名:組 織工学講座

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-3-6a確 認 画 面 の例1

入 力内容の確認

講座 コー ドLNCを 与 え講座の教官数 、教官者名 リス ト、講座設立 の 目的説明 を

知 る

講 座 コー ド:lnOOI2_06

大学 名:大 阪大学

学部 名:工 学 部

学科 名:電 気 工学科

講 座名:組 織工学 講座

よろ しいです か?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-3-6b確 認 画 面 の例2

L-6の 出 力 例 を図3-3-6cに 示 す 。

講 座案 内サ ー ビス メニ ュー(L-6)

:[大 学,学 部,学 科,講 座]名 あるいは講座 コー ドLNCを 与 え

て講座の教官 数 、教官者 名 リス ト、講 座設立の 目的説明 を知 る

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工学科

講座名:組 織工学講座

講座 コー ド:1nOOI2_06
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教官数:2

教官者名:鈴 木艀,朴 柄 植

講 座設立 の 目的説明:本 講座では 、システム工学お よび 社会工学 に関す る研究

と教育 を行 って い る。とくに、エ ネルギー システ ムの分

析 、モデル ビル デ ィング、評価 、最適化や総合地域 開発

計画 な どの研究 を行 って いる。

出典:大 阪大学 大学院 工学研究科 履 修案 内

出版年月:1991年 度

図3-3-6c出 力 例

メ ニ ューL-7が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。

講座案 内サ ー ビスメニ ュー(L-7)

:研 究者 名 を与 えて 、所 属の講座情報(大 学,学 部,学 科,講 座

名 、講 座 コー ド、教官著名 リス ト、講 座設立の 目的説 明)を 知

る

研究著名の入力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さ い

一部の文字列 を入 力 して 、研究者名 候補 リス トの表 示画面 よ りメニ ュー方式

で入力す る

2直 接研究著名 を入力す る

図3-3-7サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-7)

研 究者名 の入 力 の仕 方 はS-5の 教官名 の入 力 の仕方 と同様 なので省略 す る。

研 究者名 を入 力 した後 の確 認画面 例 を図3-3-7aに 示す。

入力 内容の確認

研究者名 を与 えて 、所 属の講座情報(大 学,学 部,学 科,講 座名 、講 座 コー ド、

教官者名 リス ト、講座 設立の 目的説明)を 知 る

研究著名:朴 柄植

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-3-7a確 認 画面 の例

L-7の 出 力 例 を図3-3-7bに 示 す 。

講 座 案 内サ ーービス メ ニ ュー(L-7)

:研 究 者 名 を与 えて 、所 属 の 講 座 情 報(大 学,学 部,学 科,講 座

名 、講 座 コー ド、教 官 者 名 リス ト、講 座 設 立 の 日的 説 明)を 知

る
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研究著名:朴 柄植

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

講座名:組 織工学講 座

講座 コー ド:1nOOI2_06

教官者名:鈴 木腓,朴 柄植

講座設立 の 目的説明:本 講座 では 、システム工学お よび社会工学 に関す る研究

と教育 を行 ってい る。とくに、エ ネルギー システムの分

析 、モ デル ビル デ ィング、評 価 、最適化や総合地域 開発

計画な どの研究 を行 って いる。

出典:大 阪大学 大学 院工学研究科 履 修案 内

出版年月:1991年 度

図3-3-7b出 力 例

メ ニ ューL-8が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に示 す 。

座案内サー ビスメニ ュー(L-8)

:[大 学 、学 部 、学科 、講座]名 あるいは講座 コ一一ドLNCを 与 え

て講 座の研究 テーマ を知 る

号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

[大 学 、学 部 、学 科 、講 座]名 を与 えて講座の研究テーマ を知 る

講座 コー ド(LNC)を 与 えて講 座の研究 テーマ を知 る

図3-3-8サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-8)

大学 、学部 、学 科 、講 座 名や講座 コー ドLNCの 入 力 の仕方 は先 に説 明 した の と同様 なの

で省略す る。

大学 、学部 、学 科 お よび講 座名 を入力 した と きの確 認 画面例 を図3-3-8aに 示 す。

入力 内容 の確認

[大 学 、学 部 、学 科 、講 座]名 を与 えて講座の研究テーマ を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

講座名:電 力工学講 座

よろ しいです か?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

工

図3-3-8a確 認 画 面 の 例

一53一



L-8の 出 力 例 を 図3-3-8bに 示 す 。

講 座案 内サ ー ビス メニ ュー 《L-8)

:[大 学 、学 部 、学 科 、講座]名 あ るいは 講座 コー ドLNCを 与 え

て講座 の研 究テ ー マ を知 る

講 座名:電 力工 学講座

講 座 コー ド:lnOO12』1

大学 名:大 阪大 学

学部 名:工 学部

学 科名:電 気 工学科

研 究テー マ:1固 体熱発 電素 子 に よ る電 気エ ネルギ ーの 発 生 とその 応用

29力 系統 にお け る電 力の 伝送 、変換 、制 御

3電 力系統 の雷 事 故 の様相解 明 と対策(雷 予 知 、 レー ザー 誘電

な ど)

電 力設 備の絶 縁 診 断

電 力系統 現 象解 析 手法

出典:大 阪大 学 大 学院 工学研 究 科 履 修案 内

出版年 月:1991年 度

まだデ ー タが あ ります 。出力 を続 け ますか?

イエ ス(y)か ノー(n》 を入 力 して 下 さ い

芝

講 座名:電 力 工学講 座

講 座 コ・一ド:lnOll3』1

大 学名:京 都 大学

学 部名:工 学 部

学 科名:電 気 工学科

研 究 テーマ:

出典:…

出版年月:1991年 度

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 け ます か?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さい

n

図3-3-8b出 力 例

メ ニ ュ ーL-9が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に 示 す 。

講座 案 内サ ー ビス メニ ュー 〈L-9)
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:研 究テ ーマ のキ ー ワー ドを与 えて研 究 講座名 を知 る

キ ー ワー ド(KWD)の 入力:キ 一一ワー ドは複 数個 入力 出来 ます 。同時 に含 む と

きは(*)を 、 どれ か一 方の みで よけれ ば 《+)を 用 いて下 さい 。カ ッコ()で

く くった複雑 な 演算 もで きます 。

入力 例

:KwlD1*KWD2

2:KWD1十KWD2

3(KWD1*KWD2)十KWD3

4:(KWD1+KWD2)*KWD3な ど

キ ー ワー ドを入 力 して下 さい

社 会*シ ス テム

図3-3-9サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-9)

図3-3-9で キー ワー ドを 入 力 後 、 そ の キ ー ワー ドに 同 義 語 が あ れ ば 図3-3-9aが

表 れ 、 直 ち に 図3-3-9bの 確 認 画 面 に移 る。

シス テムの 同義語 と して

組 織

2体 系

《登録 され て い ます 。 これ もキー ワー ドと して採 用 します か 。
'用 す る場 合 は その番 号 を入 力 して リター ンキ ー を押 して 下 さ い(複 数可 、複 数

力の ときは コンマで 区切 って入 力 して 下 さい)

采用 しな い場 合は その まま リター ンキ ー を押 して下 さい

図3-3-9a同 義 語 の登 録 例

キー ワー ドの入 力 また は同義語 を登録 した後 の確認画面 例 を図3-3-9bに 示す。

入力 内容の確認

研究 テーマのキー ワー ドを与 えて研究講座 名 を知 る

キー ワー ド:社 会*シ ステム

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

エ

図3-3-9b確 認 画 面 の例
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L-9の 出 力 例 を 図3-3-9cに 示 す 。

講座 案 内サ ー ビスメニ ュー 〈L・-9》

:研 究 テー マのキ ー ワー ドを与 えて 研究講 座名 を知 る

キー ワー ド:社 会*シ ステ ム

大 学名:大 阪大 学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工 学科

講 座名:組 織工 学講 座

研 究 テーマ:1地 域情報 デ ー タベ ー ス と画 像処 理 システ ムの開 発

2社 会 ・経済 ・モ デル の開 発お よび診 断

3CO2循 環型 エ ネル ギー シス テムの 設計 と評価

出典:大 阪大 学 大学院 工学 研究科 履 修 案 内

出版年 月:1991年 度

まだデ ー タが あ ります 。出力 を続 け ます か?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい

n

図3-3-9c出 力 例

メ ニ ュ、-L-10、L-11、L-12が 選 ば れ た と きは入 力 内 容 の確 認 の 後 、 直 ち に

該 当 デ ー タが リス トア ップ され る の で 、 この 対 話 例 は 省 略 す る。
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3.4研 究 者 案 内

メ イ ン メ ニ ュー に お い て7を 選 択 す る と図3-4の 研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー に な り、

これ よ り各 研 究 者 案 内 の サ ー ビ ス(R-1)か ら(R-11)ま で を選 択 す る こ とが で き

る。

研 究 者 案 内 サ 一一ピ ス メ ニ ュー(R)

現在の研究 者案 内のサ ー ビス 内容は次の通 りです 。 番号で選んで リター ンキー

を押 して下 さい!

ある大学(学 部,学 科)に 属す る研究者の研究者所属情報(大 学,学 部,

学科,講 座名 、地 位)の リス トア ップ

研究 著名 を与 えて 、その研究者の研究者所属情報(大 学,学 部,学 科,講

座名 、地位)を 知 る

3あ る大 学(学 部,学 科)に 属す るある地位の研究者のすべての リス トア ッ

プ

あ る地 位 と研究者 名の一部 を与 えて 、該 当す る研究者のすべて の リス トア

ップ。

府県 名 あるいは市 町村名(研 究機関地ベース)と 研究者名の一 部 を与 え

て 、該 当す るの研究 者のすべての リス トア ップ

研 究者 名 を与 えて 、その研究者 の連絡先情報 を知 る

研 究著名 を与 えて 、その研究者 の担 当研究テーマ を知 る

8研 究 テーマのキー ワー ドを与 えて 、研究テーマ と研究者名 を知 る

「参考 」

全 研 究者 の研 究 者情 報(所 属講座 コー ド、地位)の 一覧 表の リス トア ッ

プ。

10全 研究者 テーマ情報 の リス トア ップ

全 研究者連絡情 報の リス トア ップ

メインメニ ューへ

終了

図3-4研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー

研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に お い て1番(R-1)を 選 択 した と き の 対 話 例 を 以 下 に 示

す 。

研究者案 内サ ー ビス メニ ュー(R-1)

:あ る大学(学 部,学 科)に 属 す る研究者の研 究者所属情 報(大

学,学 部,学 科,講 座名 、地 位)の リス トア ップ

番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい
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大学名 、学部 名お よび学科 名 を入 力 し、そ こに属す る研究者 の研究 者所 属情

報の リス トア ップ

.大学名 お よび学 部名 を入方 し・そ こに属す る研 究者の研究者 所属情 報の リス
トア ップ

大学名 を入力 し、そこに属 す る研究 者の研 究者所 属情報の リス トア ップ

図3-4-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(R-1)

図3-4-1に お いて1を 選択 した場 合 の大学 名、 学部 名 および学科 名 の入力 の仕方 は先

に説 明 したの で省略 す る。 入力 後 の確 認画 面例 を図3-4-1aに 示 す。

入力内容の確認

大学名、学部名および学科名を入力し、そこに属する研究者の研究者所属情報の

リス トア ップ

大学名 大 阪大学

学部名 工学部

学科 名 電気工学科

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して 下 さい

y

図3-4-1a確 認 画 面 の 例

R-1の 出 力 例 を 図3-4-1bに 示 す 。

研究 者案 内サー ビスメニ ュー(R-1)

:あ る大学(学 部学科)に 属す る研究者の研究者 所属情報(大 学,

学部,学 科,講 座名 、地位)の リス トア ップ

大学 名 大阪大学

学 部名 工学部

学 科名 電気工学科

出典:大 阪大学 大学院工 学研究科 履修案 内

出版年月:1991年 度

研究者名:鈴 木 腓(講 座:組 織工学 講座 、地 位:教 授

朴柄 植(講 座:組 織工 学講座 、地 位:助 教授)

図3-4-1b出 力 例

図3-4-1で2ま た は3を 選 択 した場 合 も同 様 な の で 対 話 例 は 省 略 す る。
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メ ニ ューR-2が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

究者案 内サ ー ビスメ ニ ュー 《R-2)

:研 究 者 名 を与 えて 、その研 究者 の研究者 所属 情報(大 学,学 部学

科,講 座名 、地 位)を 知 る

究 者名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一部 の文字 を入 力 して
、研究 者名候補 リス トの表示 画面 よ りメ ニ ュー 方式 で

入力す る

2直 接研 究者 名 を入 力す る

図3-4-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(R-2)

研究 著名 の入力 の仕方 はS-5で 述 べた教 官名 の入 力 と同様 なので省略す る。 研 究著 名 を

入 力 した後 の確 認画面 例 を図3-4-2aに 示す。

入 力内容の確認

研究者 名 を与 えて 、その研究 者の研究者所属情 報 を知 る

研究 者名:朴 柄植'

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-4-2a確 認 画 面 の例

R-2の 出 力 例 を 図3-4-2bに 示 す 。

研究 者案 内サー ビスメ ニ ュー(R・ 一一2)

:研 究者 名 を与 えて 、その研究者 の研究者所 属情報(大 学,学 部 学

科,講 座名 、地 位)を 知 る

研 究著名:朴 柄 植

大 学名:大 阪大学

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工 学科

講 座名:組 織工 学講 座

地 位:助 教授

出典:大 阪大学 大学 院工学 研究科 履修案 内

出版年 月:1991年 度

図3-4-2b出 力 例
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メ ニ ュ・-R-3が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に示 す。

研究者案 内サ ー ビスメニ ュー(R・-3)

:あ る大学(学 部,学 科)に 属 す るある地 位の研究 者のすべ ての リ

ス トアップ

番号 を選 択 して リター ンキ ー を押 して 下 さい

大学 名 、学 部名 、学 科名 お よび地 位名 を入力 し、そ こに属す る研究 者の リス

トア ップ

大学 名 、学部 名お よび地 位名 を入 力 し、そ こに属す る研究者 の リス トア ップ

3大 学 名お よび地 位名 を入 力 し、そ こに属 す る研究者 の リス トア ップ

図3-4-3サ ー ビス メ ニ ュ ー(R-3)

図3-4-3に お い て1を 選 択 した 場 合 の 大 学 名 、 学 部 名 お よ び学 科 名 の 入 力 の 仕 方 は先

に説 明 した の で省 略 す る。 大 学 、 学 部 、 学 科 名 の 入 力 の 後 、 地 位 の 入 力 を 行 う。

の 一 ン い

地位名 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方 式で入力す る

直接地 位名 を入力す る

図3-4-3a地 位 の 入 力 メ ニ ュ ー一

図3-4-3aで1を 選 択 した と きの 対 話 例 を 次 の 図 に 示 す 。

該当番号 を選んで リターンキー を押 して下さい

教授 助手

2助 教授 技官

3の

図3-4-3b全 地 位 名 リス トよ り選 択 の 例

図3-4-3cで2を 選 択 した と きの 対 話 例 を 次 の 図 に示 す 。

地位 名 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

助教 授

図3-4-3c直 接地 位名 を入 力す る例

地位 名 を入 力 した後 の確認 画面 例を 図3-4-3dに 示 す。

入力 内容の確認

大学 名 、学 部名 、学科名お よび地位名 を入力 し、そこに属す る研究者 の リス トア

ップ。

大学 名:大 阪大学 、

学 部名:工 学部

学 科名:電 気工学科

地 位:助 教授

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい
一60一



一
図3-4-3d確 認 画 面 の例

R-3の 出 力 例 を 図3-4-3eに 示 す 。

究 者案 内サー ビスメニ ュー(R-3)

:あ る大 学(学 部,学 科

ス トア ップ

学 名:大 阪大学

部 名:工 学 部

科 名:電 気工 学科

地位:助 教授

に属するある地位の研究者のすべての リ

出典:大 阪大学 大 学院工 学研究科

出版 年 月:1991年 度

研 究者名:杉 野隆(講 座:電 気材料 工学講座 〉

朴 柄植(講 座:組 織工学 講座)

図3-4-3e出 力 例

図3-4-3に お い て2と3を 選 択 した 場 合 の対 話 例 も同 様 な の で 省 略 す る。

メ ニ ュ ーR-4が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

研 究者 案 内サー ビスメニ ュー 〈R-4)

:あ る地位 と研究者名 の一 部 を与 えて 、該 当す る研 究者 の すべ ての

リス トア ップ

位 名 の入 力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

地 位名 リス トの表 示画面 よ りメニ ュー方式 で入力す る

直接 地 位名 を入 力す る

図3-4-4サ ー ビ ス メ ニ ュr(R-4)

地 位 と研 究著 名 の入 力 の仕方 は先 に説 明 したの で省略 す る。入 力後 の確 認 画面 例 を図3-

4-4aに 示 す。

入 力 内容の 確認

あ る地位 と研究者名 の一部 を与 えて 、該 当す る研究者すぺての リス トア ップ

地位:教 授

一61一



研究者名の一部:鈴 木

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

図3-4-4a確 認 画 面

R-4の 出 力 例 を 図3-4-4bに 示 す 。

研 究者案 内サー ビス メニ ュー(R-4)

あ る地位 と研究者 名の一 部 を与 えて 、該 当す る研究者 のす べ ての

リス トア ップ

位:教 授

研究者名 の一部:鈴 木

出典:大 阪大 学 大 学院工学 研 究科 履 修案 内

出版 年 月:1991年 度

研究 者名:鈴 木艀(大 学:大 阪大学 、学 部:工 学 部 、

学科:電 気工学科、講座:組 織工学講座)

鈴 木計 夫(大 学:大 阪大学 、学部:工 学部 、

学 科:建 築工学 科 、講座:第2講 座

出典 ≠:京都 大学 大学院工 学研 究科

出版年 月:1991年 度

(大 学:京 都 大 学 、学 部:工 学 部 、

学 科:… … 講 座:… …

図3-4-4b出 力 例

メ ニ ュ ーR-5が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に示 す 。

研 究者 案 内サ ー ビス メ ニ ュー(R-5)

:府 県 名 あ るいは市 町 村名(研 究 機関 地 ペー ス)と 研 究 者名 の 一 部

を与 えて 、該 当す る研究 者の す べ ての リス トア ップ

府県名 と研 究者 名 の一 部 を入 力 して研究 者 を リス トア ップ

2府 県名 お よび市 町 村名 と研 究者 名 の一 部 を入/力 して 研究 者 を リス トア ップ

図3-4-5サ ー ビ ス メ ニ ュー(R-5)

府 県 名 、 市 町 村 名 お よ び研 究 者 名 の入 力 の 仕 方 は先 に説 明 した の で 省 略 す る。 入 力 後 の 確

認 画 面 例 を 図3-4-5aに 示 す。
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力内容 の確 認

府県名 あ るいは市 町 村 名(研 究 機関 地ペ ース)と 研究 者名 の一 部 を与 えて 、該 当

る研 究 者 のすべ て の リス トア ップ

府 県名:大 阪 府

研 究者 名 の一 部:鈴 木

よ ろ しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して 下 さい

エ

図3-4-5a確 認 画 面 の例

R-5の 出 力 例 を図3-4-5bに 示 す 。

究 者案 内サ ー ビスメ ニ ュー(R-5)

:府 県名 ある いは市 町村 名(研 究機関地 ペ ース)と 研 究者 名 の一部

を与 えて 、該 当す る研 究者の すべて の リス トア ップ

県名:大 阪府

究 者名 の一部:鈴 木

出典:大 阪 大学 大 学院工学 研 究科 履修案 内

出版 年 月:1991年 度

研 究者名:鈴 木艀(大 阪大学 、工 学部 、電気工学 科 、教授

鈴 木 計夫(大 阪大学 、工 学部 、建築工学 科 、教授

出典:京 都大学 大学院工学研究科 履修案内

出版年月:1991年 度

研 究者 名:鈴 木 …(京 都大学 、工学部 、…

図3-4-5b出 力 例

メ ニ ューR-6が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に示 す 。

究 者 案 内サ ー ビス メニ ュ・一(R-6)

:研 究 者名 を与 えて 、その 研究者 の連絡 先情 報 を知 る

究著 名の 入力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

一 部の文 字 を入 力 して 、研究 者名 候補 リス トの 表示画 面 よ りメニ ュー方 式 で

入 力す る

直 接研 究者名 を入 力す る

図3-4-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(R-6)
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研 究著名 の入力 の仕方 は先 に説 明 したの で省略す る。研 究著 名を入 力 した後 の確 認 画面 例

を図3-4-6aに 示 す。

入力 内容の確認

研究著名 を与 えて 、その研究者の連絡先 情報 を知 る

研究者名:辞 柄植

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

y

図3-4-6a,確 認 画 面 の 例

R-6の 出 力 例 を図3-4-6bに 示 す 。

研究 者案 内サー ビス メニ ュー(R-6)

研 究者 名 を与 えて 、 その研 究者 の連絡 先情 報 を知 る

研 究者名:朴 柄 植

連 絡先:大 阪大 学 、工学部 、電気 工学 科 、鈴 木研 究室

住所:〒565大 阪府 吹 田市 山 田丘2-1

Tel:06-877-5111(内 線4578)

出典:大 阪大学 大 学院工 学研究 科 履 修案 内

出版年 月:1991年 度

図3-4-6b出 力 例

メ ニ ューR-7が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 に 示 す 。

究 者案 内サ ー…ピス メニ ュー(R-7)

:研 究者 名 を与 えて 、その研 究者 の担 当研 究テー マ を知 る

究 者名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一 部の文 字 を入 力 して
、研究 者名 候 補 リス トの 表示画 面 よ りメニ ュー方 式 で

入 力す る

直 接研究 者名 を入 力す る

図3-4-7サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(R-7)

研究著 名 の入 力 の仕方 は先 に説 明 した ので省略 す る。 研究 著名 を入 力 した後 の確 認画面 例

を図3-4-7aに 示 す。

入力 内容の確認

研究著名 を与 えて 、その研究者 の担 当研究 テーマ を知 る

研究者名:朴 柄植
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よろ しいですか?

エ

イエ ス(y)あ るい は ノー(n)を 入 力 して 下 さ い

図3-4-7a確 認 画 面 の例

R-7の 出 力 例 を 図3-4-7bに 示 す 。

研究者案 内サー ビスメニ ュー(R-7)

:研 究者名 を与 えて、その研究者の担 当研究 テーマ を知 る

研究者名:朴 柄 植(大 学:大 阪大学 、学部:工 学部 、

学科:電 気工学科 、講座:組 織工学 講座)

担 当研究 テーマ:1地 域情報デー タベース と画像処理 システムの 開発

社会 ・経済 ・モデルの開発お よび診断

3CO2循 環型 エネル ギー システム の設計 と開発

出典:大 阪大学 大学 院工 学研究科 履修案内

19

図3-4-7b出 力 例

メ ニ ューR-8が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に示 す 。

研 究 者 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(R-8)

:研 究 テ ー マ の キ ー ワー ドを与 えて 、研 究 テ ー マ と研 究 者 名 を 知 る

キ ー ワー ド(KWD)の 入 力:キ ー ワー ドは 複 数 個入 力 出 来 ま す 。 同時 に含 む と

き は(*)を 、 どれ か 一 方 の み で よ けれ ば(+)を 用 い て 下 さ い 。 カ ッ コ()で

く く った 複 雑 な 演 算 も で き ます 。

入 力 例

1:KWD1*KWD2

2:KWDl十KWD2

3:(KWDl*KWD2)十KWD3

4:(KWDl+KWD2)*KWD3な ど

キ ー ワ ー ド を入 力 して 下 さ い

一

図3-4-8サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(R-8)

キー ワー ドの同義 語登録 の対 話例 は先 に説 明 したので省略 す る。

入 力 内容 の 確 認 画 面 例 を 図3-4-8aに 示 す。

入 力内容の確認

研究 テーマのキー ワー ドを与 えて 、研究 テー マ と研 究者名 を知 る

キ ー ワ ー ド:社 会+地 域
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よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-4-8a'確 認 画 面 の例

R-8の 出 力 例 を 図3-4-8bに 示 す 。

研究者 案 内サ ー ビス メニ ュー(R-8)

:研 究 テーマ のキー ワー ドを与 えて 、研究 テー マ と研究者 名 を知 る

キー ワー ド:社 会+地 域

研究 テー マ:地 域情 報デ ー タベ ー ス と画像 処理 システ ムの 開発

研究 者 名:鈴 木艀,朴 柄 植

大学:大 阪大 学 、学 部:工 学 部 、学 科:電 気工 学科 、講 座:組 織工 学講 座

出典:大 阪大 学 大学 院工学 研究 科 履 修案 内

出版 年 月:1991年 度

まだ デー タが あ ります.出 力 を続 け ます か?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい

n

図3-4-8b出 力 例

メ ニ ューR-10、R-11が 選 ば れ た と き は入 力 内 容 の確 認 の 後 、 直 ち に該 当 デ ー タ

が リス トア ップ され る の で 、 こ の 対 話 例 は省 略 す る。
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3.5学 位 論 文 案 内

メ イ ンメニ ュー にお いて8を 選択 す る と図3-5の 学 位論文案 内サ ー ビスメ ニューiiな

り、 これ よ り各学 位論 文案 内 のサー ビス(DT-1)か ら(DT-5)ま で を選 択 す る こ

とが で きる。

学 位論文案 内サ ー ビスメニ ュー(DT)

現 在の学位論文案 内の サー ビス 内容は次の通 りです 。

一 を押 して下 さい!

著者名 を与 えて学 位論文 情報(著 者 、題 目、大学 ・学部 名 、授与年月お よび

論文の章題)を 知 る

大学名 、学部 名 を与 えて 、その機関にお いて授与 され た学 位論文情報 を知 る

3年 度(西 暦年)お よび大 学名 、学部名 を指定 して 、その年にお いて授与 され

た学 位論文情 報 を知 る

キーワー ドを与 えて 、キーワー ドを題 目、目次の章題 に含 む学位論文情報 を

知 る

「参考 」

学 位論文 情報の 一覧表の リス トア ップ

メ イ ンメ ニ ュー へ

終 了

図3-5学 位 論 文 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー

学 位 論 文 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に お いて1番(DT-1)を 選 択 した と き の 対 話 例 を 以 下

に 示 す 。

学 位論文案 内サ ー ビスメニ ュー(DT-1)

:著 者名 を与 えて学位論文情報(著 者 、題 目、大学 ・学部 名 、

授 与年月お よび論文の葦囲)を 知 る

著 者名の入力:番 号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

一部の文字列 を入 力 して 、著者名候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方 式で

入力す る

直接著者名 を入 力す る

図3-5-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT-1)

著者 名 の入 力 の仕方 は先 に説明 したS-5の 教官 名 の入 力 の仕方 と同 様 なの で省略 す る。

著者 名の入 力後 の確認 画面 例 を図3-5-laに 示す。
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入 力内容の確認

著者 名 を与 えて学 位論文 情報(著 者 、題 目、大学 ・学部 名 、授与年 月お よび論文

の章 題)を 知 る

著 者名:朴 柄植

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-5-la確 認 画 面 の 例

DT-1の 出 力 例 を 図3-5-1bに 示 す 。

学位論文案 内サー ビスメニ ュー(DT・-1)

:著 者名 を与 えて学 位論文情 報(著 者 、題 目、大学 ・学 部名 、

授与年 月お よび 論文の章 題)を 知 る

著 者名:朴 柄植

題 目:多 変数制御系 の設 計法 に関す る研究

大学 ・学 部名:大 阪大学 工学部

授与 年月:1974年12月

緒論

多変数制御系設計理論についての展望

多変数最適追従系の設計

状態変数が観測できない場合の最適追従系構成法

パラメー タ変動を考慮 した最適追従系の設計

むだ時間が存在する場合の最適追従系の設計

逆周波数応答に基づく多変数制御系の設計

図3-5-lb出 力 例

DT-2が 選 ばれた ときの対話 例 を以下 に示す。

学 位論文案 内サー ビスメニ ュー(DT-2)

:大 学 名 、学部名 を与 えて 、その機関 において授 与 された学 位

論文 情報 を知 る

番号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

大学名 、学部 名 を入力 して学位論文情 報 を知 る

大学名 を入力 して学 位論文情報 を知 る

図3-5-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT-2)

図3-5-2に おいて1が 選 ばれた ときの大 学、学 部名 の入力 の仕 方 は先 に説 明 した の と
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同様 なの で省略 す る。

入 力 内容 の確認 画面例 を図3-5-2aに 示す。

の

大 学名 、学部 名 を与 えて 、その機関 において授与 され た学位論 文情報 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

よろ しいですか?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-5-2a確 認 画 面 の例

図3-5-2で1を 選 択 した と きの 出 力 例 を 図3-5-2bに 示 す 。

学位論 文案 内サ ー ビスメニ ュー(DT--2)

:大 学名 、学部名 を与 えて 、その機関にお いて授 与 され た学位

論 文情報 を知 る

大学名:大 阪大学

学部名:工 学部

著者名:朴 柄植

題 目:多 変数制御系の設計法に関する研究

授与年月:1974年12月

論 文 の 葦 囲:1

2

3

4

5

6

7

8

緒論

多変数制御系設計理論についての展望

多変数最適追従系の設計

状態変数が観測できない場合の最適追従系構成法

パラメータ変動を考慮 した最適追従系の設計

むだ時間が存在する場合の最適追従系の設計

逆周波数応答に基づ く多変数制御系の設計

結論

まだデー タが あ ります 。出力 を続 けます か?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さ い

旦

図3-5-2b出 力 例

図3-5-2に おいて2が 選 ばれた ときの対 話例 も同様 とな るので省略 す る。
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DT-3が 選 ばれた ときの対話 例 を以下 に示 す。

.学 位 論 文案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(DT-3)

:年 度(西 暦年)お よび大学名、学部名 を指定 して、その年に

おいて授与された学位論文情報を知る

番号を選んでリターンキー を押 して下さい

年度、大学名および学部名を指定 して該当す る学位論文情報を知る

年度および大学名を指定 して該当する学位論文情報を知る

図3-5-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT-・-3)

図3-5-3に お い て1が 選 ば れ た と きは 、 次 の 図 の よ うに ま ず 年 度 の 入 力 を 行 う。

年度 の入力:年 度(西 暦年)を 入 力 して下 さい

1990

図3-5-3a年 度 の入 力例

次 に大学 、学 部 名の入 力 を行 う。大 学、学部 名 の入力 の仕 方 は先 に説 明 した の と同様 な の

で省略す る。

入 力内容 の確認 画面 例 を図3-5-3bに 示 す。

入 力内容の 確認

年度 、大学 名お よび学部名 を指定 して該当す る学位論文 情報 を知 る

年度:1990

大学名:東 京大学

学部名:工 学部

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-5-3b確 認 画 面 の例

出 力 例 を 図3-5-3cに 示 す 。

位論文案 内サー・ピス メニ ュー(DT-3)

:年 度(西 暦 年)お よび大 学名 、学部名 を指定 して 、その年 に

お いて授与 され た学位論 文情 報 を知 る

年度:1990

学 名:東 京大学

著者名:松 橋隆治

題 目:統 合型エ ネル ギー システム の分析
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学部名 ・:工学部

授与 月:3月

序論 お よび本論文の構 成

柔軟 な統合型 エ ネルギ ーシステムの 概念 とその特 徴

地球 温暖 化問題につ いて

FIESモ デルの構造

FIESに よ るCO2対 応策の分析

FIESの 動学 的分析

結論 及お よび今後 の研究課題

まだデー タが あ ります 。出力 を続 けますか?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入力 して下 さい

n

図3-5-3c出 力 例

図3-5-3に おいて2が 選 ばれ た ときの対話 例 も同様 とな るので省略 す る。

メ ニ ューDT-4が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に 示 す 。

位 論 文 案 内 サ ー・・ピス メ ニ ュー(DT-4)

:キ ー ワー ドを与 えて 、 キ ー ワー ドを 題 目 、 目次 の 章 題 に 含 む

学 位 論 文 情 報 を知 る

キ ー ワ ー ド(KWD)の 入 力:キ ー ワー ドは 複 数 個 入 力 で き ま す 。 同時 に 含 む と

きは(*)を 、 どれ か 一 方 の み で よ けれ ば(+)を 用 い て 下 さ い 。カ ッ コ()で

く く っ た 複 雑 な 演 算 も で き ます 。

入 力 例

:KWDI*KWD2

KWD1十KWD2

3(KWDl*KWD2)十KWD3

(KWD'1+KWD2)*KWD3な ど

キ ー ワー ドを入 力 して 下 さ い

(エ ネル ギ ー シス テ ム+二 酸 化 炭 素 回 収)*地 球 温 暖

図3-5-4サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(DT-4)

キー ワー ドの同義語登 録 の対話例 は先 に説 明 したので省略 す る。

入 力 内 容 の 確 認 画 面 例 を 図3-5-4aに 示 す。
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入力 内容 の確認

キー ワー ドを与 えて 、キー ワー ドを題 目、目次の章題 に含 む学 位論文 情報 を知 る

キー ワー ド:(エ ネルギー システ ム+二 酸化炭素 回収)*地 球温 暖化

よろ しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

芝

図3-5-4a確 認 画 面 の 例

DT-4の 出 力 例 を 図3-5-4bに 示 す 。

学 位論文 案 内サー ビスメ ニ ュー 《DT-4)

:キ ー ワー ドを与 えて 、キ ー ワー ドを題 目、 目次 の章 題 に含 む

学位論 文情報 を知 る

キ ー ワー ド:(エ ネルギー シス テム+二 酸化 炭素 回収)*地 球 温 暖化

著者 名:松 橋隆治

題 目:統 合型エ ネル ギー システム の分析

大 学名 ・学部 名:東 京大学 工学 部

授与年 月:1990年3月

序論および本論文の構成

柔軟な統合型エネルギーシステムの概念 とその特徴

地球温暖化問題について

FIESモ デルの構造

FIESに よるCO2対 応策の分析

FIESの 動学的分析

結論および今後の研究課題

まだ デー タが あ ります 。出力 を続 け ます か?

イエ ス(y)か ノー(n》 を入 力 して下 さい

n

図3-5-4b出 力 例

メ ニ ューー－DT-5が 選 ば れ た と きは入 力 内 容 の確 認 の後 、 直 ち に該 当 デ ー タ が リス トア

ッ プ され る の で 、 こ の対 話 例 は 省 略 す る。
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3.6 専 門 分 野 案 内(文 献 案 内)

メ イ ン メ ニ ュ ー に お い て8を 選 択 す る と 図3-6の 専 門 分 野 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に な

り、 こ れ よ り各 専 門 分 野 案 内 の サ ー ビス(SF-1)か ら(SF-10)ま で を選 択 す る

こ とが で き る。

在 の専門 分野案 内のサー ビス内容 は次の通 りです 。

を押 して下 さい!

専門分 野名 を与 えて 、それ に関係す る専門分野 コー ド(FDC)文 献情

報 、当該文献 に対 す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚え書 き文 等 を出力す る

キー ワー ドリス トの 中の一部 の文 字列 を与 えて、該 当文献 を確定 し、その

専 門分野 コー ド(FDC)文 献情 報 、当該文献 に対す るキー ワー・・ド、コ

メ ン ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

3題 日中の任意の文 字列 を与 えて該 当文献 を確定 し、その文献 情報 を出力す

る とと もに、当該 文献 に対す るキ ーワー ド、コメン ト ・覚 え書 き文等 を出

力 す る

文 献に対す る題 目、キー ワー ド、コメ ン ト、覚 え書 き文の 中の部分文字 列

を与 えて 、該 当文献 を確 定 し、その文献情報 を出力す ると ともに、当該文

献 に対 す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文の全文 を出力 す る

専門分 野 コー ド(FDC)を 与 えて 、文献情報 、当該文献 に対 す るキー ワ

ー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 等 を出力す る

著者名(共 著者 複数可)を 与 えて発表文献情報 を出力す ると ともに、当該

文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文の全文 を出力す る

あ る著者(共 著 者複数可)の あ る機関への発表文献 を出力す る とともに、

当該文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文の全文 を出力す る

8あ る著者(共 著 者複数可)が あ る年か らあ る年(西 暦年)ま でに発表 した

文献 を出力す る とともに、当該 文献に対 す るキーワー ド、コメ ン ト ・覚 え

書 き文の全文 を出力す る

「参考 」

全 文献デー タの一 覧表の リス トア ップ

10全 分野別デー タの一覧表の リス トア ップ

メ イ ンメ ニ ュー へ

終 了

図3-6専 門 分 野 案 内 サ ー ビス メ ニ ェ一
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専 門分野案 内サ ー ビス メニ ュー にお いて1番(SF-1)を 選択 した ときの対 話例 を以下

に示 す。

一門分野案 内
サー ビス メニ ュー(SF-1)

:専 門分野 名 を与 えて 、それ に関係 す る専門分野 コー ド(FD

C)文 献情 報 、当該文献 に対す るキー ワー ド、コメン ト ・覚

え書 き文等 を出力す る

門分野名の入力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

専門分野名 リス トの表示画面 よ りメニ ュー方式 で入力す る

一部の文字列 を入力 して
、専 門分野名候補 リス トの表示画面 よ りメニ ュー二方

式で入力す る

図3-6-1サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF
.-1)

図3-6-1に おいて1を 選択 した場 合 の対話 例を次 の図 に示 す。

図3-6-1a全 専 門 分 野 名 リス トよ り選 択 の 例

図3-6-1に おいて2を 選択 した場合 の対 話例 を次 の図 に示す 。

号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

工学

図3-6-1b部 分 文字列 を入 力 して専門 分野 名を選択 す る例
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図3-6-1に おいて3を 選択 した場合 の対 話例 を次 の図示す。

門分野名 を入力 して リター ンキー を押 して下 さい

学

図3-6-1c直 接専門 分野名 を入 力す る例

図3-6-1aか ら図3-6-1cま で の い ず れ か で 入 力 した専 門 分 野 名 が 更 に い くっ か

の分 野 に分 か れ て い れ ば 図3-6-1dの 画 面 が表 れ る。

門分野 名の入 力:

なた の選ん だ 「工学 」は更 に いくつかの 分野 に分 かれて い ます 。

号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

専 門分野 名 リス トの表示 画面 よ りメニ ュー方式 で入力す る

一部 の文字 列 を入力 して 、専門分野名 候補 リス トの表示画 面 よ りメニ ュー方

式 で入 力す る

3直 接 専門 分野名 を入 力す る

専 門分野名 入力 の終 了

図3-6-1d専 門 分 野 名 の 入 力 メ ニ ュー

以下 同様 の入力 を繰 り返 し、図3-6-ldに おいて4を 選択す るか、 あ るい は入 力 した

分野 名が い くっか の分 野 に分 け ることが出 来 な くなれ ば図3-6-1eの 確 認 画面例 に移

る。

力 内容の確 認

門分野名 を与 えて 、それ に関係す る専門分 野 コー ド(FDC)文 献情 報 、当

文献 に対す るキー ワー ド、コメン ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

専門分野 名:工 学;未 利用エ ネル ギー の活用;工 場廃熱利用 システム

よろ しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-6-le確 認 画面 の例

入 力内容 を確認 した後、 誤 りがな けれ ばデー タの出力 を行 う。

専 門分野案 内サー ビスメニ ュー(SF-1)

:専 門分野名 を与 えて 、それに関係す る専門分野 コー ド(FD

C)文 献情報 、当該文 献に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚

え書 き文等 を出力す る
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専門 分野名:工 学;未 利用エ ネル ギーの活用;工 場廃熱利用 システム

専門分野 コー ド:fdOO12_02

著者 名:辻 毅 一 郎 、伊 東 弘 一 、朴 柄 植 、鈴 木 脾:

題 目(書 名):広 域 的 廃 熱 利 用 計 画 策 定 の た め の 階 層的 多 目的 計 画 モ デル

発 表機 関:計 測 自動 制 御 学 会

巻 号 ペ ー ジ:論 文 集Vo1.19,No.9,pp.705/712

発 表 年 月:昭 和58年9月

PKWDL:wasteheatutilizationplanning■odel,

nultiobjectiveopti■ization,opti■alscale,

hierarchicalapproach

PCL:廃 熱 利 用 して 地 域 熱 供 給 シス テ ム を構 築 す る場 合 、配 管 系 敷 設

設 備 費 は 膨 大 とな る 。本 論 文 で は 、廃 熱 利 用 量 と設 備 費 との 間

の トレー ドオ フ関 係 を 階層 的 多 目的 計 画 モ デ ル と して 考 察 を加

えた もの で 、広 域 的 廃 熱 利 用 計 画 策 定 に あ た って 重 要 な 多 くの

知 見 が 得 られ る こ と を 明 らか に して い る 。

著 者 名:P.s.Pak,K.Ito,Y.Suzuki、

題 目(書 名):EnergyandCostEvaluationinTotalTreat■entSystemof

SewageandWaste

発 表 機 関:Int.J.EnergyResearch

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.8,No.2,pp.101/115

発 表 年 月:June1984

PKWDL:Sewagetreatnent,Wastedisposa1,

Co■binedheatandpowerplant,Energyconservation,

Econo●icstudy

PCL:都 市 ご み を 熱 分 解 し て 、 蒸 気 タ ー ビ ン 発 電 ・油 気 方 式CGSの

燃 料 と し て 利 用 す る ト ー タ ル ・シ ス テ ム に つ い て の 設 計 を 行

い 、 建 設 費 と 運 転 費 の 推 定 を 行 っ た 詳 細 な ケ ー ス ・ス タ デ ィ 。

従 来 式 ご み 発 電 や 熱 分 解 炉 に つ い てreferす る の に 有 用 。

図3-6-1f出 力 例

上 図 に お い て 、PKWLはPrivateKeywordListの 略 を表 し、 デ ー タ提 供 者 の っ け た キ ー

ワー ドの リス トあ る い は論 文 等 に付 加 さ れ て い る キ ー ワー ドを示 す 。PCLはPrivateCo

mmentListの 略 を 表 し、 デ ー タ提 供 者 の 論 文 に対 す る コ メ ン ト、 覚 え書 き文 、 論 文 の サ マ

リー な どを 示 す 。
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メ ニ ューSF-2が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

専 門 分 野 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-2)

:キ ー ワ ー ド リス トの 申 の 一 部 の 文 字 列 を与 えて 、該 当文 献 を確

定 し 、 その 専 門 分 野 コ ー ド(FDC)文 献 情 報 、 当該 文 献 に

対 す るキ ー ワ ー ド、 コ メ ン ト ・覚 え書 き文 筆 を 出 力 す る

キ ー ワ ー ド(KWD)の 入 力:キ ー ワ ー ドは 複 数 個 入 力 出来 ます 。 同 時 に 含 む と

きは(*)を 、 どれ か 一 方 の み で よ けれ ば(+)を 用 いて 下 さ い 。カ ッ コOで

く く っ た 複 雑 な 演 算 もで き ます 。

入 力 例

:KWD1*KWD2

2:KWDl十KWD2

3(KWDl*KWD2)十KWD3

(KWDl+KWD2)*KWD3な ど

キ ー ワ ー ドを入 力 して 下 さ い

コ ー ジ ェ ネ レー シ ョン*ガ ス ター ビ ン

図3-6-2サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-2)

入力 内容 の確 認画面例 を 図3-6-2aに 示す。

入力 内容の確認

キー ワー ドリス トの 中の一部の文字 列 を与 えて 、該 当文献 を確定 し、その専門分

野 コー ド(FDC)文 献情報 、当該文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え

書 き文 等 を出力す る

キ ー ワー ド:コ ー ジ ェネレー シ ョン*ガ ス ター ビン

よろ しいです か?イ エス 〈y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

芝

図3-6-2a確 認 画 面 の例

SF-2の 出 力 例 を図3-6-2bに 示 す 。

門 分野 案 内サー ビス メニ ュー(SF-2)

:キ ー ワー ドリス トの 中の一 部の文字 列 を与 えて 、該 当文献 を確

定 し、 その 専門分 野 コー ド(FDC)、 文献 情報 、当該文 献 に

対 す るキ ー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文等 を出力 す る

一 ワー ド:コ ー ジ ェネ レー シ ョン*ガ ス ター ビン

専門 分野名:複 合領 域;地 球環 境;CO2回 収発電;酸 素 燃 焼方 式CO2回 収

発 電 シス テム

門 分野 コー ド:fdOO23」2
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著者名:朴 柄植 、鈴木絆

題 目.(書 名):無 公 害地 域冷 暖房 用 コー ジェ ネ レー シ ョンシステムの 構成 と特

性

発表 機関:エ ネル ギー ・資源 学会

巻号 ペー ジ:第7回 エ ネル ギー システム ・経済 コン フ ァレ ンス講 演論文 集

PP.41/46

発表 年月:平 成3年1月

PKWDL:二 酸 化炭 素,密 閉 型サ イ クル,ガ ス ター ビ ン,

コ ジェネ レー シ ョン,地 域冷 暖房,都 市環 境

PCL:都 市 立地 型 のCO2回 収集 公 害地 域 冷 暖房 用 コー ジェネ レー シ

ョンシステム と して 、二 種の シス テム を提 案 し、その 特性 を推

定 す る とともに 、そのCO2削 減 効果 に つ いて評価 した 。

専 門分野 名:工 学;エ ネル ギー;未 利 用エ ネル ギー の活 用;工 場廃熱 利 用 シ

ステ ム

門 分野 コー ド:fdOO12』2

著 者名:朴 柄 植 、鈴木 艀

題 目(書 名):コ ー ジ ェネレー シ ョン ・シス テム の簡 易経 済性 評価法 の導 出 と

その応 用

発 表機関:エ ネル ギー ・資源

巻号 ペー ジ:Vo1.8,No.2,pp.145/151

発 表年 月:Mar1987

PKWDL:コ ー ジ ェネ レー シ ョン,ガ ス ター ビ ン,経 済 性,地 域冷暖 房,

高 効率 化,収 益指 標

PCL:CGSの 経済 性 を決 定す る主 要 な要因 に基づ いてCGSの 収 益

性 を評 価す る指標(収 益指標)を 導 出 し、CGSの 経済性 の 評

価 に効 果的 に利 用で きるこ とを明 らか に した 。そ して 、経 済 性

の 成立 のため には 、充電単 価お よび燃 料 単 価の影 響が大 きい こ

とを示 し、都市 ごみ の熱分解 ガ スや下 水 汚 泥の メ タン発酵 ガス

を利 用す る地域 冷暖 房用CGSは 経 済性 が 成立 し易 いこ と を述

べ た 。

著 者名:朴 柄 植 、鈴 木絆

題 目(書 名):都 市 廃棄 物再生 ガ ス利用 高効 率ガ ス ター ビ ン熱 併給発電 シス テ

ム の特性 と経済 性

発表 機関:電 気 学会

巻号ペ ー ジ:論 文 誌DVo1.107,No.7,pp.875/882

発表 年 月:昭 和62年7月

PKWDL:低 カ ロ リー ガス,廃 棄物再生 燃料,

コー ジ ェネ レー シ ョンシステム,シ ミュ レー シ ョンモデ ル,
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.ガ ス ター ビン,経 済性

PCL:種 々の 成分 ガス よ り成 る廃棄物再 生 ガ ス を燃 料 と して 用 い るC

GSの シ ミュ レー シ ョン ・モデル を構 築 し、 これ を利 用 して 都

市 ごみ の熱分解 ガ ス を用 いるCGSの 特 性 を推 定 した 。 また 、

その 経済 性 につ いて も評 価 して 経済性 の 成立 す る可能 性 の高 い

こ とを示 した 。(低 カロ リー ガス使用CGSの 特性 シ ミュ レー

シ ョン と経済性 評 価)

図3-6-2b出 力 例

メ ニ ュ ーSF-3が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を以 下 に 示 す 。

門分 野案 内サー ビスメニ ュー(SF-3)

:題 目中の任意の文字列 を与 えて該 当文献 を確定 し、その文献 情

報 を出力す るとともに、当該文献に対す るキー ワー ド、コメ ン

ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

字列 の入力:題 目中の任意の文字列は複数個入力 出来 ます 。同時に含 む ときは

(*)を 、どれか一方 のみで よければ(+)を 用 いて下 さい 。カ ッコOで くく

った複 雑な演算 もで きます 。

入 力例

:KWDl*KWD2

2:KWDl十KWD2

3(KWDl*KWD2)十KWD3

(KWD1+KWD2)*KWD3な ど

字列 を入 力 して下 さい

ロ|ス

図3-6-3サ ー ビスメニ ュー一(SF-3)

キー ワー ドの同義語 登録 の対話 例 は先 に説 明 したので省略 す る。

入 力 内容 の確 認画面 例 を図3-6-3aに 示 す。

力 内容 の確認

目中の 任意の文字列 を与 えて該 当文献 を確定 し、その文献 情報 を出力す る とと

もに、当該文献 に対す るキー ワー ド、コメン ト ・覚 え書 き文 等 を出力 す る

文字列:低 カ ロ リー ガス

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

図3-6-3a確 認 画 面 の 例
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SF-3の 出 力 例 を 図3-6-3bに 示 す 。

門 分野案 内サ ー ビスメ ニ ュー 〈SF-3)

:題 目中の任意 の文 字 列 を与 えて該 当文 献 を確定 し、その文 献情

報 を出力す る とと もに 、当該文献 に対 す るキー ワー ド、 コメ ン

ト ・覚 え書 き文 等 を出力す る

字列:低 カ ロ リー ガス

専 門分 野名:工 学;エ ネルギ ー;未 利用エ ネル ギー の活 用;工 場 廃熱 利用 シ

ス テム

門分 野 コー ド:fdOOI2』2

著 者名:朴 柄植 、鈴 木腔

題 目(書 名):廃 棄物 再生低 カ ロ リー ガス利用 高効 率 ガス ター ビンCGSと そ

の 低NOx燃 焼 性

発 表機 関:エ ネル ギー ・資源

巻号 ペー ジ:Vol.8,No.1,pp.92/98

発 表年 月:昭 和62年1月

PKWDL:NOx排 出,廃 棄物 再 生低 カ ロ リーガ ス,再 生 ガス ター ビ ン,

高 効率 、廃棄 物処 理

PCL:廃 棄物 再生低 カ ロ リー ガスは高 効率 の ガス ター ビ ンで は その 燃

焼 条件 が良 くな り、低サ ーマル 生成 特性 を持 つ燃 料 と して 利 用

で きる可能性 が高 い こ とを明 ちか に した 。

まだデ ー タが あ ります 。出力 を続 け ます か?

イエス(y)か ノー(n)を 入力 して 下 さい

n

図3-6-3b出 力 例

メ ニ ュ ーSF-4が 選 ば れ た と き の対 話 例 を 以 下 に示 す 。

門分 野案 内サー ビスメニ ュー(SF-4)

:文 献 に対す る題 目、キー ワー ド、コメ ン ト、覚 え書 き文の 中の

部分文字列 を与 えて 、該 当文献 を確定 し、その文献情 報 を出力

す るとと もに、当該 文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え

書 き文の全文 を出力す る

図3-6-4サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-4)

部 分 文 字 列 の 与 え方 は、SF-2、SF-3に お け る キ ー ワー ドの 入 力 の 仕 方 と同 様 な の

で この対話 例 は省略 す る。
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入 力 内容 の確 認 画面 例 を図3-6-4aに 示 す。

力内容の確認

献に対 す る題 目、キー ワー ド、コメ ン ト、覚 え書 き文の 中の部 分文字列 を与 え

該 当文献 を確 定 し、その文 献情報 を出力す る とともに、当該文 献 に対 す るキ

ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力す る

文字列:都 市廃棄物*経 済性

う しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-6-4a確 認 画 面 の 例

SF-4の 出 力 例 を 図3-6-4bに 示 す 。

門分野 案 内サー ビスメ ニ ュー(SF-・-4)

:文 献 に対 す る題 目 、キー ワー ド、コメ ン ト、覚 え書 き文 の 中の

部分 文字 列 を与 えて 、該 当文献 を確定 し、その文 献情 報 を出力

す る とと もに、 当該 文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え

書 き文の全 文 を出 力す る

字列:都 市廃 棄物*経 済性

専 門分 野名:工 学;エ ネルギ ー;未 利 用エ ネルギ ーの 活用;工 場 廃熱 利 用 シ

ス テ ム

門分野 コー ド:fdOOI202

著 者名:朴 柄 植 、鈴木 絆

題 目(書 名):都 市 廃棄 物再生 ガ ス利用高 効率 ガス ター ビ ン熱 併給発 電 システ

ムの 特性 と経済 性

発表 機関:電 気 学会

巻 号ペ ー ジ:論 文 誌DVol.107,No.7,pp.875/882

発表年 月:昭 和62年7月

PKWDL:低 カ ロ リー ガス,廃 棄 物再生 燃料,

コー ジ ェネ レー シ ョン シス テム,シ ミュレー シ ョンモ デル ,

ガス ター ビ ン,経 済性

PCL:種 々の 成分 ガス よ り成 る廃棄 物再生 ガス を燃 料 と して用 い るC

GSの シ ミュ レー シ ョン ・モ デル を構 築 し、これ を利用 して都

市 ごみ の熱分解 ガ ス を用 い るCGSの 特性 を推 定 した 。 また 、

その 経済 性 につ いて も評 価 して経 済性 の成 立す る可能 性 の 高 い

こと を示 した 。 〈低 カ ロ リーガ ス使用CGSの 特性 シ ミュ レー

シ ョンと経 済性 評価)

だデ ー タが あ ります 。出力 を続 け ます か?

エ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して下 さい
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一
図3-6-4b出 力 例

メ ニ ューSF-5が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す。

門分 野案 内サー ビスメニ ュー(SF-5)

:専 門分野 コー ド(FDC)を 与 えて 、文献情 報 、当該 文献 に対

す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

門 分 野 コー ド(FDC)を 入 力 して 下 さ い:fdOO1203

図3-6-5サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-5)

分 野 コー ドを入 力 した後 の確 認 画 面 例 を 図3-6-5aに 示 す 。

力 内容の確認

門分野 コー ド(FDC)を 与 えて 、文献情報 、当該文献 に対す るキー ワー ド、

メ ン ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

専門分野 コー ド:fdOO12_03

専門分野名:工 学;エ ネルギー;未 利 用エネルギーの活用;工 場廃熱利用 シス

テム

う しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-6-5a確 認 画面 の例

SF-5の 出 力 例 を 図3-6-5bに 示 す 。

門分野案 内サー ビスメニ ュー(SF-5)

:専 門分 野 コー ド(FDC)を 与 えて 、文献情報 、 当該文献 に対

す るキー ワー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文等 を出力す る

専門分野名:工 学;未 利用エ ネルギーの活 用;工 場廃熱利 用 シス テム

門分野 コー ド:fdOO12-02

著 者 名:辻 毅 一 郎 、伊 東 弘 一 、朴 柄 植 、鈴 木 絆:

題 目(書 名):広 域 的 廃 熱 利 用 計 画 策 定 の た め の 階 層 的 多 目的 計 画 モ デ ル

発 表 機 関:計 測 自動 制 御 学 会

巻号 ペ ー ジ:論 文 集Vol.19,No.9,pp.705/712

発 表 年 月:昭 和58年9月

PKWDL:wasteheatutilizationplanningnodel,
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nultiobjectiveopti■ization,optiialscale,

hierarchicalapproach

PCL:廃 熱 利 用 して 地 域 熱 供 給 シス テ ム を構 築 す る場 合 、配 管 系 敷 設

設 備 費 は 膨 大 とな る 。本 論 文 で は 、廃 熱 利 用 量 と設 備 費 との 間

の トレ ー ドオ フ関 係 を階 層 的 多 目的 計 画 モ デ ル と して 考 察 を加

え た も の で 、広 域 的 廃 熱 利 用 計 画 策 定 に あた っ て重 要 な 多 くの

知 見 が 得 られ る こ と を明 らか に して い る 。

著 者 名:P.S.Pak,K.Ito,Y.Suzuki

題 目(書 名):EnergyandCostEvaluationlnTotalTreatmentSyste■of

SescageandWaste

発 表 機 関:lnt.J.EnergyResearch

巻 号 ペ ー ジ:Vo1.8,Ne.2,pp.101/115

発 表 年 月:June1984

PKWDL:Sewagetreat■ent,Wastedisposa1,

Conbinedheatandpowerplant,Energyconservation,

Econo■icstudy

PCL:都 市 ご み を 熱 分 解 し て 、 蒸 気 タ ー ビ ン 発 電 ・油 気 方 式CGSの

燃 料 と し て 利 用 す る ト ー タ ル ・シ ス テ ム に つ い て の 設 計 を 行

い 、 建 設 費 と 運 転 費 の 推 定 を 行 っ た 詳 細 な ケ ー ス ・ス タ デ ィ

従 来 式 ご み 発 電 や 熱 分 解 炉 に つ い てreferす る の に 有 用 。

図3-6-5b出 力 例

メ ニ ューSF-6が 選 ば れ た と き の対 話 例 を以 下 に示 す 。

サ ー ビス メ ニ ュー お よ び 著 者 名 入 力 の対 話 例 を 図3-6-6に 示 す 。

門分野案 内サー ビスメ ニ ュー(SF-6)

:著 者 名(共 著者複数可)を 与 えて発表文 献情報 を出力す る とと

もに 、当該 文献 に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 の

全文 を出力す る

者名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一部 の文字列 を入 力 して
、著者名候補 リス トの表示画 面 よ り、メニ ュー方式

で入 力す る

直接著 者名 を入 力す る
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前 を入力 して下 さい:赴 極 重

に も著者 名 を入 力 します か?

イエ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

著名の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一部の文字列 を入 力 して
、著者 名候補 リス トの表示画 面 よ り、メニ ュー方式

で入力す る

直接著者名 を入力す る

分 文字列 を入力 して下 さ い:鐘 本

当番号 を選んで リター ンキー を押 して下 さい

鈴 木 腓

鈴 木 ・・

3鈴 木 ・・

に も著者名 を入力 します か?

エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

図3-6-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-6)お よ び著 者 名 の 入 力 例

著者 名 を入 力 した後 の確認 画面 例 を図3-6-6aに 示す。

力 内容の確認

者名(共 著者複数 可)を 与 えて発表文献 情報 を出力す ると ともに 、当該文献 に

す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力す る

著者 名:朴 柄植 、鈴木絆

よろ しいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入力 して下 さい

図3-6-6a確 認 画 面 の例
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SF-6の 出 力 例 を 図3-6-6bに 示 す 。

専 門分 野案 内サ ー ビスメ ニ ュー(SF-6)

:著 者名(共 著者複数可)を 与 えて発表文献情報 を出力す るとと

もに 、 当該文献 に対 す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 の

全文を出力する

著者 名:朴 柄 植,鈴 木 絆

専門分野名:複 合領域;地 球環境;CO2回 収発電;酸 素燃焼方式CO2回 収

発電 システム

専 門分 野 コー ド:fdOO23」2

著 者名:朴 柄植,中 村健一,鈴 木 絆

題目(書 名):CO2の 大気への放出のない石炭利用高効率発電 システム

発 表 機関:シ ミュ レー シ ョン学 会

巻 号 ペ ー ジ:第8回 シ ミ ュ レー シ ョン ・テ ク ノ ロ ジ ー ・コ ン フ ァ レ ン ス 発 表

論 文 集,pp.129/132

発表年月:平 成1年6月

PKWDL:酸 素 燃 焼,CO2回 収,半 密 閉サ イクル,石 炭ガ ス,再 生 器

PCL:大 気 へ のCO2の 放 出の な い発電 シス テム と してCO2を ガ ス タ

一ピンのメインの作動流体 とす る密閉型2流 体再生ガス ターピ

ン発電 システムを提案 し、その構成および特徴について述ぺ

た 。 また 、その発電特 性 につ いて も推 定 した 。

著者 名:朴 柄 植,中 村健一,鈴 木絆

題 目(書 名):二 酸化炭素回収石炭ガス利用高効率発電システム

発表機関:電 気学会

巻 号 ペ ー ジ:論 文 誌B,Voll10,No.2,pp.155/162

発表年月:平 成2年2月

PKWDL:温 室 効 果 問題,CO2回 収,石 炭 ガス,ガ ス ター ビ ン,

高効率発電

PCL:大 気 へ のCO2の 放 出の な い発電 シス テム と してCO2を ガ ス タ

・一ピ ンの メ インの 作動流体 とす る密 閉型2流 体再 生 ガ ス ター ビ

ン発 電 システム を提 案 し、 その構成 お よび 特徴 につ いて 述べ

た 。 また 、その発電 特性 につ いて も推定 した 。なお 、ア ミン系

溶 剤 を用 いたCO2の 除去 ・回収 プ ロセ ス を組 み 込ん だ 時 の従

来 発 電 システムの発電 効率 の推 定法 につ いて も示 して い る 。

図3-6-6b出 力 例
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メ ニ ューSF-7が 選 ば れ た と きの 対 話 例 を 以 下 にす 。

専 門分 野案 内サ ー ビス メニ ュー 《SF-7)

ある著者 《共著 者複 数可)の ある機関へ の発表 文 献 を出力 す る

と ともに、 当該 文献 に対 す るキ 「 ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き

文の 全文 を 出力す る

著 者名 の入 力:番 号 を選ん で リター ンキー を押 して下 さい

一 部 の文字 列 を入 力 して
、著 者名 候補 リス トの 表示画 面 よ りメ ニ ュー方 式 で

入 力す る

2直 接 著 者名 を入力 す る

図3-6-7サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-7)

著者 名の入 力 の仕方 はSF-6の 対 話例 で述 べ たの と同様 なので省略 す る。 著 者名 の入 力

の後 、機関 名 を入 力す る。 機関 名入力 の対話 画例 面例 を図3-6-7aか ら図3-6-7

dに 示す。

機関名の入力:番 号 を選んで リター ンキーを押 して下 さい

機関名 リス トの表示画面よ りメニュー方式で入力す る

2一 部の文字列 を入力 して、機関名候補 リス トの表示画面 よりメニ ュー方式で

入力す る

3直 接機関名を入力する

図3-6-7a機 関 名 の 入 力 メ ニ ュー

図3-6-7aに お いて1を 選択 した場 合 の対話例 を次 の図 に示 す。

番号 を選ん で リター ンキーを押 して下 さい

エ ネル ギー ・資源学会

2シ ミュ レー シ ョン学会

3

図3-6-7b全 機 関 名 リス トよ り選 択 の 例

図3-6-7aに おいて2を 選 択 した場 合 の対 話例 を次 の図 に示 す。

部 分文字列 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい

工

番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

エ ネルギー ・資源学会
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12・ …

図3-6-7c部 分 文 字 列 を 入 力 して機 関 名 を 選 択 す る例

図3-6-7aに お い て3を 選 択 した 場 合 の 対 話 例 を 次 の 図 に示 す 。

1

機関名 を入 力 して リター ンキー を押 して下 さい

エ ネル ギー ・資源学 会

図3-6-7d直 接 機関 名を入 力す る例

著者 名 お よび機 関名 を入 力 した後 の、 確認 画面例 を図3-6-7eに 示 す。

入力内容の確認

あ る著者(共 著 者複数 可)の ある機関へ の発表文 献 を出力す るとともに、当該文

献に対す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力す る

著者名:朴 柄 植 、鈴 木絆

機関名:エ ネルギー ・資源学会

よろ しいで すか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

エ

図3-6-7e確 認 画 面 の 例

SF-7の 出 力 例 を 図3-6-7fに 示 す。

門分 野案 内サ ー ビス メ ニ ュー(SF-7)

:あ る著者(共 著者 複数可)の ある機関 へ の発表 文献 を出力す る

とと もに 、当該文 献 に対 す るキー ワー ド、コメ ン ト ・覚 え書 き

文 の 全 文 を出力す る

著者 名:朴 柄 植,鈴 木 絆

機 関名:エ ネル ギー ・資源学 会

専 門分 野名:複 合 領 域;地 球 環境;CO2回 収発 電;酸 素燃焼 方式CO2回 収

発電 システ ム

門 分野 コー ド:fdOO23_12

著 者名:朴 柄 植 、中村 健 一 、鈴木艀

題 目(書 名):大 気 へ のCO2の 放 出の な い発 電 シス テム ー その 構成 と特 性一

発 表機 関:エ ネル ギー ・資 源研 究会

巻号ペ ー ジ:第8回 研究 発表 会 講演論 文集,pp.133/138

発 表年 月:平 成1年4月

PKWDL:酸 素 燃 焼,CO2回 収,密 閉サ イクル,半 密閉サ イクル,
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石炭 ガス 、

PCL:大 気へCO2の 放出のない発電 システム として酸素燃焼方式の

二種 の 新 しい発電 シス テム を提 案 した 。1つ はCO2を ガス タ

ー ビ ンのメ イ ンの作 動流 体 とす る シス テム
、他の1つ は 水蒸気

をメ イ ンの作 動流 体 とす るシス テムで あ り、後者 の シス テム に

っ いて は その 特性 を推定 した 。

まだ デ ー タが あ ります 。出力 を続 け ますか?

イエ ス(y)か ノー(n)を 入 力 して 下 さい

n

図3-6-7f出 力 例

メ ニ ューSF-8が 選 ば れ た と き の 対 話 例 を 以 下 に示 す 。

専 門分 野案 内サ ー ビスメ ニ ュー(SF-8)

:あ る著者(共 著者 複 数可)が あ る年 か らあ る年 く西暦 年)ま で

に発表 した文 献 を 出力す る とと もに 、当該 文献 に対す るキ ー ワ

ー ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文 の全文 を出力す る

著 者名 の入 力:番 号 を選 んで リター ンキー を押 して下 さい

一 部 の文 字列 を入力 して
、著者 名 候補 リス トの表 示画面 よ りメ ニ ュー方 式で

入 力す る

直 接著 者名 を入 力す る

図3-6-8サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(SF-8)

著者 名 の入 力 の仕 方 はSF-6の 対話 例 で述 べた の と同様 なの で省略 す る。 著者 名 の入力

の後 、年(西 暦 年)を 入 力す る。 年(西 暦年)入 力 の対話 画面例 を図3-6-8aに 示す。

年(西 暦年)の 入力:一 年分 だ けな ら1つ だけ年 を入力 して下 さい 。あ る年 か ち

あ る年 まで の期 間 を入 力 す る場合 は2つ の 年の 間 をバー(一)で 区 切 って入 力 し

て 下 さい 。複数 の年 を指 定す る場 合 は年 と年の 間 をコ ンマ(,)で 区切 って 入 力

して下 さい

入 力例

1:1983→1983年 のみ を指 定

2:1983-→1983年 か ち最 新 年 まで

2:1983-1987→1983年 か ち1987年 まで を指定

3:1983,1987→1983年 と1987年 を指 定

年 を入 力 して下 さい

1989-1990
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図3-6-8a年(西 暦 年)の 入 力 例

著 者 名お よび年(西 暦年)を 入力 した後 の確認 画面例 を図3-6-8bに 示す。

入 力 内容 の確認

著 者名:朴 柄 植 、鈴木 艀

期 間:1989年 か ら1990年 まで

よろ しいです か?イ エ ス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力 して下 さい

工

図3-6-8b確 認 画 面 の例

SF-8の 出 力 例 を 図3-6-8cに 示 す 。

専 門分 野案 内サー ビス メニ ュー(SF-8)

:あ る著 者(共 著 者複数可)が あ る年 か らあ る年 く西 暦 年)ま で

に発表 した 文献 を出力す ると ともに、 当該 文献 に対 す るキ ー ワ

ー`ド、 コメ ン ト ・覚 え書 き文の 全文 を出力 す る

著者 名:朴 柄植 、鈴木 艀

期 間:1989年 か ち1990年 まで

専 門分 野名:複 合 領域;地 球環境;CO2回 収発電;酸 素燃焼 方式CO2回 収

発電 システ ム

専 門分 野 コー ド:fdOO23_12

著 者 名:P.S.Pak,K.Nakamura,Y.Suzuki

題 目(=書 名):ClosedDualFluidGasTurbinePowerPlantwithout

EmissionofCO2intotheAtmosphere

発 表 機 関:ProceedingsofIFAC/IFORS/IAEEInternationalSymposium

onEnergySystems

巻 号 ペ ー ジ:ManagementandEconomics,pp.249/254

発 表 年 月:Oct.1989

PKWDL:Carbondioxide,greenhouseeffect,coalgas,

powerplant,gasturbine,dualfluidcycle,

closedcycle,highefficiency

PCL:大 気 へ のCO2の 放 出 の な い 発 電 シ ス テ ム と し てCO2を ガ ス タ

ー ビ ン の メ イ ン の 作 動 流 体 と す る 密 閉 型2流 体 再 生 ガ ス タ ー ビ

ン 発 電 シ ス テ ム を 提 案 し 、 そ の 構 成 お よ び 特 徴 に つ い て 述 べ

た 。 ま た 、 そ の 発 電 特 性 に つ い て も 推 定 し た 。 再 生 器 は な い 方

が 構 成 が 簡 単 と な る の み な ら ず 、 効 率 も 高 く な る と 推 計 さ れ る

こ と を 示 し た 。
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まだ デ ー タ が あ り ます 。 出 力 を 続 け ます か?

イ エ ス(y)か ノv・・一(n》 を入 力 して 下 さ い

図3-6-8c出 力 例

メ ニ ュ ーSF-9、SF-10が 選 ば れ た と き は入 力 内 容 の 確 認 の 後 、 直 ち に 該 当 デ ー

タ が リス トア ップ され る の で 、 この 対 話 例 は 省 略 す る。
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第4章 プ ロ トタ イ プ ・ シ ス テ ム の 開 発
一講 座 案内 を例 と して 一

4.■ 基 礎 的 デ ー タ と デ ー タ の

フ ォ ー マ ッ ト

本節 で は、講座案 内 システ ムを構 築 してい く際 に、基 礎 とな る各 種 デー タの フ ォー マ ッ

トを まず示 す。 また、本 デー タベー ス システムは知識工 学 的手法 の適 用 の容 易 さを考 慮 し

て、 システ ムの構 築言語 と してPrologを 用 い る ことに した。 本節 で は、各種 デー タの プ ロ

ログデー タ と しての定義 の仕方 につ いて も説明す る。

(1)講 座 デ ー タ

あ る大学 、学 部、学科 にお け る講座名 に関す るデー タは次 の図 に示 す よ うに フ ォー マ ッ

ト化す るこ とがで きる。

出典 名,出 版 年 月(第1行 目の み 記 載:出 典 コー ドSCお よび 出

SNYM版 年 月YMの 決 定 の た め)

大 学 名,学 部 名(第2行 目の み 記 載:デ ー タの 確 認 お よび 学

UNFN科 コー ドDNC決 定 の た め)

学 科 名,講 座 数,講 座 名 リス ト

DNNLLNL

図4-1-la講 座 デ ー タの フ ォー マ ッ ト

講 座 デー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ムを 次 に 示 す 。

ouza _data(講 座 デ ー タ コ ー ド,学 科 コ ー ド,講 座 数,講 座 名 リ ス ト,

LDC

注)学 科 コ ー ドDNC

DNCNLLNL

出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

SCYM

:大 学 、 学 部 、 学 科 名 が 与 え ちれ る

こ と に よ り決 定 され る コ ー ド 。

図4-1-1b講 座 デ ー タの プ ロ ロ グデ ー タ表 記
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講 座 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ例 を次 に示 す 。

kouza _data(ld9112_0012,dnOO23 _08,9,

[電 力 工 学 講 座,制 御 工学 講 座,…],scOOO2,1991).

(2)講 座 内 容 説 明 デ ー タ

あ る講 座 に属 す る教 官 者 名 や講 座 設 立 の 目的 説 明 に関 す るデ ー タ は次 の 図 に示 す よ う に

フ ォー マ ッ ト化 す る事 が で き る。

出典 名,出 版 年 月(第1行 目の み 記 載:出 典 コー ドSCお

SNYMよ び 出版 年 月YMの 決 定 の ため)

大 学 名,学 部 名,学 科 名(第2行 目の み記 載:デ ー タの確 認 お

UNFNDNよ び 講 座 コ ー ドLNCの 決 定 の ため)

講 座 名,教 官 数,教 官 者 名 リス ト,講 座 設 立 の 目的 説 明

LNNLRNLLO

図4-1-2a講 座 内 容 説 明 デ ー タ の フ ォー マ ッ ト

講座 内容 説明 データをPrologに お け る事実 と して記 述 した プ ログ ラムを次 に示す。

kouzanaiyou -data(講 座 内 容 デ ー タ コ ー ド,講 座 コ ・一 ド,講 座 名,

LCCLNCLN

教 官 数,教 官 者 名 リス ト,講 座 設 立 の 目 的 説 明,

NRRNLLO

出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

SCYM

注)講 座 コ ー ド:大 学 、学 部 、 学 科 、 講 座 名 が 与 え られ る

こ と に よ り決 定 さ れ る コ ー ド。

図4-1-2b講 座 内 容 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記
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講 座 内 容 デ ー タ の プ ロ ロ グ デ ー タ例 を次 に 示 す 。

kouzanaiyou _data(ld9201_OO12,lnOO12_06.組 織 工 学 講 座,

2,[鈴 木 脾.朴 柄 植],本 講 座 で は シス テ ム…,

scOOO2,1991).

(3)講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ

あ る講 座 の 研 究 テ ー マ や 担 当教 官 名 に関 す る デ ー タ は 次 の図 に示 す よ う に フ ォー マ ッ ト

化 す る事 が で き る。

出典 名,出 版 年 月(第1行 目の み記 載:出 典 コ・・…ドSCお

SNYMよ び 出版 年 月YMの 決 定 の ため)

学 名,学 部 名,学 科 名(第2行 目の み記 載:デ ー タの 確 認 お

UNFNDNよ び 講 座 コー ドLNCの 決定 の た め)

三座 名 ,担 当教 官 数,担 当教 官 名 リス ト,研 究 テ ー マ

LNNRRNLRT

図4-1-3a講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ の フ ォ ー マ ッ ト

講 座 研 究 テ ー マ の基 礎 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム を 次 に 示 す 。

kouzatheme _data(講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ コ 一一ド,講 座 コ ー ド,

LTCLNC

担 当教 官 数,担 当教官 名 リス ト,研 究 テ ー マ,

NRRNLRT

出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

SCYM

図4-1-3b講 座 研 究 テー マ の プ ロ ロ グ デ ー タ表 記

講 座 研 究 テ ー マ の プ ロ ロ グ デ ー タ 例 を 次 に 示 す 。

kouzatherne _data(lt920LOOO3,lnOO12_06,2,[鈴 木 絆,朴 柄 植],
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CO2循 環 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム …,scOOO2,1991).

以 上 に示 した 各 プ ロ ロ グ デ ー タ を 基 礎 デ ー タ と して 、 こ れ らの デ ー タ を 直 接 に、 あ る い

は これ らの デ ー タ を組 合 わ せ て 利 用 す る こ と に よ り以 下 に示 す よ う に、 種 々 の デ ー タ検 索

を容 易 に行 う こ と を可 能 とす る 新 しい デ ー タ を 、Prologの 定 義 機 能 を 用 い て 定 義 す る(創

出 す る)こ と が で き る。

(応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ1:講 座 所 属 デ ー タ の 定 義)

kouza_shozoku(LDC,UN,FN,DN,LN,SC,YM):-

kouza _data(LDC,DNC,NL,LNL,SC,YM),

member(LN.LNL),

gakka_code(DNC,UN,FN,DN).

注)gakka_code(DNC,UN,FN,DN)は 大 学(UN)、 学 部(FN)、 学 科(DN)

を 指 定 し て 学 科 コ ー ドDNCを 知 る 、 あ る い はDNCを 指 定 し てUN、FN、

DNを 知 る と い う 目 的 で あ ら か じ め 定 義 さ れ た プ ロ ロ グ の 述 語 で あ る 。

応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ1(講 座 所 属 デ ー タ)の 定 義 に よ り 以 下 の 機 能 を 実 現 す る こ と が で き

る 。

【1】 大 学,学 部,学 科 名 あ る い は 学 科 コ ー ド(DNC)を 指 定 し て 、 学 科 の 構 成 講 座 名 を 知

る:こ の 場 合UN,FN,DNが 与 え ら れ る の で 、 こ れ ら をUNg,FNg,DNgと 表 す と

?-kouza _shozoku(_,UNg,FNg,DNg,LN,_,_).

に よ り 講 座 名(LN)を 知 る こ と が で き る 。 ま た 、DNCが 与 え ら れ る 場 合 、 こ れ をDNCgと

表 す と

?-kouza_data(_,DNCg,_,LNL, _,_).

に よ り 講 座 名 リ ス ト(LNL)を 知 る こ と が で き る 。

【2】 講 座 名 を 与 え て 、 そ の 講 座 名 を 持 つ 大 学 学 部 学 科 名 を 知 る:こ の 場 合 、LNが 与 え ら

れ る の で 、 こ れ をLNgで 表 す と

?-kouza _shozoku(_,UN,FN,DN,LNg,_,_).`

に よ り 大 学 学 部 学 科 名(UN,FN,DN)を 知 る こ と が で き る 。
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(応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ2:入 力 し た 数 以 上 ま た は 以 下 の 講 座 数 を 持 つ 大 学 学 部 学 科 お よ び

講 座 名 を 与 え る デ ー タ の 定 義)

kouza _more_1ess(W,N,LNL,UN.FN,DN,SC.YM):-

kouza _data(_,DNC,NL,LNL,SC,YM).

(Wg=more->NL>=N;NL=〈N),

gakka_code(DNC.UN,FN,DN).

注)N:入 力 さ れ た 数

W:以 上 ま た は 以 下 を 選 択 す る

応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ2の 定 義 に よ り 以 下 の 機 能 を 実 現 す る 事 が で き る 。

【3】 あ る 数 以 上(以 下)の 講 座 を 持 つ 大 学 学 部 学 科 名 と 講 座 名 を 知 る:こ の 場 合 以 上 ま

た は 以 下 を 指 定 す るW(例 え ばW・moreな ら ばN以 上 の 講 座 数)と 数Nが 与 え ら れ る の

で 、 こ れ をWg、Ngで 表 す と

?-kouza_more_1ess(Wg,Ng,LNL,UN,FN,DN,SC,YM).

に よ りN以 上(以 下)の 講 座 数 を 持 つ 大 学 、 学 部 、 学 科 名(UN,FN,DN)お よ び 講 座 リ

ス トL肌 を 知 る こ と が で き る 。

(応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ3:講 座 コ ー ド情 報 デ ー タ の 定 義)

kouza _code(LNC,UN,FN,DN,LN):-

gakka_code(DNC,UN,FN,DN),

kouza _data(LDC,DNC,NL,LNL,SC,YM).

凪ember(N,LN,LNL),

make_code(ln,LDC,N,LNC).

注)LNC:講 座 コ ー ド

member(N,LN,LNL):講 座 名(LN)は 講 座 名 リ ス トの 何 番 目 に あ る か

を 知 る と い う 目 的 で あ ら か じ め 定 義 さ れ た プ ロ

ロ グ の 述 語

make_code(Kind,DataCode,N,Code)

:デ ー タ コ ー ド とmember/3よ り 得 ら れ たNか ら 講 座

コ ー ド や 学 科 コ ー ド を 作 成 す る 目 的 で あ ら か じ

め 定 義 さ れ た プ ロ ロ グ の 述 語
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応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ3(講 座 コ ー ド情 報 デ ー タ)の 定 義 に よ り 以 下 の 機 能 を 実 現 す る 事 が

で き る 。

【4】 大 学,学 部,学 科,講 座 名 を 与 え て 本 シ ス テ ム に お け る 登 録 講 座 コ ー ド名LNCを 知 る

:こ の 場 合 、UN,FN,DN,LNが 与 え ら れ る の で 、 こ れ ら をUNg ,FNg,DNg,LNgと 表 す と

?-kouza _eode(LNC,UNg,FNg,DNg,LNg).

に よ り 講 座 コ ー ドLNCを 知 る こ と が で き る 。

【5】 学 科 コ ー ドDNCを 与 え て 本 シ ス テ ム に お け る 登 録 講 座 コ ー ド 名LNCを 知 る:こ の 場 合

DNCが 与 え ら れ る の で 、 こ れ をDNCgと 表 す と

?-gakka _code(DNCg,UN,FN,DN),

kouza _data(LDC,DNCg,NL,LNL,SC,YM),member(N,LN.LNL),

kouza _code(LNC,UN,FN,DN,LN).

に よ り 指 定 し た 学 科 の 講 座 リ ス トLNLか ら 、 任 意 の 講 座LNの 講 座 コ ー ドLNCを 知 る こ

と が で き る 。

(応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ4:講 座 内 容 情 報 デ ー タ の 定 義)

kouzanaiyou _情 報(LNC,UN,FN,DN,LN,NR,RNL,LO.SC,YM):-

kouza _code(LNC,UN,FN,DN,LN),

kouzanaiyou _data(_,LNC,LN,NR,RNL,LO,SC,YM).

応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ4(講 座 内 容 情 報 デ ー タ)の 定 義 に よ り以 下 の 機 能 を 実 現 す る事 が で

き る。

【6】 大 学,学 部,学 科,講 座 名 あ る い は講 座 コー ドLNCを 与 え て 講 座 の教 官 数 、 教 官 者 名

リス ト、 講 座 設 立 の 目的 説 明 を知 る:こ の場 合 、UN,FN,DN,LNが 与 え られ る の で 、 こ

れ ら をUNg,FNg,DNg.LNgと 表 す と

?-kouzanaiyou _情 報(_,UNg,FNg,DNg,LNg,NR,RNL,LO,_,_).

に よ り研 究 著 名 リス ト(RNL)、 講 座 設 立 の 目 的 説 明(LO)を 知 る こ とが で き る。 ま

たLNCが 与 え られ る場 合 、 これ をLNCgと 表 す と

?-kouzanaiyou _情 報(LNCg,UN,FN,DN,LN,NR,RNL,LO,_,_).

に よ り研 究 者 名 リス ト(RNL)、 講 座 設 立 の 目 的 説 明(LO)を 知 る こ とが で き る。

【7】 研 究 著 名 を 与 え て 、 所 属 の 講 座 情 報(大 学,学 部,学 科,講 座 名,講 座 コー ド,教
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官 著 名 リ ス ト,講 座 設 立 の 目 的 説 明)を 知 る:こ の 場 合 研 究 著 名RNが 与 え ら れ る の

で 、 こ れ をRNgと 表 す と

?-kouzanaiyou _data(_,LNC,LN._,RNL,LO,_,_).

member(RNg,RNL),

kouzanaiyou _情 報(LNC,UN,FN,DN,LN,_,RNL,LO,_,_).

に よ り 所 属 の 講 座 情 報 を 知 る こ と が で き る 。

(応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ5:講 座 テ ー マ 情 報 デ ー タ の 定 義)

kouzatheme _情 報(LNC,UN,FN,DN,LN,RNL,RT,SC,YM):-

kouza_code(LNC,UN,FN,DN),

kouzatheme _data(LTC,LNC,NR,RNL,RT,SC.YM).

応 用 プ ロ ロ グ デ ー タ5(講 座 テ ー マ 情 報 デ ー タ)の 定 義 に よ り 以 下 の 機 能 を 実 現 す る こ と

が で き る 。

【8】 大 学 、 学 部 、 学 科 、 講 座 名 あ る い は 講 座 コ ー ドLNCを 与 え て 講 座 研 究 テ ー マ 等 を 知 る

:UN,FN,DN,LNが 与 え ら れ た 場 合 こ れ ら をUNg,FNg.DNg,LNgと 表 す と

?-kouzatheme _情 報(LNC,UNg,FNg,DNg,LNg,RNL,RT,_,_).

に よ り 研 究 テ ー マRT、 担 当 教 官 リ ス トRNL等 を 知 る こ と が で き る 。 ま た 、LNCが 与 え

ら れ た 場 合 、 こ れ をLNgと 表 す と

?-kouzatherne _情 報(LNCg,UN,FN,DN,LN,RNL,RT,_,_).

に よ り 研 究 テ ー マRT、 担 当 教 官 リ ス トRNL等 を 知 る こ と が で き る 。

【9】 研 究 テ ー マ の キ ー ワ ー ド を 与 え て 研 究 講 座 名 等 を を 知 る:

こ の 場 合 、 キ ー ワ ー ドKWDが 与 え ら れ る の で 、 こ れ をKWDgと 表 す と

?-kouzatheme _情 報(LNC,UN,FN,DN,LN,RNL,RT,SC,YM),

mateh(KWDg,RT).

に よ り 講 座 研 究 テ ー マ 情 報 を 知 る こ と が で き る 。

注)match(KWDg,RT):KWDgがRTの 部 分 文 字 列 で あ れ ば 、 こ の ゴ ー ル は 成 功 す る 。

これ まで に述 べた講 座案 内 に関 す るデー タ以外 に、大 学 、学部 、学科 名等 の入 力 のた め に

必 要 とな るデー タを以下 に示 す。
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(4)大 学 デ ー タ

大 学 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して記 述 した プ ロ グ ラム を 次 に示 す 。

daigaku _data(大 学 デ ー タ コ ー ド,大 学 名,国 公 私 立 別,郵 便 番 号,

UDCUNNLPPC

府 県 名,市 町 村 名,住 所 情 報,電 話 番 号,

PRFCITYADRTEL

出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

SCYM

図4-1-4プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 の大 学 デ ー タ

こ の大 学 デ ー タ よ り大 学 名 の選 択 ま た は入 力 を 行 う。

(5)学 部 デ ー タ

学 部 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ム を次 に示 す。

gakubu_data(学 部 デ ー タ コ ー ド,大 学 名,学 部 数,学 部 名 リ ス ト,

FDC UN NFFNL

出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

SCYM

図4-1-5プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 の 学 部 デ ー タ

この 学 部 デ ー タ よ り学 部 名 の選 択 ま た は入 力 を行 う。

(6)学 科 デ ー タ

学 科 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラ ムを 次 に示 す 。

gakka_data(学 科 デ ー タ コ ー ド,大 学 名,学 部 名,学 科 名 リ ス ト,

DDC UNFNDNL

定 員 数 リス ト,出 典 コー ド,出 版 年 月).

DCLSCYM

図4-1-6プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 の 学 科 デ ー タ

この 学 科 デ ー タ よ り学 科 名 の選 択 ま た は入 力 を行 う。

(7)研 究 者 デ ー タ
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研 究 者 デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 した プ ロ グ ラム を 次 に 示 す 。

kenkyusya _data(研 究 者 デ ー タ コ ー ド,講 座 コ ー ド,研 究 者 名,

RDCLNCRN

kenkyusya皿ei,地 位,出 典 コ ー ド,出 版 年 月).

RRNSTSCYM

図4-1-7プ ロ ロ グ デ ー タ表 記 の 研 究 者 デ ー タ

こ の 研 究 者 デ ー タ よ り研 究 者 名 の 選 択 ま た は 入 力 を 行 う。

図4-1-8か ら図4-1-10に 、 講 座 案 内 シス テ ムで 利 用 す る の に準 備 した デ ー タ

を示 す 。

kouza_data(ld9112]0012,dnOO23_08,9,

[電 力 工 学 講 座,制 御 工 学 講 座,電 気 工 学 基 礎 論 講 座,電 気 材 料 工 学 講 座,電 気 物 性 工 学

講 座,組 織 工 学 講 座,一 般 電 気 工 学 講 座,超 伝 導 エ レ ク トロ ニ ク ス 研 究 セ ン タ ー,レ ー ザ ー 核 融 合 研

究 セ ン タ ー],scOOO2,1991).

koua..data(ld9112.0013,dnOO2S.03,5,[電 力工 学 講 座,組 織 工 学 講 座,A講 座.B講 座C講 座 】,scO

OO81991).

koua .data(Id9112.0014,dnOO27-04,5,[電 力 工 学 講 座,組 織 工 学 講 座,A講 座,B講 座C講 座1,scO

OO81991).

koua -data(Id911 .2-OO15,dnOO26-04,4,[組 織 工 学 講 座AB講 座BB講 座CB講 座],scOOOB,199
1).

kouzanaiyou.data(|c9112-OOIO,lnOOl3.03,A講 座,2,[Dr.Kids,Mr.Db],This

,scOOO8,1991).test.

kouzanaiyou .data(Ic9201.OO11,1nOOl5..03,BB講 座,2,[Dr.Kids,Mr.Sun】,Thi

teSt.,scOOO8,1991).

kouzanaiyou.data(Ic9201.OO12,lnOO12.06,組 織 工 学 講 座,2,{鈴 木 絆,朴 柄 植1,本 講 座 で は シ ス テ

ム 工 学 お よ び 社 会 工 学 に 関 す る研 究 と教 育 を行 って い る。 と くに 、 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の 分 析 モ

デ ル ビル デ ィ ン グ 、 言明 面、 最 適 化 や 総 合 地 或開 発 計 画 な ど の 研 究 を行 って い る。,scOOO2,1991).

kouzanaiyou .data(lc9201-OO12,lnOO12.Ol,電 力 工 学 講 座,3,[Ma,Ka,Ma2】,this

teSt,scOOO2,1991).

kouzatheme -data(lt920LOOO1,InOO12-06,2,[鈴 木 絆,朴 柄 植],地 或1青報 デ ー タベ ー ス と 画 像 処理

シ ス テ ム の 開 発,scOOO2,1991).

kouzatheme-data(lt9201.OOO2,lnOO12-06,2,[鈴 木 脾,朴 ‖丙植1,社 会 ・経 済 ・モ デ ル の 開 発 お よ び

言銚 斤,scOOO2,1991).

kouzatheme -data(lt9201-0003,lnOO12-06,2,[鈴 木 絆,朴 柄 植1,CO2循 環 型 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム の

言鋸 十と 評 価,scOOO2,1991)・

kouzatheme-data(lt9201.0004,lnOO12.Ol,2,[Ma,Ka],固 体 熱 発 電 素 子 に よ る 電 気 エ ネ ル ギ ー

の 発 生 と そ の 応 用,scOOO2,1991)・

kouzathene-data(lt9201.0005,lnOO12.Ol,3,【Ma,Ka,Ma2],電 力 系 統 に お け る電 力 の 伝 送 、

変 換 、 制 御,scOOO2,1991).

kouzatheme.data(lt9201.0006,lnOO12.Ol,1,[Ma],電 力 系 統 の 雷 事 故 の様 相 解 明 と対 策(雷 予 知

レ ー ザー 誤 電 な ど).scOOO2,1991).

一99一



illll騨iliil{≡　ll罵 　…;…IMI・1:駕力翻 鎌 耀1;,

墾馴il闇{{1;ll:ll‖:　器福:器:;:[Bl:長lll!跳 躍 葉音 二器基

図4-1-8デ ー タ1

▲

% 工

1出 典コードデづ
syutte 、code(scOOOB,A大 学.大 学院工学研 究科 」履修案内).
syutte .code(scOOO9,B大 学.大 学院工学研究科.履 修案 内).
syutte －code(scOOO2,大 阪 大学一大学院 工学研究科」霞修案内).
syutte

%
.code(scOO10,大 阪 大学工 学部」履修要覧).

1大 学データ
da gak .data( d9112 .0001,京 都 大 学,a,b, ,d, ,f,9, 0001,1991).
da gak .data( d9112 .0002,大 阪 大 学,a,b, ,d, ,f,9, 0002,1991).
da gak .data( d9112.0003,関 西 大 学,a,b, ,d, ,f,9, 0003,1991).
da gak .data( d9112.0003,神 戸 大 学,a,b, ,d, ,f,9, 0004,1991).
da gak .data( d9112.0004,東 京 大 学,a,b, ,d, ,f,9, 0005,1991).
da gak .data( d9112』005,大 阪 工 業 大 学,a,b, ,d,e,f,9,scOOO6,1991).
da gak .data( d9112 .0006,大 庭腕 立 大 学,a,b, ,d,e,f,9,scOOO7,1991).
da gak .data( d9112 .0007,A大 学,a,b,c,d,e,f,9,scOOO8,1991).

la
gak .data( d9112 .0008,B大 学,a,b,c,d,e,f,g,scOOO9,1991).

1学 部データ
9akubu-data(fd9112-0001,大 阪 大 学,10,[工 学 音&理 学 部,基 礎 工 学 音&薬 学 部,医 学 部,法 学 部,文 学

音5経 済学部,歯 学部,人 間科学部 】,a,b).

9akubu.data(fd9112..0002,A大 学,5,[A学 部B学 部,C学 部D学 部E学 部 】,a,b).

9akubu.data(fd9112.0003,B大 学,5,{A学 者5BB学 部,C学 音5DD学8&E学 部 】,a,b).

%

1学 科データ

9akka-data(dd9112.0023,大 阪 大学,工 学9&20,

[機械工学科,応 用科学科 応用精密化 学科,醗 酵工学科,材料開発工学科,材 ド斗物1土工
学科 船舶海洋工学科 電気工学科 精密工学科 応用物理学科 通信工学科 生産加工工学科 土木工
学科 建築工学科 電子工学科 原子力工学科 産業機械工学科 環境工学科 電子需1」御機械工学科 情
報システム工学科],

[50,50,50,50,50,50;50,50,50,50,50,50,50,50,50,50,50,50,50,50],scOOO2,1991).`
9akka.data(dd9112.0025,A大 学,A学 者59,

[A学 科,B学 科,C学 科,D学 科,E学 科,F学 科G学 科H学 科,1学 科],

[25,25,25,25,25,25,25,25,25】,scOOO8,1991).

gakka.data(dd9112.0026,A大 学,B学 部,9,

{AB学 科B学 科C学 科D学 科,EB学 科F学 科Z学 科,H学 科1学 科],
{25,25,25,25,25,25,25,25,25】,scOOOB,1991).

9akka-data(dd9112.0027,A大 学,C学 部,7,

【ABC学 科,B学 科C学 科DC学 科,EBC学 科FC学 科,Z学 科】,
[25,25,25,25,25,25,25,25,25],scOOOB,1991).

丁
▼

　

図4-1-9デ ー タ 五
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kenkyusya _data(rd9201_0001,lnDO12_06,£ 金木 絆,Y:Suzukl'孝 女‡受,scOOO2,1991).

kenkyusya-data(rd9201-0002,lnOO12-06,朴 柄 植,P.S.Pak'助 教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya_data(rd9201_0003,lnOO12_01
kenkyusya_data(rd9201_0004,lnOO12_01

Mama,親 愛.scOOO2コ99り.
'Kaka

,助 教 授,scOOO2,1991).

kenkyusya-data(rd9201..OOOS,lnOO12-01,Ma2
kenkyusya_data(rd9201_0006,lnOO15_03,Dr
kenkyusya_data(rd9201-0007,1nOOI5-03,Mr
kenkyusya_data(rd9201_0008,lnOO13_03,Dr
kenkyusya-data(rd9201-OOO9,lnOO13-D3,Mr

ma2,助 手,scOOO2,1991).

KdsDr.K|ds'孝 姓受,scOOO8,1991).

SunMr.Sun'助 孝好愛,scOOO8,1991).

Kds'Dr.Kids'孝 姓受.scOOO8,1991).

DbMr.Db'助 教 授,scOOO8,1991).

教 授,b,c).

教 授,a,a).

a,a,a).

a,a,a).

図4-110デ ー タ 皿

以 上 に示 した基礎 デー タお よび応用 データを利用 して、講座 案 内 システ ムを構築 した。

その対話画 面例 を次 の4.2節 に示 す。
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4・2構 築 シ ス テ ム の 構 成 と そ の

対 言舌 画 面{列

この節 で は、 ワー ク ステー シ ョン(SUNSPARCstation1)上 に構 築 した講 座案 内 システム

にお け る対話画面 例を示 す。 図4-2aは{こ の講座 案 内が第2章 、 第3章 で述 べた シス

テ ムの全 体 のなかで どの よ うな位 置 づ けにな ってい るか を示 した図 であ る。

函

匡 門分野案内1

図4-2a案 内 メニ ュ ー の 全 体 図

図4-2bお よび 図4-2cは ワー ク ス テ ー シ ョン上 で そ れ ぞ れ メ イ ンメ ニ ュー と講 座 案

内 サ ー ビス メ ニ ュー を実 際 に表 示 させ た 画 面 の ハ ー ドコ ピー を示 す 。

異分野研究のための
インテ リジェン ト・オリエンテーション ・データベースシステム

メインメニュー

現在のインテリジェン ト・オリエンテーション ・データベースシステムの
サービス内容は次の通りです。 番号で選んでリターンキーを押 して下さい!

大学案内(U)11大 学院案内(GU)
2学 部案内(F)12大 学院研究科案内(GF)
3学 科案内(D)13大 学院専攻案内(GD)

分野案内

4科 目履修案内(S)14大 学院科目履修案内(GS)

講義テキス ト案内(T)

講座案内(L)
7研 究者案内(R)

8学 位論文案内(DT)
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図4-2bメ イ ン メ ニ ュ ー

講 座案内サービスメニ ュー(L)

現在の講座案内のサービス内容は次の通りです。
番号で選んでリターンキーを押して下さい!

{大学,学部 学科]名 あるいは学科コー ドDNCを 指定 して、指定学科の
構成講座名を知る

2講 座名を与えて、その講座名を持つ[大学,学部,学科】名を知る
ある数以上(以 下)の 講座を持つ[大学,学部 学科]名 と講座名を知る

4[大 学,学9&学 科,講座1名 を与えて本システムにおける登録講座コー ド

(LNC)を 知る
5学 科コー ドDNCを 与えて所属講座の本システムにおける登録講座コー

ド(LNC)を 知る
{大学,学 部,学 科,講 座]名 あるいは講座コードLNCを 与えて講座の
教官数、教官音名 リス ト、講座設立の目的説明を知る

7研 究者名を与えて、所属の講座情報(大 学,学9&学 科,講 座、講座
コー ド、教官者名 リス ト、講座設立の目的説明)を 知る

[大学,学 部,学 科 講座]名 あるいは講座コー ドLNCを 与えて講座
の研究テーマを知る

9研 究テーマのキーワー ドを与えて研究講座名を知る
「参考」

10全 大学,全 学部,全 学科,全講座の一覧表のリストアゥア(新 しいテ㌧タ順)
11講 座内容情報(講 座コー ド、講座名、教官数、教官著名 リス ト、講座設

立の目的説明)の 一覧表のリストアゥフ'(新 しいデヂ順)
12全 講座の全研究テーマの一覧表のリスト乃フ'(新 しいデ→順)

m(M)メ インメニ ューへ

0終 了

図4-2c講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー

4.2.1指 定 学 科 の 構 成 講 座 名 案 内 シ ス テ ム

① 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(L-1)

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー に お い て1番(L-1)を 選 択 した と きの 対 話 例 を 以 下 に示

す 。
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: 、[大学、学部、学科]名 あるいは学科コードDNCを 指定して指定学科
の構成講座名を知る番

号を選んで リターンキーを押して下さい
[大学、学部、学科]名の指定
学科コー ドDNCの 指定

KlOS>

図4-2-1サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-1)

図4-2-1に お い て1を 選 択 した 場 合 の 対 話 画面 例 を 図4-2-laか ら図4-2-1

cに 示 す 。

図4-2-laは 大 学 名 入 力 の 対 話 例 を 示 した 図 で あ る。

大学名の入力:番 号を選んでリターンキーを押して下さい

大学名 リス トの表示画面よりメニュー方式で入力する
一部の文字列を入力して

、大学名候補リス トの表示画面よりメニュー方式
で入力する
直接大学名を入力する

KIDS>2

部分文字列を入力して リターンキーを押 して下さい
KIDS>大

番号を選んでリターンキーを押 して下さい
大阪大学

大阪工業大学
大β腕 立大学

KIDS>1

図4-2-la大 学 名 入 力 の 例

学 部 名 入 力 の 対 話 例 を 図4-2-lbに 示 す 。

学部洛の入力:番 号を選んでリターンキーを押して下さい
学部名 リストの表示画面よりメニュー方式で入力する
一部の文字列を入力して

、学部名候補リス トの表示画面よりメニュー方式
で入力する
直接学部名を入力する

KlDS>1

番号を選んでリターンキーを押して下さい
工学部
理学部
基礎工学部
薬学部
医学薯K
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法学部
文学部
経済学部
歯学部

10人 間科学部

KIDS>1

図4-2-1b学 部 名 入 力 の例

学 科 名 入 力 の 対 話 例 を 図4-2-lcに 示 す。

学科名の入力:番 号 を選んで リターンキーを押して下さい
学科名 リス トの表示画面 よりメニュー方式で入力する

2一 部の文字列を入力して、学科名衡 甫リス トの表示画面よりメニュー方式
で入力する

3直 接学科名を入力する

K旧S>3

学科名を入力してリターンキーを押して下 さい
KIDS>電 気工学秩

図4-2-1c学 科 名 入 力 の 例

大 学 、 学 部 、 学 科 名 を 入 力 した 後 の 確 認 画 面 例 を図4-2-ldに 示 す 。

[本学、学部、学科]名 を指定して、指定学科の構成講座名を知る
大学名:大 阪大学

学部名:工 学部
学科名:電 気工学科

よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KIDS>

図4-2-1d確 認 画 面 の 例1

図4-2-1に お い て2を 選 択 した 場 合 の 対 話 画 面 例 を 図4-2-1eに 示 す。

学科 コー ド(DNC)を 入力 して下 さい
KlDS>dnOO2308

図4-2-1'e学 科 コー ド入 力 の 例

学 科 コー ドを入 力 した 後 の確 認 画 面 例 を 図4-2-1fに 示 す 。
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学科コー ド(DNC)を 指定して、指定学科の構成講座名を知る
学科コー ド(DNC):dnOO23.08
大学名:大 阪大学
学部名:工 学部
学科名:電 気工学科

よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KIDS>

図4-2-1f確 認 画 面 の例2

メ ニ ュ ーL-1の 出 力 例 を 図4-2-lgに 示 す 。
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リターンキーを押 して下 さい。 サービスメニ ューに戻 ります。
KIDS>

図4-2-lg出 力 例

4.2.2講 座 の 所 属 案 内 シ ス テ ム

② 講 座 案 内 サ ー ビスメ ニ ュ ー(L-2)

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー に お い て2番(L-2)を 選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 に示

す 。 サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-2)お よ び講 座 案 内 の 入 力 例 を 図4-2-2に 示 す 。
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講座名の入力:番 号を選んで リターンキーを押して下さい
講座名 リス トの表示画面よりメニュー方式で入力する
一部の文字列を入力 して、講座名候補リストの表示画面よりメニュー方式
で入力する

3直 接講座名を入力する

KlOS>2

部 分文字列 を入力 して リターンキーを押 して下さい
KlDS>電

番号を選んでリターンキーを押して下さい
電力工学講座
電気工学基礎論講座
電気材料工学講座
電気物性工学講座
「般電気工学講座

図4-2-2サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-2)お よ び講 座 名 の 入 力 例

講座 名 を入力 した後 の確 認 画面 例 を図4-2-2aに 示す。

講座名を与えて、その講座名を持つ大学学部学科名を知る
講座名:電 力工学講座
よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KlDS>y

データの数 が3個 あ ります。

データの出力を行ないます か?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい
KlDS>y

図4-2-2a確 認 画 面 の例

メ ニ ュ ーL-2の 出 力 例 を 図4-2-2bに 示 す 。

講座案内サービスメニュー(L-2)
:講 座名を与えて、その講座名を持つ大学学部学科名を知る

講座名:電 力工学講座

大学名:却 反大学
学部名:工 学部
学科名:電 気工学科
出典:大 阪大学.大学院工学研究科一履修案内
出版年月:1991年 度

まだデ ータがあ ります。 出力を続け ますか?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入 力 して下 さい
KlDS>y
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大学名:A大 学
学部名:A学 部
学科名:C学 科
出典:A大 学一大学院工学研究科」履修案内
出版年月:1991年 度

まだデータがあります。 出力を続け ますか?

イエ ス(y)あ るいはノー(n)を 入 力 して下 さい
KIDS>n

リターンキーを押 して下 さい。サ ービスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-2b出 力 例

③ 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(L-3)

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー に お い て3番(L-3)を 選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 に示

す 。

図4-2-3にL-3の メ ニ ュ ー お よ び 入 力 例 を 示 す 。

ある数以上(以 下)の 講座を持つ大学学部学科名と講座名を知る
番号を選んでリターンキーを押して下さい

ある数以上の講座を持つ大学学部学科名とその講座名を知る
2あ る数以下の講座を持つ大学学部学科名とその講座名を知る

ある数以上の講座を持つ大学学部学科名とその講座名を知る

数を入力してリターンキーを押して下さい
KlDS>4

図4-2-3サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-3)お よ び 数 の 入 力 例

数 を入力 した後 の確 認画 面 の例 を図4-2-3aに 示 す。

ある数以上の講座を持つ大学学部学科名 とその講座名を知る

講座数=4
よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KlDS>y

データの数が4個 あります。
データの出力を行ないますか?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい
KlDS>

図4-2-3a確 認 画 面 の 例
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メ ニ ューL-3の 出 力 例 を 図4-2-3bに 示 す。

講座案内サービスメニュー(L-3)
:あ る数以上(以 下)の 講座を持つ大学学部学科名 と講座名を知る

講座数:4以 上

大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座数
構成講座名

電力工学講座
制陶 工学講座
電気工学基礎論講座
電気材料工学講座
電気物性工学講座
組織工学講座
一般電気工学講座

超伝導エレク トロニクス研究センター
レーザー核融合研究センター

出典:大 阪大学.大学院工学研究科一履修案内
出版年月:1991年 度

まだデ〒タが3個 あります。出力を続けますか?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KlDS>n

リターンキーを押 して下 さい。サ ービスメニューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-3b出 力 例

4.2.3講 座 情 報 案 内 シ ス テ ム

④ 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-4)

講 座案 内サ ー ビスメニ ュー において4番(L-9)を 選 択 した と きの対話例 を以下 に示

す 。

:伏 学,学 部 学科、講座]名 を与えて本システムにおける登録

講座コー ド名(LNC)を 知る

大学名の入力:番 号を選んでリターンキーを押 して下さい
大学名 リス トの表示画面 よりメニゴー方式で入力する

2一 部の文字列を入力して、大学名候補 リス トの表示画面よりメニュー方式
で入力する

3直 接大学名を入力する

図4-2-4サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-4)
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大 学 、学部 、学科、講 座 名 の入 力の仕 方 は先 に説 明 した の と同様 な ので省略 す る。入 力後

の確 認画面 例 を図4-2-4aに 示す。

{大学.学 部 学科 講座]名 を与えて本 システムにおける登録講座コー ド名(L
NC)を 知る

大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座名 組織工学講座

よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KIDS>y

図4-2-4a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-4の 出 力 例 を 図4-2-4bに 示 す 。

一ビスメニューL-4

[大学,学 音&学 科 、講座]名 を与 えて本システムにおける登録
講座 コー ド名(LNC)を 知 る

大学名 大阪大学

学部 名 工学部

学科名 電気工学科

講座 名 組織工学講座
講座 コー ド(LNC):lnOO12.06

リターンキーを押 して下 さい。 サービスメニ ューに戻 ります。
KlOS>

図4-2-4b出 力 例

⑤ 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュー(L-5)

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー に お い て5番(L-5)を 選 択 した と き の対 話 例 を 以 下 に 示

す。 図4-2-5にL-5の メ ニ ュ ー お よ び学 科 コー ドDNCの 入 力 例 を示 す 。

図4-2-5サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-5)お よ び学 科 コー ドの 入 力 例

学 科 コー ドを 入 力 した後 の確 認 画 面 例 を 図4-2-5aに 示 す 。
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学科コー ド(DNC)を 与えて所属講座の本システムにおける登録コー ド(L
NC)を 知 る

学科 コー ド:dnOO23.08

大学名:大 阪大学
学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

よろしいですか?イ エス(y)あ るいは ノー(n)を 入 力して下 さい
KiDS>る

図4-2-5a確 認 画 面 の 例

メ ニ ュ ーL-5の 出 力 例 を 図4-2-5bに 示 す 。

i学 科 コー ドDNCを 与 えて所属講座の本 システムにおけ る登録

講座 コー ド名(LNC)を 知 る

学科 コー ド:dnOO23.08

大学名:大 阪 大学

学部名:工 学部

学科名:電 気工学科

講座名 と登録講座 コー ド(LNC)

電力工学講座(lnOO12.01)
制御工学講座(lnOO12..02)

電気工学基礎論講座(lnOO12.03)

電 訓 オ料工学講座(lnOO12.04)

電気物性工学講座(lnOO12-05)

組織工学講座(lnOO12.06)
一般電 気工学講座(lnOO12 .07)

超伝導 エ レク トロニ クス研究 センター(lnOO12-08)
レーザー核融合研究 センター(lnOO12.og)

出典:大 阪 大学.大 学院 工学研究科.履 修案内

出版年月:1991年 度

リターンキーを押 して下 さい。サー ビスメニューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-5b出 力 例

⑥ 講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-6)

講座案 内 サ ー ビス メニ ュー において6番(L-6)を 選択 した ときの対 話 例 を以下 に示

す 。 図4-2-6にL-6の メ ニ ュー お よ び 講 座 コー ドDNCの 入 力 例 を 示 す 。

江慕瞬杜
襯轟麟鷲

誕社翻端数期

日
数

一
護

る
与

瞳
麟
霧

鐘
欝
㌶

号番
1

2

の座

名

ス
い
講講

的媚斑離煤=嶽翻

－ll1一



説明を知る

講座 コー ド(LNC)を 入 力して下 さい
KlDS>lnOO1206

図4-2-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-6)お よ び 講 座 コ ー ドの 入 力 例

講 座 コー ドLNCを 入 力 した 後 の 確 認 画 面 例 を 図4-2-6aに 示 す 。
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よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい

KIDS>C

図4-2-6a確 認 画 面 の例

メ ニ ュ ーL-6の 出 力 例 を 図4-2-6bに 示 す 。

[大学,学 部 学科,講 座]名 あるいは講座コー ドLNCを 与えて
講座の教官数、教官者名 リス ト、講座設立の目的説明を知る

大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座名 組織工学講座
講座コー ド:lnOO12-06
孝文富者名:鈴 木月半 朴R耐直
講座設立の目的説明:本 講座では、システム工学および社会工学に関する研究

と教育を行っている。 とくに、エネルギーシステムの分
板 モデルビルデ ィング、請 口 最適化や総合地 或開発
計画などの研究 を行 っている。

出典:大 阪大学.大学院工学研究科.履修案内
出版年月:1991年 度

リターンキーを押 して下 さい。 サービスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-6b出 力 例

⑦ 講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-7)

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー一に お い て7番(L-7)を 選 択 した と き の対 話 例 を 以 下 に示
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す 。 図4-2-7にL-7の メ ニ ュー お よ び研 究 者 名 の 入 力 例 を 示 す 。 図 に 示 す よ う に 、

研 究者 名の入 力 は ロー マ字 で入 力 して もよい。

講座案内サービスメニュー(L-7)
:研究者名を与 えて、所属の講座情報(大 学,学 部,学 科,講 座名、

講座コー ド、教官者名 リス ト、講座設立の目的説明)を 知る

研究者名の入力:番 号を選んでリターンキーを押 して下さい
一部の文字列を入力して

、研究者名儲 甫リストの表示画面よりメニュー
方式で入力する

2直 接研究者名を入力する

KIDS>1

部分文字列 を入力 して リターンキ ーを押 して下 さい

番号を選んでリターンキーを押して下さい
鈴木絆
鈴木裕次
鈴木孝司
鈴木勇二

番号を選んでリターンキーを押して下さい
鈴木絆
鈴木裕次
鈴木孝司
鈴木勇二

図4-2-7サ ー ビス メ ニ ュー(L-7)お よ び研 究 者 名 の 入 力 例

研 究者名 を入 力 した後 の確 認画面 例 を図4-2-7aに 示 す。

教官者名 リスト、講座設立の目的説明)を 知る

研究者名:鈴 木絆

よろし(・ですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KIDS>y

データの数が1個 あります。

データの出力を行ないますか?

イエ ス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下さい
KIDS>C

図4-2-7a確 認 画 面 の例

メ ニ ュ 一-L-7の 出 力 例 を 図4-2-7bに 示 す 。
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学科目:電 気工学科
講座名:組 織工学講座
講座コー ド:lnOO12.06
挙動宮室C名:皇宗木月宇 木ぽ丙i直
講座設立の目的説明:本 講座でtま、システム工学および社会工学に関する研究

と教育を行っている。とくに、エネルギーシステムの分
析、モデルビルデ ィング、評価、最適化や総合地 或開発
計画などの研究を行 っている。出

典:大 阪大学一大学院工学研究科。履修案内
出版年月:1991年 度

リターンキ ーを押 して下 さい。サ ービスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-7b出 力 例

4.2.4講 座 研 究 テ ー マ案 内 シ ス テ ム

⑧ 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-8)

講 座 案 内 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー に お い て8番(L-8)を 選 択 した と きの 対 話 例 を以 下 に 示

す 。

講座案内サービスメニュー(L-8)
【大学,学 部,学 科,講 座]名 あるいは講座コー ドLNCを 与えて
講座の研究テーマを知る

番号を選んでリターンキーを押して下さい
[大学,学 部,学 科,講 座]名 を与えて講座の研究テーマを知る

2講 座コードLNCを 与えて講座の研究テーマを知る
KIDS>

図4-2-8サ ー ビ ス メ ニ ュー(L-8)

大 学 、 学 部 、 学 科 、講 座 名 や 講 座 コ ー ドLNCの 入 力 の 仕 方 は先 に 示 した の と同 様 な の で

省 略 す る。 図4-2-8に お い て2を 選 択 した 場 合 の 対 話 画 面 例 を 以 下 に示 す 。

図4-2-8aに 入 力 内 容 の 確 認 画 面 例 を示 す 。

講座コー ドLNCを 与えて講座の研究テーマを知る
講座コー ド(LNC):lnOO12.06
大学名 大阪大学
学部洛 工学部

電気工学科
講座名 組織工学講座

よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KIDS>

図4-2-8a確 認 画 面 の例
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メ ニ ュ ーL-8の 出 力 例 を 図4-2-8bに 示 す 。

講座案内サービスメニ ュー(L-8)

{大学,学 部,学 科,講 座]名 あるいは講座 コー ドLNCを 与えて
講座の研究テ ーマを知 る

講座コー ド(LNC):InOO12.06
大学名 大阪大学
学部名 工学部
学科名 電気工学科
講座名 組織工学講座
研究テーマ

地 或1青}艮データベースと画像処理システムの開発
社会 ・経済 ・モデルの開発および診断
CO2循 環型エネルギーシステムの設計と評価

出典:大 阪大学.大学院工学研究科.履修案内
出版年月1991年 度

リターンキーを押 して下 さい。サー ビスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-8b出 力 例

4.2.5研 究 テー マ の キ ー ワー ドに よ る講 座 案 内 シ ス テ ム

⑨ 講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー(L-9)

講 座 案 内 サ ー ビス メ ニ ュ ー に お い て9番(L-9)を 選 択 した と き の対 話 例 を 以 下 に 示

す 。 図4-2-9にL-9の メ ニ ュ ー お よ び キ ー ワ ー ドの 入 力 例 を 示 す 。

講座案 内サ ービスメニ ュー(L-9)
:研 究テ ーマのキ ーワー ドを与 えて研究講座名を知 る

キーワー ド(KWD)の 入力:
キーワー ドは複数個入力出来ます。同時に含むときは(*ま たは*)を 、どれ
か一方のみでよければ(+ま たは+)を 用いて下さい。カッコ0で くくった

複雑な演算もできます。
入力例

KWD1*KWD2
KWD1+KWD2

(KWD1*KWD2)+KWD3
(KWD1+KWD2)*KWD3

キーワー ドを入力 して下 さい
.KlDS>エ ネルギ ー*(地 球環境+再 利用+循 環型)*粗 壁

図4-2-9サ ー ビ ス メ ニ ュ ー(L-9)お よ び キ ー ワ ー ド の 入 力 例

図4-2-9で キ ー ワ ー ドを入 力 した後 の 画 面 例 を 図4-2-9aに 示 す 。
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研究テーマのキーワー ドを与えて研究講座名を知る
キーワー ド:エ ネルギー*(地 球環境+再jlilva+循環型)*組 織

よろしいですか?イ エス(y)あ るいはノー(n)を 入力して下さい
KlDS>y

再利用の同義語として
リサイクル

が登録されています。 これもキーワー ドとして採用しますか?
採用する場合はその番号を入力してリターンキーを押 してください(複 数可、
複数入力のときはコンマ(,)で 区切って入力して下さい)
採用しない場合はそのままリターンキーを押して下さい。

KゆS>

組織の同義語 として
1シ ステム
2体 系

が登録されています。これもキーワー ドとして採用しますか?
採用する場合はその番号を入力して リターンキーを押してください(複 数可、
複数入力のときはコンマ(,)で 区切って入力して下さい)
採用しない場合はそのままリターンキーを押 して下さい。

KIDS>1,2

データの数 が1個 あります.

データの出力を行ないますか?

イエス(y)あ るいはノー(n)を 入力 して下 さい
KIDS>

図4-2-9a確 認 画 面 の 例 お よ び 同義 語 の 登 録 例

メ ニ ューL-9の 出 力 例 を 図4-2-9bに 示 す 。

講座案内サービスメニュー(L-9)
:研究テーマのキーワー ドを与えて研究講座名を知る

キ三ワー ド エネルギー*(地 球環境+再利用+循 環型)*組 織

×学名 大阪大学
学部名 工学部

電気工学科

講座名 組織工学講座
研究テーマ

CO2循 環型エネルギーシステムの設計と評価

出典:大 阪大学.大学院工学研究科.履修案内
出版年月1991年 度

リターンキーを押 して下 さい。サ ービスメニ ューに戻 ります。
KlDS>

図4-2-9b出 力 例
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以 上 か らわ か る よ う に、3.3節 で イ メ ー ジ した 講 座 案 内 シ ス テ ム を ワ ー ク ス テー シ ョ

ン上 に実 際 に 構 築 で き る こ とが 確 認 され た 。
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第5章 検 討 お よび今後 の課題

5.■ 必 要 デ ー タ の 種 類 と 収 集 範 囲

本研究 で提案 した知 的 オ リエ ンテー シ ョン ・デー タベ ー スシステ ムの実現 に必 要 なデ ー

タ ・情報 の種類 を列挙 す ると次 のよ うにな る。

(a)大 学 ・学 部 ・学科 お よび大学 院大学 ・研究 科 ・専 攻 に関す る情報。

(b)各 大学 ・学部 の履 修 要覧 に記載 の情報

(c)各 大学 ・学部 ・学 科 の講義 で利 用 されて い る テキ ス トに関す る情 報

(d)各 大学 院 ・研究科 の履 修案 内に記載 の講義 ・講座 およ び研究 者情報

(e)各 大学 の学位授与 情 報 と博士論 文

(f)研 究者 へ のア ンケー トあるい はイ ンタ ビュー によ る論 文発表 情報

(g)各 種 の学 会主催 、共 催、協催 の講 習会 資 料

(h)各 種 の学会誌 の記載 の解説 、展望、 講義等 の記 事 あ るいは論 文

(i)キ ー ワー ドによる検 索 にお ける同義 語 の検索 もれ を防 ぐため、専 門分野 に も対処可 能 な

同義 語辞書(キ ー ワー ドは英語化 され てい る もの もあ るので、英 和辞書 も必 要)。

システムの有用性 の向上 の観点 か らはデー タの収集 の範 囲 は広 けれ ば広い ほ ど望 ま しい。'

しか し、 システ ムの構築 ・運営 の経済性 の観点 か らは収集 範囲 はで きるだ け少 ない方 が望

ま しい。 そ こで、 この トレー ドオフを考 慮 して、上 記 デー タ ・情 報 の収集範 囲 の 目標 と し

て当面次 の よ うにす る こ とに した。

(1)(a)の 大学 ・学 部 ・学科 および大学 院大学 ・研 究科 ・専攻 に関す る情 報 に関 して は、

全 国の大学 ・大学 院 をデー タ収集 の範 囲 とす る。

(2)(b)の 各大学 ・学部 の履修要 覧 に記 載 の情 報 、(c)の 各大学 ・学 部 ・学 科 の講義 で利

用 され てい るテキ ス トに関す る情 報 およ び(d)の 各大学 院 ・研 究科 の履修 案 内 に記載 の

情 報 にっ いて は、京都 、大 阪 および奈良 に立 地す る理工 系の学 部 ・研 究科 を有す る大

学 お よび大学院 のデ ー タを デー タ収集 の対 象 とす る。 ただ し、 実際 のデ ー タ収集 にあ

た って は優先順位 について 、 さ らに検 討す る必要 が あ る。

(3)(e)の 各大学 の学位 授与情報 と博士 論文 につい て は、理工 系 の学位論文 に関 し最 新年

よ り順 次未来 お よび過 去 に さかの ぼ って収 集す る予定 とす る。

(4)(f)の 研 究者 へ の ア ンケー トあ るいは イ ンタ ビュー によ る論文 発表情 報、(g)の 各種
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の学会 主催、共 催 、協 催 の講 習会資料 お よび(h)の 各 種 の学 会誌 の記載 の解説 、展 望 、

講義等 の記事 あ る いは論文 につ いて は京都大学 お よび大 阪大学 の工学部 の所 属 の研 究

者 によ る発表論 文 、講 習会 資料、解説 、展望、講義 記 事 な どを対象 と して収 集 す る こ

とに し、順次対 象 を拡 大 して い く予定 とす る。

な お、収 集 した情報 を もとにデー タベー ス化 し、 デー タベー スサ ー ビスを行 うにあ た っ

て は、各 情報 やデー タの著作権 の問題 にっい て十分検 討す る必 要が あ ることは特 に指摘 す

るまで もない。

5.2シ ス テ ム の 操 作 性 の 一 層 の 向 上

本 システ ムで採用 した メニ ュー方式 に よるデー タベ ー スの利 用 は初心 者で もデー タベ ー

スを容易 に利 用で きる とい う利 点 があ る反面、2回 目以 降 の検 索 の時 はメニ ューの階層 を

た どるのが面 倒で あ った り、 人 によ って は思考 に合わ ない部分 が あ った りす るので、 ハ イ

パ ー テキ ス ト的 な検 索 を メニ ューに加えた り、 ハ イス ピー ドで検索 で きる ジャ ンプ用 の コ

マ ン ドの開発 を図 る必要 が あ る(な お、本 システムで は メニ ュー を水平 に移 行す る ことが

容 易 にで きるよ うに、 出来 るだ けサ ブメニューが同 じ形 態 にな るよ うに工夫 して いる)。

さ らに、将 来 は人間 の思 考 に近 い 自然言語 的な対話 によ る検索 を可能 とす るこ と も必 要 に

な る。

分 野案 内 において専 門分 野 の分 類 の仕方 は人 によ って異 な り、 分野 の分 類 の紹 介 は、 出

来 れ ば知識 ベー ス等 を利用 し、 ツ リー構造 を 自動生成 し、 提示 す る システ ム とす る こと も

必 要 とな ろ う。

5.3ユ ー ザ に よ る 直 接

書 き 込 み 機 能 の 付 加

本 システ ムにおいて は同義語 辞書 ファイルが備え られ るが、同義 語辞書 の一層 の充実 の

た め には、 ユー ザに よ る直接 書 き込 み も必 要 にな ると考 え られ る。 また、専 門分 野案 内 に

お いて、最 新 データへ の ア クセ スが可能 とな るよ うにす るため、専 門分野 の紹介 者が デ ー

タを直接書 き込 み可能 とす るこ とも必要 とな る。
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5.4そ の 他 の ユ ー ザ

サ ー ビ ス 機 能 の 付 加 に つ い て

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム で は、 現 在 の と こ ろ他 の デ ー タ ベ ー スサ ー ビ ス との リン ク は 考

え て い な い。 しか し、 将 来 的 に はJICST(日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー)や 学 術 情 報 セ ン タ ー

の デ ー タ ベ ー ス等 、 他 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムへ の ゲ ー トウ ェ イ ・サ ー ビス も必 要 とな ろ

う。 この た め に は、 デrタ コ ンバ ー ジ ョ ンが 必 要 だ が 、Prologで シ ス テ ム を組 む の で 容 易

に対 応 で き る。 また エ キ スパ ー トサ ー チ ャー 的 機 能 を 持 た せ る こ と も可 能 で あ る と考 え ら

れ るが 、 これ は今 後 の 課 題 とす る。

ま た 、 検 索 され た情 報(テ キ ス ト、 学 位 論 文 、 論 文 等)に っ い て オ ン ライ ンで の発 注 シ

ス テ ムを 組 み込 む と ユ ー ザ に は 便 利 で あ る と考 え られ る が 、 これ も今 後 に残 され た課 題 と

す る。
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第6章 お わ り に

本 研 究 の 目 的 は、 異 分 野 学 習 あ る い は研 究 を行 うに当 た って 重 要 な 知 識 ・情 報 ・ノ ゥハ

ゥを 効 率 的 に入 手 で き る よ うな、 高 度 に イ ンテ リ ジ ェ ン トな オ リエ ンテ ー シ ョ ン ・デ ー タ

ベ ー ス シ ス テ ム の構 築 の フ ィー ジ ビ リテ ィに関 して 調 査 ・研 究 を 行 い、 そ の可 能 性 、 有 用

性 お よ び 市 場 性 を 明 らか にす る こ と で あ る。 本 研 究 に お い て 行 っ た調 査 研 究 内 容 お よ び 得

られ た成 果 を 具 体 的 に 列 挙 す る と以 下 の通 り とな る。

6.1各 種案 内サ ー ビス システムのサー ビスイ メー ジの具 体化

必要 デー タの入手 可能 性、入手 データの デー タベー ス化 およ び システ ム構築 の可能性 を

考 慮 しなが ら、次 の各種 案 内サー ビスシステ ムのサ ー ビスイ メー ジを具体 的 に明 らか に し

た。

(a)大 学 構成 学部 名や学 科名、学 科定員 数 な どを紹介す る大学 ・学 部 ・学 科案 内 サー ビス

(b)大 学 、学 科 な どを指 定す ると、 その学科 に於 ける授 業科 目名 、必要単 位数 、授 業 内容

の概 要 な どを紹 介す る科 目履 修案 内サ ー ビス

(c)大 学 の各 授業 に於 いて利用 され てい る教科 書 の紹介 を行 うこ とので きる講義 テキ ス ト

案 内サ ー ビス

(d)各 大 学 の講座 の研究 スタ ッフ、研究 分野 お よび現在 進行 中 の研 究 テー マ にっ いて紹 介

す るだ けで な く、研 究 テーマ について のキー ワー ドによ る講座 の逆 検索 も行 うことが

出来 る よ うな大 学 の講座案 内サ ー ビス

(e)第 一 線 で研究 して い る大学 の助手 を含 む研究者 、学 者 の所属 、地 位、研 究 テー マな ど

の紹 介 を行 うことので きるよ うな研 究者 案内 サー ビス

(f)著 者 名 、学位論 文 名 およびそ の 目次 に使 われて い る術語 を全 て キー ワー ドの対象 とす

るこ とが 出来 るよ うな学位論 文案 内サ ー ビス

(g)各 研 究者 によ る各 自 の専門分 野 にお ける発表論文群 な どの紹介 を行 うことので きる専

門分 野案 内(文 献案 内)サ ー ビス

図6-1に 本案 内サ ー ビスシステムの案 内 メニューの全体 図 を示 す。
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画

図6-1本 案 内 サ ー ビ ス シ ステ ム の案 内 メ ニ ュ ー の 全 体 図

従 来 の デ ー タ ベ ー ス の コ マ ン ドや キ ー ワ ー ドに よ る デ ー タの 検 索 は検 索 の 効 率 は高 い も

の の 、 初 心 者 に は必 ず し も便 利 と は言 え な い 側 面 を 持 って い る。 本 シ ステ ム で は、 デ ー タ

ベ ー スの性 格 上 ユ ー ザ は 利 用 が 始 め て で デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム利 用 法 を知 らな い場 合 が 多

い と予 想 さ れ る。 この た め、 本 シ ス テ ム の初 め て の 利 用 者 で も本 シス テ ム の機 能 を 十 分 に

使 い こな せ る よ うに 、 知 識 工学 的 手 法 を適 用 して 、 シ ス テ ム利 用 に関 す る ノ ウハ ウ的 知 識

の デ ー タ ベ ー ス化 を 図 っ た ユ ー ザ フ レ ン ド リー な シ ス テ ム を実 現 す る こ と に関 し研 究 した 。

そ して 、 メ ニ ュー 方 式 に よ るデ ー タ ベ ー ス利 用 に よ り、 初 めて の 人 で も必 要 とす るデ ー タ

を容 易 に 検 索 で き る シ ス テ ム とす るた め の種 々 の創 意 工 夫 を こ ら した。 す な わ ち 、 本 シ ス

テ ム で は階 層 的 に順 次 提 示 され る各 メ ニ ュ ー 画 面 に お い て 、 検 索 支 援 関 連 情 報 を 知 識 ベ ー

ス化 した 知 識 ベ ー ス に基 づ い て 、必 要 と考 え られ る情 報 が 一 覧 表 示 され る よ うに な って い

る の で 、 キ ー ワー ドに よ る検 索 を 除 いて 、 基 本 的 に は シ ス テ ム の メ ッセー ジ に従 って 該 当

の 数 字 を入 力 して い け ば希 望 の情 報 を知 る こ とが で き る。 また 、 本 シ ス テ ムで は 情 報 検 索

の 効 率 化 の 目 的 で 、 一 覧 表 示 さ れ る情 報 の 限 定 の た め 部 分 文 字 列 入 力 に よ って も検 索 が 可

能 な よ うに 構 築 され る。 こ の た め 、 本 シ ス テ ム で は あ い ま い な 情 報 に基 づ い て も確 認 画 面

を 見 なが ら必 要 な 情 報 の 検 索 を 行 う こ とが で き る。 さ らに 、 本 シ ス テ ム で は キ ー ワー ドに

よ る情報 検 索 を行 う場 合 、 入 力 され た 任 意 の論 理 式 を そ の ま ま認 識 ・解 釈 す る こ とが で き

る の で 、 高 度 な 論 理 演 算 に基 づ い た 検 索 が 可 能 と な る ほ か 、 人 の思 考 に従 った 検 索 が 容 易

に 行 え る。 シ ス テ ム 自体 に シ ソー ラ ス(同 義 語 辞 書)も 知 識 ベ ー ス と して 備 え る こ と と し

た の で、 検 索 もれ を 大 幅 に 防 ぐこ とが で き る、 な どの 特 徴 を持 た せ る こ とが 可 能 と な る こ
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と を示 した 。

6.2講 座 案 内 を 例 と した プ ロ トタ イ プ シ ス テ ムの 開 発

以 上 に述 べ た デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム は これ まで に前 例 の な い デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム とな

る。 そ こで 、 本 調 査 研 究 で 明 らか に した 以 上 の 各 種 案 内 サ ー ビス の イ メ ー ジ が イ メー ジ に

と ど ま らず 、 実 際 に ハ ー ド的 に 実 現 可 能 で あ る こ とを 実 証 す る た め 、 講 座 案 内 を 例 と して 、

ワー ク ス テ ー シ ョン上 に この デ ー タ サ ー ビ ス機 能 を 実 現 し、 本 調 査 研 究 で 明 ら か に した サ

ー ビ スの イ メー ジが 現 在 の技 術 を用 い て 十 分 実 現 可 能 で あ る こ と を実 証 す る こ と に した 。

本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ムの 開 発 に あ た って は知 識 工 学 的 手 法 の 適 用 の 容 易 さ を 考 慮 して 、

シス テ ム の構 築 言 語 と してPrologを 用 い る こ と に した。 まず 、 講 座 デ ー タ、 講 座 内容 説 明

デ ー タ、 講 座 研 究 テ ー マ デ ー タ な ど の デ ー タ をPrologに お け る事 実 と して 記 述 して デ ー タ

と して プ ロ グ ラ ム化 した。 ま た、 各 プ ロ ロ グ デ ー タ を基 礎 デ ー タ と して 、 これ らの デ ー タ

を直 接 に、 あ る い は こ れ らの デ ー タ を組 合 わ せ て 利 用 す る こ と に よ り、 種 々 の デ ー タ検 索

を容 易 に行 う こ と を 可 能 とす る新 しい デ ー タ を 、Prologの 定 義 機 能 を用 い て 定 義 す る こ と

に した 。 これ に よ り、 大 学 → 学 部 → 学 科 → 講 座 の ツ リー 構 造 の デ ー タ を効 率 よ く表 現 で き

る こ とを示 した。 ま た 、 収 集 され た デ ー タ は す べ て知 識 ベ ー ス と して 利 用 可 能 な形 態 と な

るの で 、 単 独 に 利 用 可 能 な だ け で な く、 検 索 の 必 要 に応 じて シ ス テ ム が種 々 の デ ー タ を 有

機 的 に組 み 合 わ せ て ユ ー ザ ー の 必 要 とす る デ ー タ を作 り出 す こ とが 可 能 とな る の で 、 シ ス

テ ム が記 憶 す べ きデ ー タ量 は著 し く少 な くて す む とい う利 点 を持 つ。 この ほ か 、 単 独 の デ

ー タ で は 提 供 不 可 能 な高 度 な 内 容 の 情 報 を ユ ー ザ ー が 必 要 とす る場 合 で も、 シ ス テ ム が 種

々 の デ ー タ を組 み 合 わ せ て加 工 す る こ と に よ り作 り出 して 、 提 供 で き る と い う特 徴 を 持 た

す こ とが 可 能 と な っ た。

6.3デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 実 現 化 の た め に必 要 な デ ー タ の範 囲 の検 討

本 研 究 で 提 案 した 知 的 オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 実 現 に は 種 々 の デ

ー タ ・情 報 が 必 要 と な る。 シス テ ム の有 用 性 の 向上 の 観 点 か ら は デ ー タの 収 集 の 範 囲 は広

けれ ば広 い ほ ど望 ま し い。 しか し、 シ ステ ム の構 築 ・運 営 の経 済 性 の 観 点 か らは 収 集 範 囲

はで き る だ け少 な い 方 が望 ま しい。 そ こで 、 この トレー ドオ フ を考 慮 して 、 デ ー タ ・情 報

の 収 集 範 囲 の 目標 と して 当 面 次 の よ うに す る こ と に した。

(1)6.1節(a)の 大 学 ・学 部 ・学 科 お よ び大 学 院 大 学 ・研 究 科 ・専 攻 に関 す る情 報 に 関

一123一



して は、全 国の大 学 ・大学 院 をデー タ収 集 の範 囲 とす る。

(2)(b)の 各大学 ・学 部 の履 修要 覧 に記 載 の情報 、(c)の 各大 学 ・学部 ・学科 の講義 で利

用 され て い るテキ ス トに関 す る情報 お よび(d),(e)の 各大学 院 ・研 究科 の履修 案内 に記

載 の情報 について は、京都 、大阪 お よび奈 良 に立 地す る理 工系 の学部 ・研 究科 を有す

る大学 お よび大 学院 の デー タをデー タ収 集 の対象 とす る。 た だ し、 実際 の デー タ収集

にあた って は優先 順 位 について、 さ らに検討 す る必要 があ る。

(3)(f)の 各大学 の学 位授与 情報 と博士 論文 にっいて は、理工 系の学 位論文 に関 し最新 年

よ り順次 未来 お よび過去 に さか のぼ って収集 す る予定 とす る。

(4)(g)の 専 門分 野案 内(文 献案 内)サ ー ビスを行 うにあた って必要 とな る研究 者 への ア

ンケー トあ るい はイ ンタ ビュー によ る論 文発 表情報 、各種学 会主 催 、共催 、協催 の講

習会資料 および各 種 の学会誌 の記載 の解 説、 展望 、講義等 の記 事 あ るいは論文 にっ い

て は、 京都大学 お よび大阪大 学 の工 学部 の所 属 の研究者 に よる発表論 文 、講習会 資料 、

解説、展 望、講 義記 事 な どを対象 と して収集 す る こ とに し、順 次対象 を拡 大 して い く

予定 とす る。

6.4今 後 の課題

本研究 の今後 に残 された課題 を述 べ る と次 のよ うにな る。

(a)デ ー タの著作権 の問題 、

収集 した情 報を もとにデー タベー ス化 し、 デー タベ ー スサー ビスを行 うにあた って は、

各情報 や デー タの著作 権 の問題 につい て十分 検討す る必要 が ある。

(b)シ ステ ムの操作性 の一層 の向上

本 システ ムで採用 した メニュー方 式 は、初 心者 に と っては容易 に利 用 で きる とい う利

点 があ る反面 、人 によ っては メニ ュー の階層 を た どるのが面 倒 であ った り、思考 に合 わ

ない部分 が あ った りす るので、 ハ イパ ー テキ ス ト的 な検索 を メニ ュー に加 え た り、 ハ イ

ス ピー ドで検索 で きる ジャンプ用 の コマ ン ドの開発 を行 い、 よ り一層 の操 作性 の向上 を

図 る必要 が あ る。 さ らに・将来 は人間 の思考 に近 い 自然 言語 的 な対話 によ る検索 を可能

とす るこ と も必要 にな る。

(c)ユ ーザ による直接 書 き込 み機能 の付 加

本 シス テムの専 門分野案 内 において最 新 デー タへ のア クセ スを可能 とす るため に、専

門分野 の紹 介者 がデー タの直接書 き込 み を可能 とす るための機能 も今後必 要 で ある。
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(d)そ の 他 の ユ ー ザ サ ー ビス機 能 の付 加

他 の デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム へ の ゲー トウ ェイ ・サ ー ビス、 エ キ ス パ ー トサ ー チ ャー 的

機 能 な ど将 来 的 に 必 要 に な る と思 わ れ る機 能 の 付 加 も今 後 の 検 討 課 題 で あ る。 ま た 、 検

索 され た 情 報 につ い て オ ン ラ イ ンで の 発 注 シス テ ムを 組 み込 む こ と も今 後 の 検 討 課 題 と

な る。

6.5お わ りに

本 研究 にお いて行 った調 査研究 内容 および得 られ た成 果 よ り、(a)本 システ ムのサー ビ

スの内容 や有 用性 や企業 化 の実現 可能性 を明 らかにす る こ とが 出来 た。(b)提 案 デー タベ

ー ス システムの フ ィー ジ ビ リテ ィを検証す るた めの プ ロ トタイプ システム を具 体 的 に構築

す るの に必要 とな る仕様 書 が講 座案 内の みな らず他 の案 内サー ビスにっいて も完 成 され た。

今後予想 され る効 果 を列挙 す る と以下 の とお りで あ る。 デー タベー スサー ビス実施 に向

けた プ ロ トタ イ プ シ ステ ムを構 築 し、委 託者 の提 供 して い る情 報 ネ ッ トワー クサー ビス

「け いはんな ネ ッ ト」 で、 実際 のサ ー ビス化 を行 うための フィー ジ ビリテ ィにつ いて の検

討 を行 うことが 出来 る よ うにな る。 また、本 提案 システムが本 格的 に構築 され た場 合(1)

大学 や公的 な各 種研 究 機関 で研究 して いる研究者 に も有用 なデー タベー ス システ ム とな り、

我 国の先端技 術 の一 層 の開 発 に貢献 す る ことが出 来 るよ うに なる。(2)生 涯 学 習 を 行 う上

で有 用な指針 を提 供で きる システ ムと して利用 で きる。(3)大 学 へ進学 す る高 校 生 の合 理

的 な大学 選択 の ための重 要 な情 報 を与え る こと も出来、 国際 ネ ッ トワー クで利 用 で きるよ

うにす ると、海 外 で、我 国 への留学生 が留学 先 の大学 や研究 室 を選 定す るの に利 用で きる

ので、 国際的 な情報 化 へ多大 な貢献 が出来 る ことにな る。

一125一





一

無 断 転 載 禁 止

平 成4年3月 発 行

発 行 財団法人

〒105

世界貿易 センター ビル7階

TELO3-3459-8581

委託先 株式会社 けいはんな

〒600

TELO75-344-1111

印刷所 旭 プ リン ト株式会社

〒540

TELO6-761-8131

データベース振興 セ ンター

東京都港区浜松町2丁 目4番1号

京都市下京区五条烏丸東入松屋町438番地

大阪市中央区上 町1丁 目21番17号



、



'

、

'

ン

'



パユ
　

ヤ
`

ノ
　

～

^t"一+

　 4　 や

ハォ

ぷ え
さ

蚤・;N'

'.ト 噺 ＼
L雨 司

♪

;
軍

法

運

誤
繊

、

パ

製
嵐
難

ち
譲

ぼ

.

、
ご

人

∀

 ,ψ

.・

ピ 毒,

叉
　 、

ユ

議
臨

機 讃

㌫'

ド'一 ㎡

㌦ ・'

(

'・

↓

C

'

ゴ

　

"
鳥

　
e

寸
∀
葦

'
振

F

撃
汀
裸

嚢

　

γ
　

4

づ

"
〆

ト

遼
:

ぐも

74
,
、
垣

秀　

ぐ

　

　

　

ナ
　
`

恒夢

　

　

　

.ノ

蜜
耀

　

∀

ー

∨

,

,
竃

、

　

 

姦
り

ξ

灘
㌶
身

蹴
繊

,ゴ

・ポ

、。.4

t"■ 　

　

「t

・嬬w
じ　 ●レ

〆 　

"'

・

、

∵

梅

w

ノ

〆

、
ζ
,
、
勺
♪

白
ぱ

+

 
r

　

メ

　
ピ

　

ハ

.

ブ

`

ヤ

、

、
遁
「
頁

'

;

≒

(
.

蕗圭

7

"

、,

も

こ

`
,

r

　

マ

ー
'
5

可

A
、ー

ジ

ー

、

パ

'

㎡V
ち

片 　
ρ

、 　
ば)

.

'み4

i
r　

 

　

　

F
≠

ト

ト

ζ
tll.;

tVI㌧ 　、

」

'

ξ

之

4

零

,
　
'
、

　
・

　　

、
ψ

㌔
、㎡,べ
"

2

　

'
+

ぐ

..

㌔

、
、
,

〉

タ

A

　

滅

 

豊
、
蕊

鱗
、

鴇
鱗

↑
ぷ

幾解
㌧ ξ

是
土

×

憤
」

㎡
三

て

ぎ

仁
」
U

争
璽

、

㌔

〆

パ議
濤

パ又 ㌻
、 含,　 '

≧¶ 焉
】

蕊 三筥

　　

監　

 

蟹

　

母
堂

ピ

　

　

ξ

之

8

ず
甘く

4

%

璽パ

日
」

、
,ぐ

b

ガ
ご
㌔

」 転
}
・

†

、∴

い

-

〉

茎
相

㌧ 玉

.μ

琶 、
吉
夢

,
㍗

,

、

㍍

メ

 
,

泳

'
,
'

　
　

プ

　

　

　

　

　
●

'「㌧¶

i"w

パ'ぷ

 

〆

3

、
、

ぐ

{

ρ

　

⇒
　
、

∀

.

　

、

峯

ド

　

↑

　
メ　

〉

・

τ

ノ

"
・

ノ

、

.

∀

こ

ぷ
.

・

るぐ

　♪

駕

F

怜
叔

　

ト

t

、

　

　

き

"

、

.
」

い

,
㌦

ブ

ー
、

了
f

　

　
倶

'

7
S

L　

C

白

　

己「

'

・

　

　

、■

　
`

ト

　

　
、

　 　

凸

■

　
r

ト

T

・

璽
.酉

 

ず

,

蒸零
.㌧w♂s継

芦品

 

　

　

　・　　

■

ヰ

　

:
　

ぷ

ぷ裸、㌢

`

竜

　ぷ

郁
"

財

"

.
¶

ぎ

議
.
欝

欝

麓

這

　 竪
パ
う

董

も

、寄
"

釦

い

ぴ

・

㍉

、

、W

い

竜纂

禦

憲
∴
纂

頻

-

鳴
子

{

　 Ψ

襲違

警鞭
鷲燃熟 文

 

、
▼
身

t

コ

ー

W

　

㎡

♪

・
・

メ ◆

隷
蓼
輪 蕊..、

ぺこ
さ

5

㌻
,・

さ

.斗
e

渉
克

鵜

 

"
み　

Ssごヤ'.率

&ビ φ㌦;
留・..イ

縫
　

　

'
s

,

↓

　

　

も

' 　

■

、

ρ

4
ψ

、

軽
「

ト
し 　

、ぶ

　

へ

.☆

∨

　
㌦

戸

、
、

■

FH

　

・
,・'ぷ 享

く屋'パ 　
や

嘉 、、

も

 

■

ピ

靱
、

　
　

十 .、

り

　

、

も
昔

」

　

　

も
、

ノ
く

.
'

】

、・　
"
㌧

⑱
ρ

ズ

ベ

　

㌧

㌔
ー

W

」

鹸
　 　 thA

　吟　
ぜ

、1へ ■ オ 甲

知 、∵

 

ご　
5

　

}

　 '
⇒

 

∂

う

、

、

」

▲

　

、

.

「

　

　

S

》
、

A
十

マ∵

　

ぽ㌫
、

匂

　

'

●

⑱
.

;ごξ

唱

.戸

'町ポ 　

㎡ 和
式 、

、 ▲
　、 ヴ ㍉

♪t

 

マ

f

　
ご

　

寸

}
'

告

,
プ

)

2
『

w
幻

♂

'
樫

γ

　

A

　
1

寸

、
・

概')㌘1

籔
や

ぷ　

緒

奄

F

迭
款

ミ

鰺1

 

　

〆

　

　

肯

'

」
㌦

、

駕

'ヰ

㌧
欝

$

`

W

V
　

扉

《

+

、輪ピ

、

芦

.

r
、

耐

、
"

ミ ・
イ♪

　

玩

.

〉

噂

。

　

ぺ

柑

.

タ

)　

、漕

?

、弧 シ

 

　

～

蛍

　

㎡

陣

　

　イ

、

`弓

ll

 

　

麗
5

　
、

吋

、
.

な

　

1

　
〉

バ

ゴ

負
奄

へ

　

'
v
v

竃
,
ハ
■

　

　

4
覧

.s
パ
い
ぴ

'

　吃　

万

翻
咋1

・

ヨ

～

い
,

、鰯

鴇
 
　

、

　

　

t

℃

.

4

>

ノ

㌧

、4

、

、

δ

"

　

　、
、

↑弁

;

㎡

も

㌧

　
、

　
づ

心
オ
ー

4♪
　

　

　

　

ー

ゾ

熟
議
驚

ぷ

λ

　

　

　

'

、

㌧

'

　

」

　

〉

シ

■

㌔ 、 」

1「t

S
∂

`

㌔

亨

"

一

,

(

/㍗

、・、繰

 

　

ハ
"

一

`

ぜ

、
、

,

～

ト;

、
き

ン

ξ

'

シ
f
J

〆

、

封

」・'」

 

　

.
刊

‖

　

1

、
ノ

『 ∫

ヅ ・

.怠

〃

W
鞭

　
嘘
"

.
マ

'
♪

亀

梨

ミ
告
口

ま

り
㌧ ㌔、φ

.

灘

{甕 亨嚢

♂
-

・
う

.議

亘

み

'

戸
れ

を

書

痙

、

亨 、き

'
▲
¶

■
∀
ず

4

 オ
遥

μ
よ
η

　
多
只

言

、
へ

霧轡

 

、

『
≠

▲

,穀嚢 
,
方
方

垣

、λ
'

・

瀞'4
メ

腎露

 

鴻

・
護

§昏干
㌔
硬
憤

p
w
^

,

べ

輪
ご

、

潔
こ吉曙
㌦e..


